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　プロローグ　ダンス







　美しい彼女。


　愛いとおしい、彼女。


　しかし彼女はみるみる衰すい弱じやくしていく。


　その姿を僕は見つめながら、呟つぶやく。


「愛してるよ」


　すると彼女はこちらを見上げて、微笑ほほえむ。そっと手を伸のばし、僕の頰ほおに指で触ふれて、


「私も」


　と、呟く。さらに僕の頰をなでながら、


「ごめんね。先に死んじゃって」


　などと言う。


　それに僕はうなずいて、


「そのことについては、怒おこってる」


　と、言ってみせる。


　するとまた、彼女は笑って、


「ごめん」


　と、言う。さらに目を細め、言う。


「でも、最後にあなたに会えたから、私は幸せだった」


「ほんとに？」


「うん。幸せだった」


「なら、死なないでよ」


「無理なこと言わないで」


「死なないでよ」


　と、もう一度僕は言った。


「ごめん」


　そう彼女はまた、呟く。


　こちらを見上げ、


「そんな、悲しそうな顔をしないで」


　などと、彼女のほうこそ無理なことを言う。


「君と離はなれるのは、嫌いやだよ」


「泣かないで」


「泣いてない」


「でも、泣くでしょ」


「…………」


「私が死んだら、泣くでしょ」


「…………」


「でも、泣かないでいいの。私が死んでも、あなたの未来は続くんだから。誰だれかまた、かわいらしい女の子でも見つけて」


「君以外の女の子なんて……」


「だめよ。あなたは、若いんだから。まだ、人生は続くんだから。私のような古い魔ま女じよとは違ちがう、人間なんだから」


　が、それに僕は言う。


「死なないで」


　すると彼女は答える。


「消えるからこそ、生は美しいのよ」


「美しさなんていらない」


「…………」


「僕は君を……死なせたくない」


　そう言って、僕は掌てのひらで、彼女の胸に触れる。するとそれに、彼女は一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような顔になる。それからこちらを見上げ、


「だめだよ。あなたの考えてることは……人が触れてはいいものじゃ」


「なら、僕は人をやめるよ」


「だめ！」


「僕は人をやめる。というか、もう……」


「うそ……」


「だから僕がいま、泣きそうな顔をしてるのは、一瞬のことなんだ。ほんのいっときだけ、君と離れるから泣きそうな顔をしているけれど」


「そんな……」


「君はすぐに僕のもとに戻もどる」


「ちょっ」


　しかし言葉は、そこまでだった。


　僕は彼女の胸に掌を沈しずめる。そのまま彼女の命の核かくを握にぎる。それで彼女の命は一度、消える。


　僕はその命の核を握ったまま、


「さあ、すぐだからね。すぐに君を生き返らせてあげる。そしてそれまでは……」


　と、彼女の体を持ち上げる。


　動かなくなった彼女の体を持ち上げて、左右に揺ゆらす。


「それまではここで静かに、『リダーンルス』でもしよう。二人っきりで。二人だけで」


　ダンスを。


　リールを。


　ダンスを。


　リールを。


　僕は掌を返す。彼女から命の核を抜ぬく。それを放ほうる。命の核は宙空をくるくると舞まいながら地に落ちる。


　するとそこに一人の、着物姿のかわいらしい魔女が生まれる。


　その魔女を見下ろして、僕は呟く。


　彼女を愛おしげに見下ろして、彼女の名前を呼ぶ。


「やぁ、リール・リール」


　するとリールは顔を上げ、言う。


「あなたは誰？」


　そしてその問いに、僕は小さく微笑んで言った。





「人間さ。世界で最も欲よく深ふかい、人間」












　第一章　防御戦







　学校では相変わらず今日も、授業が行われている。


　月げつ光こうはそれを、なんとはなしに廊ろう下かから見つめる。


「…………」


　退たい屈くつそうな生徒たちの顔と、数学の教師の声。


　隣となりのクラスは英語。


　さらに隣のクラスは、歴史。


　しかし月光はその中には混じらない。


　授業が行われている教室を無視して、廊下を進み続ける。


　彼の右手には、校庭にラインを引くための、ライン引きがひきずられている。


　しかしそのライン引きに入っているのは、石せつ灰かいじゃない。


　血だ。


　家か畜ちくの血と、いくつかの魔ま術じゆつ的処理がなされた粉が混ざったものに、月光の血を一いつ滴てきだけ垂らしたものが、ライン引きから床ゆかに落ちる。


　固着する。


　そして真っ赤な線が廊下に引かれていく。


　途と中ちゆう、若い、二十代前半くらいの教師らしき男に会う。


　顔は知らないが、学生服を着ていないのでおそらくは教師だろう。


　向こうはこちらを知っているようで、


「紅くれない君、いったいなにしてるんだ？」


　と、少しだけ驚いたような顔で言ってくる。


　それに月光は答える。


「おまえには関係のないことだ」


「いや、でもいまは授業中のはずなんだけど」


「そうか。だからなんだ？」


「ええと」


「この学校の生徒会委員は校則に縛しばられない。教師のくせにそんなことも知らないのか？」


「あの、授業を受ける受けないは校則には関係ない気がするんだけど」


　などとくだらないことを言ってくる。


　どうやらこいつは新しん米まいのようで、この学校のことをよくわかっていないらしかった。そしてその説明をする暇ひまもないし、労力も使うつもりがないのでとりあえず、


「……はぁ」


　と、ため息だけついて、月光は再び歩き始める。ガラガラと音を鳴らしながら、ラインを引き始める。


　すると教師が言う。


「ちょっと待ちなさい」


「…………」


　無視する。


　そのまま教師の前までやってきて、


「どけ。俺の進行方向に立ち塞ふさがるな」


　と、言う。


　するとそれに、教師の表情が少しだけ険しくなる。


「おい、教師に対してその口の利きき方はいったいなんだ」


　などと言ってくる。


　それに月光は顔を上げ、教師の顔を見る。教師は怒おこっているようで、目をつり上げている。


　しかしこいつがいったい、なにに怒っているのかが、わからない。


　なぜならこのラインを真っ直すぐ、正しい形で引いていかなければ、この学校を守るための結界が発動しないのだ。


　そしてその結界がなければ、この学校は敵の襲しゆう撃げきにより、すぐに吹ふっ飛んでしまう。


　いま、屋上では大たい兎との馬ば鹿かが必死に敵組織から放たれたミサイルや魔術を迎げい撃げきしているが、それにも限界があるだろう。


　なのでいま、すぐにでも自動迎撃システムをこの学校に構築する必要があるのだが。


　目の前の新米教師が言う。


「おい、ちょっとおまえ、職員室に一いつ緒しよにこい」


「…………」


「おまえがいったいどうやって他ほかの教師たちを丸め込んだかは知らないが、俺はそう簡単におまえの言いなりにはならないからな！」


　なんてことを言ってくる。


　どうやら熱血教師らしい。


　月光はそれに、


「…………」


　殴なぐって気絶させようかとも思ったがやめて、ポケットに手を入れる。携けい帯たいで、「この馬鹿を学校から追放しろ」と校長に言おうとする。


　するとそこで、タイミングよく携帯が震ふるえる。電話がかかってきたのだ。液えき晶しようを見るとどうやらそれは大兎からで、月光は通話ボタンを押す。


　携帯に出る。


「俺だ」


　その動作に目の前の教師がますます怒る。


「おまえ、この状じよう況きようで携帯に出るってどういうことだよ！」


　と、手を伸のばして携帯を奪うばおうとしてくるが、それを月光はひょいっとかわす。


　そのまま、


「どうした？」


　と聞くと、大兎が言ってくる。


『どうしたじゃなくてさ～、おまえ、結界まだ張り終わんねぇのかよ？』


「ああ、終わらないな。おそらく学校中のラインを繫つなぐには、あと二十分くらいかかる」


『長なげぇよ』


　とそこでまた、教師が手を伸ばしてくる。それを月光はよける。よける。よけきれずに教師の手をはたく。


「貴様、教師に手を上げたな！」


　と、怒った教師が拳こぶしを振ふり上げてきたので、とりあえずその顔面を蹴けり飛ばす。


「ぐわっ」


　教師が後ろにひっくり返る。


　その隙すきに月光は大兎に聞く。


「で、屋上の様子はどうだ？」


『どうだじゃねぇよ。ここ一時間は、三十秒間かん隔かくくらいでいろんなとこからミサイル撃うち込まれてんだけど』


「ふむ。ならたいしたこと……」


『あるだろっ！　俺がちょっとでもミスったら街ごと吹っ飛ぶぞ』


「ミスるな」


『じゃあさっさと結界を……』


「二十分くらいかかる」


『はぁああああ？　おまえいまの話きいたら、ちょっとは急げって！　そうじゃなくてもさっきから、だんだん攻こう撃げきが激しくなって……激しく……ああああ、またきた！』


　そこで通話は、切れてしまう。


　それに月光は、天てん井じようを見上げる。


　ちなみにいま、彼が結界ラインを引いてるのは三階なので、さらにここから三階上で大兎はミサイルと格かく闘とうしているはずだった。


　さらに目の前では顔を押さえて倒たおれている教師がこちらをにらみ、


「お、おまえ、教師にこんなことをしてただですむと思うなよ！」


　などと言うが、確かにそれはその通りだな、と、月光は思う。なにせこいつに邪じや魔まされてこのまま結界が完成しなければ、学校どころか街ごとただではすまないので、さてどうするか、と思案する。


　軟なん弱じやくな大兎もこのままでは対処しきれない宣言をしてきているので、


「応おう援えんを送るか」


　と、携帯を操作する。アドレス帳から名前を選び、通話ボタンを押す。


　呼び出し音は二回。


　相手が出たので、月光は言う。


「俺だ」


『やぁ兄さん、僕にかけてくるなんて珍めずらし……』


　と、弟の日向ひなたが言いかけるのを遮さえぎって、言う。


「いまどんな状況だ？」


『どんなって、《軍》の中心で、サイトヒメアと結界作りの最後の詰つめをやっ……』


「暇か？」


『いまの僕の話聞いてた？』


「暇なら屋上の大兎の応援へいけ」


『応援？』


「限界が近いらしい。となると、敵になめられるだろう？」


『あー、まあ、防戦一方だと、そうかもね。なるほど。まあでも、どうかな。ねぇサイトヒメア』


　と、どうやら日向は横にいたヒメアのほうへと声をかけたようだった。


『ここの魔術式の部分、僕がいなくても完成させられるかな？』


　というと、それに澄すんだ、それでいて相手を嘲あざ笑わらうような女の声が答える。


『はぁ？　いったい誰だれにものを言ってるの？　あなたがいなければとっくに完成してるわよ』


『あは、またまた強がっちゃって……でも、兄さん、彼女は大だい丈じよう夫ぶだって』


「よし、なら応援にいけ」


『うん。じゃあ屋上の大兎君を助けにいけば……』


　という声の途中で、


『え[image: ]　大兎がどうしたの!?　私がいく！』


　ヒメアがそんなことを言ってくる。


　さらにそれに日向が、


『だってさ、兄さん。じゃあ、ここは僕が完成させて、応援はサイトヒメアに……』


　が、月光は電話を切る。すぐにサイトヒメアに電話をかける。


　コールは一回。


「俺だ」


『あなたに興味な……』


「おまえの興味などどうでもいい。おまえはそこで作業を続けろ」


『はっ、あんたに命令される筋合いは……』


「日向と大兎の役割を交代してやる」


『え？　え？　それって……』


「屋上は日向、大兎はおまえのサポートだ。だからおまえはそこで作業しろ」


『はいがんばります！』


　と、サイトヒメアが急に素す直なおにそう言って、それで電話は切れる。


　すると再び日向から電話がある。


「俺だ」


　と月光が出ると、弟が言ってくる。


『なんだよ兄さん、結界を僕に作らせたくないのかい？』


　それに月光は答える。


「おまえのことを、俺は信用していない」


『ひどいなぁ』


「わざと大兎の名前を出して、サイトヒメアをそこから追いだそうとしただろ？』


『あは、そんなことしてないよ』


「俺にそんな手が通じると思うなよ」


『してないって』


「結界に細工して、俺に喰くわれるように仕向けるつもりか？」


『……ああ～まあ、これが、成功するスクデュルもあるんだけどねぇ』


「やっぱりか……で、そのスクデュルへいければ、俺はおまえを喰うのか？」


『…………』


「喰わないだろう。なら、余計なことをするな。おまえは俺の指示にだけ従っていればいい」


『でも、そのスクデュルも……』


「前にも言ったはずだ。雑ざ魚こなおまえは《預言》についてはもう考えるな。それは俺の仕事だ」


『…………』


「さあさっさと屋上へいけ。クズが頭を使ったところで疲つかれるだけだぞ」


　と、月光が言うと、それに日向はほんの少しだけ嬉うれしそうに、


『……うん、まあ、そうかもね。じゃあ、ちょっといってくる』


「くれぐれも、敵になめられるな」


『わかってる。まあ、僕も兄さんと一緒で、馬鹿にされるのは嫌きらいだから大丈夫』


　などと日向は言って、携帯を切る。


　それに月光はうなずく。


　それから再び歩き始めようとして。


　しかしそこで、さっきの教師が立ち上がっている。こちらをにらみつけ、


「おまえ、絶対に許さないからな」


　なんて言ってきて、月光はこいつをどうしようかと、考える。


　とりあえず、いま廊ろう下かに引いているラインをこいつに曲げられるわけにはいかないのだ。ラインが規定の道筋から外はずれれば外れるほど、結界の密度が薄うすくなってしまうので、なるべく真っ直ぐ引きたいのだが。


「やはりこいつは、気絶させるか」


　と、彼は呟つぶやく。


　そうじゃなくても、授業が終わって、生徒たちが廊下に出てくるまでにこの結界を完成させる必要があるのだ。生徒たちが廊下に溢あふれ出てしまえば、線を真っ直ぐ引くことなどできない。


　といって、生徒たちを帰すわけにもいかない。


　なぜならこの結界は、この学校の生徒たちの生体エネルギーを利用して張るのだから。おまけに利用された生徒たちの体には、吐はき気けや頭痛などの症しよう状じようも出る。当然だ。体から無理矢理力を抜ぬかれるのだ。


　さらにその後、どんな副作用が出るかは調べ終わっていない。《軍》の調査によると吐き気や頭痛以上の後こう遺い症しようなどはほぼ現れないであろう──ということにはなっているが、それが本当なのかはわからない。


　だが少なくとも、どんな後遺症が出たところで、いまから二十二日後に世界が崩ほう壊かいしてしまう、という未来よりはいいはずだった。


　だからこの結界を張る必要がどうしてもある。


「…………」


　まあ、もちろんこの結界で《預言》をどうこうできるなんてことはないのだが、しかし、この結界さえ張れば、他組織からの攻撃をかなり防ぐことができるはずだった。


　だから、


「よし、おまえは少し黙だまれ」


　と、呟く。


　そのまま右手に持っていた携けい帯たいをしまう。


　左手をライン引きから放す。


　そしてその、瞬しゆん間かん。


　教師が笑えみを浮うかべる。とんっと前に足を出す。その動きが速い。


　それに月光は、


「ああ」


　と、うんざりしたような声を漏もらす。


「なんだそっちか」


　リクルートスーツのようなものを着た教師の腕うでが、一直線にライン引きへと伸のびてくる。


　そちらに向けて月光は腰こしの剣けんを引き抜き、放つ。


　教師はそれに反応して、腕を一度引く。と同時に、スーツが裂さける。腕が太くなり、毛が生えてくる。緑色の毛。人の形をしていた顔の皮ひ膚ふも裂け、中から狼おおかみのような口と、昆こん虫ちゆうのような赤い複眼を持った化物に変へん貌ぼうする。


　まるでそれは、《軍》でも作っていた、『半人半獣キメラ』のような生き物で。


　そいつが数歩下がって、こちらをうかがってくる。


　月光はそれを見つめて、相手に聞こえないくらいに小さく舌打ちする。


　そして、思う。


　もう、ここまで敵がきたか──と、心の中で一人ごちる。


　ちなみにいま、この宮みや阪さか高校は世界中の魔ま術じゆつ的組織に狙ねらわれてしまっていた。


　理由は、こう。


　サイトヒメアが三日前、全世界に張り巡めぐらされていた『魔女たちの園テンペロン・クローリー』の魔術的、及および科学的監かん視しシステムを、一気にすべて破は壊かいしてしまったからだ。


　もちろんそんな大規模な攻こう撃げきが行われれば、世界中の組織が、気づく。


　そして誰もが思ったはずだ。


《軍》と、テンペロン・クローリーの戦争が始まった、と。


　さらにテンペロン・クローリーが劣れつ勢せい、という情報も広がった。監視システムがすべて破壊されてしまったのだ。当然そういう情報が広がってもおかしくないし、そういう情報が広まるように、操作した。


　さらにテンペロン・クローリーが行っていた、《軍》が崩壊状態にある──という情報の隠いん蔽ぺいも、功を奏した。


《軍》は相変わらず圧あつ倒とう的てきな力を持っており、テンペロン・クローリーは《軍》に破壊されるのだと、誰もが思った。


　すると世界中の組織が一いつ斉せいに反応した。





　とある組織はこう思った。


《軍》が他ほかの組織をすべて食らい付くそうとしているのだ、と。そして恐きよう怖ふを感じたそいつらは、テンペロン・クローリーに荷か担たんして、《軍》を攻撃することにした。





　さらにとある組織はこう思った。


　いま、《軍》の攻撃によって弱っているテンペロン・クローリーを攻撃して、おこぼれに与あずかろう、と。


　そういう攻撃により、テンペロン・クローリーはいま、世界中と戦争状態になってしまったといってもいいだろう。少なくとも、《軍》へ向けられる兵力は減ったはずだ。





　さらにとある組織はこう思った。


　すべては《軍》とテンペロン・クローリーが手を組んだことによって張られた罠わなで、本当は戦争なんて起きてないんじゃないか？　へたに手を出せば、敵対組織と認にん定ていされて、のちのち攻撃されるんじゃないか？


　そういう組織はスパイや、簡易な攻撃を仕し掛かけてきて、様子を見ようとしてきた。





　そしていま、様子見の攻撃をしてきている奴やつらの対処に、月光たちは追われていた。もしも一瞬でも弱みを見せれば、一気に食い尽つくされる可能性があった。


　そしてだからこそ、敵に侵しん入にゆうされるのは、非常にまずかった。


　いま、《軍》の内部に入られて内情を見られてしまえば、ここが崩壊状態だとバレてしまう。せっかくテンペロン・クローリーの敵を増やして敵の動きを牽けん制せいできたのに、内情が外に漏れれば、世界中が一斉に攻撃を仕掛けてきてしまう可能性がある。


　だから最高強度の結界を張り終わるまでの間、なんとか屋上では、《軍》の状じよう況きよう確認用のミサイルや魔法攻撃を大兎が防ぎ、さらに学校の周囲ではいま、黒くろ守す、セルジュ、美み雷らいの三人が、侵入者の排はい除じよを行っていたはずなのだが──


「……くそ、結界が張り終わるまでに、侵入を防ぎ切れなかったか」


　と、月光は呟く。


　すると目の前にいる、元教師の人型狼が、言ってくる。


「で、君が紅月光君か……噂うわさには聞いてたけど、《軍》の秘蔵っ子は本当に子供なんだねぇ」


　と、周囲を見回す。


　複眼がきらきらと輝かがやく。


　あの瞳ひとみがどんな能力を持っているのかはわからないが、早めに潰つぶす必要があるようだった。


　だから月光は剣を構え、


「黙れ、バケモノ」


　そのまま一気に前に跳とぶ。


　バケモノはこちらを見る。そのままさらに後方に跳ぶ。跳ぶ。跳ぶ。


　壁かべを蹴けり、天てん井じようを蹴り、後方へと逃にげていってしまう。


　自分の動きよりも、速い。


　そしてこの勝負は、逃がしたら負けの勝負だった。


　だから月光は顔をしかめ、懐ふところに手を入れる。中に入っていた針をつかみ、投げる。


　バケモノはそれに、


「遅おそいなぁ」


　と、あっさりよけるが、別に当てるつもりはない。針はバケモノの背後の床ゆかに刺ささる。


　瞬間、学校内に張られている結界が発動する。針を中心に透とう明めいの壁が生まれ、バケモノの退路を塞ふさぐ。


　と同時に、月光は携帯を操作する。《軍》の本部へ通話する。相手が出た瞬間に、


「俺だ。すべての教室の扉とびらを一度封ふう鎖さしろ。生徒を外に出すな」


　と言う。


　すると携帯の向こうから、


『まさか敵の侵入を……』


　が、月光は携帯を切る。


　そのころには教室の生徒たちが、廊下での異変に気づいて、部屋から出ようとしていた。扉の小窓からこちらを見て、さらにバケモノに気づく。悲鳴が聞こえる。


　それに月光は、めんどうなことになった、と思う。いま、この光景を見た者たちの記き憶おくを消す必要が出てしまった。


　だがいまはそれを気にしている場合ではない。


　どちらにせよ、このバケモノを逃がしてしまえばすべてが終わるのだ。


　だから月光は剣を構えたまま、真っ直すぐバケモノを見る。


　バケモノは背後に張られた透明の結界にとんとんっと触ふれ、それからこちらを見る。


　そして、言う。


「なるほどね」


　見た目のわりに、理知的な反応をする。


　それに月光は言った。


　両手を広げ、


「さあ、逃げ場はないぞ、狼」


「狼じゃないんだけどねぇ」


「じゃあ虫けらか？」


「はは」


「どこの所属だ？」


「それを素す直なおに言うと思う？」


　もちろん、思わない。


　ただ、《教会》でないことだけを、心で願う。《軍》に次ぐ、世界第二位の魔術組織にいま、ここの本当の状況を知られるわけには、いかないのだ。


《教会》が参戦してきてしまえば、一気になにもかもが終わってしまう可能性がある。


　そうじゃなくても《教会》は、《軍》やテンペロン・クローリーのことは潰したいと考え、日々準備を続けていたはずなのだ。


　そこに《軍》とテンペロン・クローリー、両方の弱体化の情報が出てくれば──


「…………」


　が、月光はその思考を頭から追い払はらう。どちらにせよいまやっていることは常に、綱つな渡わたりなのだ。





《軍》は実際に崩ほう壊かいしている。


　テンペロン・クローリーにはそれがバレて、宣戦布告されている。


《預言》ではあと二十二日で世界が崩壊すると書かれていて、それを防ぐ方法はまるで思いつかない。





　と、そのすべてへの対処を、少しでもミスればきっと、そこで終わる。


　答えがわからない問題を、解けなきゃすべてが終わる──というその状況の過か酷こくさにもう、思わず笑いたくなるが、しかし彼は笑わず、ただ真っ直ぐバケモノをにらんで、言う。


「おまえ、ここがどこだかわかってるのか？」


　するとバケモノが肩かたをすくめて、うなずく。


「《軍》の中ちゆう枢すうだろう？」


「ああ、そうだ。そして《軍》に手を出して、おまえは生きて帰れるとでも思ってるのか？」


　という問いに、バケモノは言う。


「思ってないよ。いや、そもそも侵入できるとすら思ってなかった。なのにいま、ここにいる。これはどういうことだろうね」


「入れてやったんだ」


「そういう反応には見えなかったけどねぇ」


「俺は知らなかったからな。だがさっき《軍》の上層部に確認を取った。おまえを意図的に入れたそうだ」


「さっきの携けい帯たい？」


「ああ」


「ふーん」


　と、バケモノは薄うす笑えみを浮うかべる。あきらかに信じていない顔だ。


　まあ、当然だろう。そんな戯たわ言ごと、自分も信じない。


　だが無視して、月光は続ける。


「で、捕ほ獲かく命令が出ている。だからなにも言う必要はないぞ。拷ごう問もんして、脳をいじって、すべての情報を引き出してやる」


「まあ、君らはそうするだろうねぇ。だけど僕の脳を調べてもなにも出てこないよ。あの世界第一位の魔術組織、《軍》に送り込むスパイの頭に、普ふ通つう有用な情報は入れない」


　それもやはり、当然の話だった。


　そもそもこいつは、自分が所属している組織がどこなのかすら、知らされていない可能性もある。


　つまり、


「傭よう兵へいか？」


　と聞くと、バケモノはあっさりうなずく。


「まあね」


「金で雇やとわれたのか？」


「僕らの種族は金を必要としてないんだ。人間じゃないからね」


「なら、人質か？」


　それにもあっさり、バケモノはうなずく。


「そう。家族を人質に取られてる」


「そうか。じゃあ買収はできないな」


「そうなんだ。で、なにかしらの情報を持って帰らないと家族の命がないんだけど」


　その言葉に、月光は目を細めて、


「家族のことは残念だった」


　と言う。


　そのまま剣けんを構える。


　どんな理由があっても、いま、こいつを外に出すことはできなかった。


　もちろん適当な情報をつかませて外へ出す、という選せん択たく肢しもあるかもしれないが、どちらにせよこいつはその組織に捕つかまり、脳をいじられるはずだった。


　家族を人質にとり、無理矢理《軍》に潜せん入にゆうさせようとする、なんて組織に、倫りん理り観かんなど期待できない。


　まあ、もちろんそれは《軍》も一いつ緒しよだが。


　しかしこういうのを目まの当たりにすると本当に、


「……戦争が、始まったな」


　と、思う。


　それから一いつ瞬しゆんだけ、こいつを逃がす方法を考える。こいつの家族を救う方法を考える。そんなことをしている場合ではないのに、頭の隅すみでそんな思考が巡めぐって。


　しかし次の瞬間。


　ドンっと、目の前で音がする。


　バケモノの胸に、杭くいのようなものが刺さっている。バケモノは大きく目を開き、こちらを見る。


　いや、月光の、後ろを見ている。


　それに月光が振ふり返ると、そこには黒守がいる。黒守は月光のほうを見て薄く笑い、
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「すみません、一いつ匹ぴき、侵しん入にゆうを許しました」


　などと言う。


　どうやらこのバケモノは、黒守が担当していた方角からの侵入者のようだった。


　だが、月光は黒守を無視して再びバケモノのほうを見る。


　するとバケモノは床に膝ひざをついている。胸からは黒い血が流れ、あきらかにそれは致ち命めい傷しように見える。


　だがどういうわけか、その顔は笑っていて。


　バケモノが言う。


「ああ……助かったよ。殺されれば家族は解放される」


　すると黒守が背後から言う。


「ま、そういう契けい約やくでしょうねぇ。敵に情報を漏もらさないよう、『捕まったら自殺しろ、そうすれば家族は解放してやる』と。よくある契約です。ちなみに僕らが傭兵を雇うとき、その約束を守ったことはありませんが」


　それにバケモノの表情が、歪ゆがむ。


　だがそれ以上に月光は顔をしかめ、黒守のほうをにらもうとする。


　だが、バケモノはそれに、月光のほうへ向かって、


「……なんだよ、その顔……憐れん憫びんか？　おまえ、いい奴やつなんだな。いい奴は長生きしないぞ？」


　などと言ってきて、月光は答える。


「少なくともおまえよりは長生きだ」


「はは」


「言い残すことはあるか？」


「ないなぁ。あ、言っとくけど、俺死ぬと爆ばく発はつするから」


「そうか」


「それにそんな憐あわれんだ顔するな。家族が捕まったときに、すべてあきらめてる」


「そうか」


「まあ、俺も他人の子供を誘ゆう拐かいして言うこときかせたりと、似たような仕事を……ずっとしてきた……しな」


　とそこで、バケモノは床ゆかに倒たおれる。


　そこで黒守が言う。


「だけどあなたが雇い主を明かせば、こちらで家族を助けてもいいですよ？」


　するとバケモノが笑みを浮かべてこちらを見上げ、


「はは、それも……よく言った」


「希望にすがりつきたくなるでしょう？」


　それにバケモノは一瞬、考えるような顔になってから、


「ああ……くそ、雇い主、知ってればなぁ……」


　とそこで、息絶えた。


　刹せつ那な、バケモノの体が輝かがやき、爆発しようとして、それに月光は一歩前に出る。バケモノのほうへと近づき、凶剣スペル・エラーを振るう。


「力を祓はらえ、凶剣スペル・エラー」


　と呟つぶやく。


　すると剣が黒くきらめき、それで爆風が消しよう滅めつする。


　それから死体を見下ろす。もう、動かなくなってしまったバケモノの体を見つめ、言う。


「なぜ殺した？」


　すると背後から逆に問われる。


「それ以外に彼を救う方法がありました？」


「…………」


　そしてその問いの答えを、月光は持っていなかった。


　黒守が続ける。


「さあさ、急いで続きをやりましょう。君は結界を張ってください。戦争が始まってる。そしてその戦争を乗り切ったとしても、まるで《預言》には対たい抗こうできていない。でも君はそのすべてをなんとかすると言った。ならその手しゆ腕わんを……」


　が、それに月光は振り返って、言う。


「言われなくても、見せてやる」


　そのままライン引きへと戻もどる。それをつかんで、再び歩き出す。


　真っ直ぐ、結界が曲がったりしないように。


　すると背後で黒守が言う。


「じゃあ、僕も持ち場に戻ります」


　とその途と中ちゆうで、携帯がまた震ふるえる。


　さらに背後の、黒守の携帯の着信音も響ひびく。


　同時にメールがきたのだ。


　それに黒守が、


「ん？」


　と、声をあげる。


　月光もポケットの中の携帯を取り出す。画面を見る。するとそこには《軍》からの報告がきている。





　タイトル


　報告





　本文


　碧あお水み泉いずみが目を覚ましました。





　その、携帯に書かれた報告を月光は見て、


「……はっ、珍めずらしくいい話題だな」


　と、小さく息を吐はく。


　すると背後で、


「ほんとですねぇ」


　そう黒守が言いながら、バケモノの死体をつかんで、去って行く。おそらくは《軍》の中ちゆう枢すうにもっていき、中身を調べるのだろう。どこまで情報が漏れていて、発信器や、盗とう聴ちよう器きのようなものがついていないかを調べるのだ。


　月光はそちらを見ないまま、ラインを引き続ける。床の針を回収して、廊ろう下かに張られた結界を解いてさらに前に進む。


　進みながら携けい帯たいをいじる。碧水泉へと電話をかける。


　二回ほど呼び出し音が鳴ったところで、この五日、《預言》を読んだことによって死にかけて意識を失っていたはずの不良娘むすめの声がする。


『ほいほい月光ぽーん、おっはー』


　それに月光は応こたえる。


「俺だ」


『わかってるよん』


「目を覚ましたか？」


『うん』


「体の調子は？」


『んーと、どうかな』


「いま自分が置かれてる状じよう況きようがわかってるか？」


『えと、《預言》見て、そしたら心臓止まっちゃって……』


　それを遮さえぎって、月光は言う。


「そうだ。馬ば鹿かで軟なん弱じやくなおまえはあっさり瀕ひん死しになった。また倒れられたら迷めい惑わくだから、そのまましばらく寝ねてろ」


『あれ、なにそれ……えとえとそれって、なにげに月光ぽん、私のこと心配……」


「いいから寝ろ」


　といって、月光は携帯を切る。それから少しだけ機き嫌げん悪そうに、


「鬱うつ陶とうしいくらいに元気そうじゃないか」


　と、言う。


　心配して損したと、思う。


　とそこで再び携帯が鳴る。画面には碧水泉の文字。


「俺だ」


『ちょっと切らないでよー。話あるんだから』


「俺にはない」


『んと、実は私、《預言》のことでみんなに話したいことが……』


「それもあとにしろ。いま結界を張るのに忙いそがしい。それが終わったらあらためて会議を開くから、それまで寝てろ」


『ええと』


「話は以上だ」


『ちょっ』


　無視して、携帯を切る。


　すぐにコールバックがあるが、無視する。


　そのまま彼は、歩き始める。


　結界のためのラインは、すべての階の廊下に引く必要があった。そしてすでに五階、四階は引き終わっている。


　そして三階も──


「終わった」


　廊下の端はしまでたどりついて、彼はそう言う。そのまま剣けんに掌てのひらを押しつける。この剣は切りたいと持ち主が思ったものしか切らないので、自分の手を切るよう、命じる。すると自分が必要だと思った量と深さだけ、掌が切れる。血が流れる。


　引かれたラインへその血を落とし、さらにその血の跡あとに剣を突つき立てて、命じる。


「呪じゆ詛そを流し込め、凶剣スペル・エラー」


　刹那、剣が黒く光る。呪のろいの力がそのラインへと移い譲じようされる。


　するとラインが一瞬だけ光り、しかしそれで、終わり。


　これで三階の結界が終わった。


　あとは二階と一階、さらに校庭を二周廻めぐれば、この学校に、《軍》と黒守が考案した自動迎げい撃げきシステムに、日向とサイトヒメアの知識を集約して考案した、過去最大の結界があわさったものが張られるはずだった。


　もちろんそんな結界いままで使ったことがない上に、中心部の設計にいまだサイトヒメアが手間取っているので実際にきちんと発動できるかはわからないのだが──とにかくこれが成功すれば、しばらく学校外からの攻こう撃げきに悩なやまされることはなくなるはずだった。


　だから彼は、


「よし」


　と言って、ライン引きを持ち上げ、階段を下りる。


　二階では、教室に閉じ込められたことに気づいた生徒たちが扉とびらをばんばんたたいたりしているが、


「もう、雑ざ魚こどもはそこでしばらく静かにしてろ」


　と言って、彼は再びラインを引き始める。


　走ってラインを引くことはできない。


　他人に任せることもできない。


　ラインを引いている間、月光も意識を集中して、呪詛を頭の中で構築して、ラインへと流しこんでいるのだ。


　そして完成まで、あと二十分。


　その間にテンペロン・クローリーや、《教会》からの襲しゆう撃げきがないことを、祈いのる。


　外でこの三日、ほぼ徹てつ夜やで襲撃を防いでいる美雷、セルジュ、黒守が防ぎ切れないような攻撃がこないことを、願う。


　なんとかこの結界を完成させて。


　完成させて。


「……で、それからどうする？」


　そう、自問する。


　そしてその答えはやはり持っていない。


《預言》についてはほぼ、なにもわかっていない。


　だが、それでも、


「…………」


　彼は再び、黙もく々もくとラインを引き始めた。












　第二章　暴れるウサギ







　場所はうつる。


　そこは屋上。


　その、屋上の細いフェンスに立って──


「……俺、もう、完全っに高校生じゃねぇよなぁ」


　なんて呟つぶやきながら、鉄くろがね大たい兎とは校庭を見下ろしていた。


　今日はかなり風が強い日で、普ふ通つうならこんな細いフェンスに立っていることはできないはずなのだが、彼はまったくバランスを崩くずさずに、腕うで組ぐみして目の前の景色を見つめている。


　いまは校庭を使う授業がないのか、生徒はいない。


　時間は午前中。


　ちょうど二時限目が始まったくらいの時間。


　おそらく自分が所属しているはずの一年三組のクラスではなんらかの授業が行われているはずなのだが、しかしもう、なんの授業をやっているのか、大兎は把は握あくしていなかった。


　そうじゃなくてもこの五日間──いや、ヒメアが世界中に張り巡めぐらされていたテンペロン・クローリーの監かん視し網もうを破は壊かいしてからは、あまりに忙しくて、とても授業どころでは──


「…………」


　と、そこで、背後で声がする。


「大兎君、右斜ななめ上」


　すかしたような、男の声。


　月げつ光こうの双ふた子ごの弟、紅くれない日向ひなたの声だ。


　どうやら日向がこの、屋上での戦いへの応おう援えんとしてやってきたようだった。


　それに大兎は振ふり返らずに、


「もちろん気づいてるよ」


　とだけ、答える。


　それから大兎は右斜め上を見上げる。するとそこの空間がかすかに歪ゆがんでいるのが見える。


　敵だ。


　敵がきたのだ。


　どこからやってきた、どこの組織の何者なのか、なんてのはわからない。


　とにかく攻撃を受けている。


　この学校は世界中から攻撃を受けている。


　下の階ではごく普通の生徒たちが平和に授業を受けているのに、屋上では絶え間なく、街ごと吹ふっ飛んでしまいそうなほどの攻撃を受けている。


「あ～、で、今度はどんな攻撃だ？」


　と、大兎は対応する。


　空間の歪みのほうへと飛ぶ。そのまま拳こぶしに『黒ひつきようむ』の力を集める。


　歪みに近づくと、それが魔ま術じゆつによって透とう明めい化されたミサイルだというのが、わかる。


　そしてそれに、


「またこのミサイルか」


　もう、大兎は驚おどろかない。


　初めてミサイルが撃うち込まれたときはさすがに驚いたが、一日に二十発も三十発も処理していると、


「飽あきるよ。んじゃニャン吉きち、いくぞ。せーのっ」


　そうかけ声をかけて、彼は体の中をめぐる黒を増ぞう幅ふくさせる。


　拳に集める。


　その拳をミサイルにぶつける。


　ミサイルが爆ばく発はつしようとして、しかし、そのミサイルの中にあるエネルギーと、自分が放つ無の力が同量になるように調節する。


　そしてあっさり、ミサイルは消しよう滅めつしてしまう。


　それを確かく認にんし、


「はい、消え……」


　と言いかけたところで、気づく。


　そのミサイルがカムフラージュで、さらにその向こう側に十五個の玉のようなものが生まれたことに。


　だがそれにも、大兎は驚かない。


　その形式の攻撃も、もう何度も受けていた。というか、おそらくこの魔術ミサイルのようなものは、世界的に流は行やっているんだと思う。


　ミサイルの外観は違ちがうが、しかし、ミサイルを無力化された瞬しゆん間かん、破壊の力を持った玉のようなものが拡散する──というタイプの攻撃は何度も行われていて。


「あー、めんどくせぇな」


　と、大兎は呟く。


　そのままフェンスに着地する。


　玉は空中でかなり広くまで拡散してしまっている。それを確認するために、力を目に集める。


　大兎はくるりと首を回す。


　それだけですべての玉の位置を把握する。





　学校に落ちるのが七個。


　校庭に落ちるのが四個。


　学校外に落ちるのが四個。





　一人で対応するのはなかなか大変だ。


　とそこでまた、背後から日向の声がする。


「手伝いましょうか？」


　それに大兎は、


「いらない。ってかちょっと危ねぇから手、ださないで」


　と、答える。


　それから体の中の黒をさらにもう一段、増幅させる。いや、黒だけじゃない。黒い、ウサギの力を暴走させる。


　すると頭からずずずっと、刃は物ものが生えてくる。


　右側からは紫むらさき色いろの。


　左側からは白色の刃物が、まるでウサギの耳のように生えだしてきて、それが伸のびる。


　ぐるんっと高速で、回る。


　白色の刃やいばが、三周。


　それですべての玉が切断され、さらに紫色の刃が一周して、切断された玉から漏もれ出ようとしていた呪じゆ詛そを、『黒ひつきようむ』によって無効化してしまう。


　そしてそれで、終わりだった。


　敵からの攻こう撃げきは、すべて無効化した。


　するとそこで、パチパチと拍はく手しゆの音がして、


「いやーすごい……あれを全部一人で処理しますか」


　と日向が言ってきて、大兎は振り返る。声の方向を見る。


　するとその屋上の中心には、ここのところの忙いそがしいドタバタの中で、いつの間にか仲間になってしまった日向が立っていて。


　それに大兎は、言う。


「ずっと俺しかいなかったんだから、対処するしかねぇだろ」


「ですねぇ」


「でも結構ぎりぎりだったから、応援にきてくれて助かるよ。いまのミサイルが三発くらい別方向から同時にきたことがあってさ……」


　という言葉に、しかし日向が言う。


「でも、それにも対処しきれてた。なら僕はいりませんよね？」


「いやいやいや、全然いる。めちゃくちゃいる。ってか、いまのミサイル三発に対処するときは、俺、自分の力を限界を超こえて暴走させなきゃいけなくて、体に負担が……」


「あなたの負担なんてどうでもいいです」


「あ～」


「それに、二十二日後に起きることを考えると、あなたもどうでもいいでしょう？」


「まあ、そう言われちゃうと、なぁ」


　と、大兎は少しだけ顔をしかめて、うなずく。


　それに力を暴走させすぎると自分がどんどん人間でなくなってしまって怖こわい──なんて話も、自分から人間をやめてしまっていそうなこいつと話し合っても、いまいち共感しあえるとはとても思えなかった。


　なので、大兎は話を戻もどす。


「でもおまえ、月光に言われて応援にきたんだろ？」


　が、日向はあっさり首を振って、


「いえ、応援にきたわけじゃありません」


「はぁ？　じゃあおまえ、なにしにきたのよ」


　大兎がそう聞くと、それに日向はにやりと笑う。


　そのまま手を掲かかげ、


「まあ、防戦一方じゃないかと僕らをなめてる馬ば鹿かどもに、攻撃しようと思ってね」


　とそこで、踵かかとをとんっと床ゆかにたたきつける。


　するとその中央に黒い魔ま法ほう陣じんのようなものが幾いく重えにも描えがかれ始め、まるで波は紋もんのように広がっていく。


　やがてその魔法陣が屋上を埋うめ尽つくすと、屋上にいくつもの穴があく。


　そしてその穴から何匹びきもの、それもそれぞれ見た目が違う異い形ぎようのバケモノが顔をだしてきて。


　大兎はそれを見下ろして、言う。


「それ、なに？」


　すると日向はこちらを見て、微笑ほほえむ。


「悪魔や、妖よう魔まや、いろいろいますが、まあ全部下僕です」


「ふぅん。で、そいつらでなにすんの？」


「こいつらを生いけ贄にえに呪のろいを作り──他国へ無差別に放ちます」


「あ？」


「まあ、僕がやることはお気になさらずに。ほら、また攻撃がきましたよ」


　と、日向が大兎の背後を指さす。


　もちろんそれに、大兎は気づいている。気づいているが、


「ってか、ちょっと待てよ！　いろいろ突つっ込みどころが……」


「答える気はありません」


　そう言って日向はなにか魔術っぽいことを始める。両手を動かし、大兎には意味のわからないことを呟つぶやき始めて。


「ちょ、生け贄ってこいつら殺すのか？　それに無差別って……」


　が、もうそれ以上の言葉は言えない。なぜなら攻撃が迫せまっているのだ。背後から、敵の攻撃が迫ってきているのだ。


　それに振ふり向く。


　すると一本の槍やりがこちらに飛んできている。


　その槍は、この三日間で見たことがない形式の攻撃だった。


　ミサイルよりも速く、光をまとった槍がこちらに向かってきて。


「あー、とりあえず話はあとだ。あれを止める」


　大兎はフェンスを蹴けり、跳ちよう躍やくする。


　再び拳に力を集める。


「せーのっ」


　というかけ声とともに、拳を槍にぶつける。


　刹せつ那な、槍が輝かがやきを増す。


　大兎の放った『黒ひつきようむ』を上回る勢いで力を放ってきて。


「おっと、こりゃ……」


　が、力の増幅が間に合わない。腕うでが吹っ飛ぶ。


「うぁっ」


　苦痛に顔をしかめながら、振り返る。槍は屋上へと落ちようとしている。


「まずい！」


　大兎は頭に生やした刃を一本、回す。槍を追いかけるように放つ。


　だが、


「間に合わな……」


　が、日向がやはり笑って、


「このタイミングで僕を寄こすんだから、兄さんは凄すごいよなぁ……たとえそれが運でしかないとはいえ……」


　そう言いながら指を動かす。それから、


「アイヴィィ。《ロンギヌス閃せん光こう》の落下地点を僕の指の先へ」


　と、言う。


　瞬間、日向の足あし下もとから、以前に大兎が戦ったことがある、異常に強い女の悪魔が現れる。


　真っ白い髪かみ、真っ白い肌はだ、真っ白い腕。


　その女の手が槍の側面に当たる。押す。それで槍の進む軌き道どうがずれる。


　だがその方向は、学校ではない、というだけで、街のど真ん中のほうへと槍は向かい始めて。


「うお、冗じよう談だんだろ！」


　大兎は、怒ど鳴なる。


　そのまま動かしていた紫色の刃の方向を、変える。


　屋上の床に刃を突き立て、それで自分の体の動きを変える。


　力を増ぞう幅ふくさせて、槍を追う。そして槍の側面を殴なぐりつけて、中にある力を無力化しようとする。


　だが、やはりそれでも力が足りなくて、


「まじかよ」


　仕方がないので、その槍を校庭にたたき落とすことにする。いま、校庭には生徒はいないはずで。だから、校庭に一度落とし、そこで放たれた力をもう一度無力化すればなんとか、被ひ害がいを最小限に食い止められるような、


「気が、する！　わかんねぇけど！」


　と、大兎は槍を殴っていた拳こぶしに、さらに力を込こめる。


　槍の軌道を、校庭へとずらす。


　槍は一直線に校庭の中心に向かっていき、落ちる。


　地面と槍の先せん端たんが接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、周囲に真っ白い閃光が放たれ、槍から破は壊かいの力が漏れ出してきて。


「うおおおおおお、まじぃいいいいい！」


　大兎は、叫さけぶ。


　叫びながら、体の中の『黒ひつきようむ』を全開で暴走させようとする。


　すると胸からニャン吉が怒おこった顔で頭を出し、


「にゃぁー！　だぁからこんなに大きな力を出したらダメ……」


　と言おうとして、しかし目の前に広がろうとしている閃光を見て、


「す、すぐやるだに！」


　と、急に意見を変える。


　そして体の中でニャン吉によってリミットがかけられていた力のタガが、外はずれる。


　凶きよう悪あくなほどの力が体の中に溢あふれ返り、


「うあ……」


　自分の目が、黒く濁にごるのがわかる。


　全身の皮ひ膚ふの表面に、呪詛のような黒い文字が這はい回り出すのがわかる。


　そして頭の中に、心の中に、言葉が浮うかぶ。


　壊こわせ。


　壊せ壊せ。


　全部を壊せ、と、声が聞こえるような気がする。


　そしてそれに大兎は笑い、


「ああ、言われなくても……やるさ」


　両腕を閃光を押さえ込むように押し出す。掌てのひらから際限なく『黒ひつきようむ』の力を生み出し、閃光を侵しん蝕しよくしていく。


　手加減はしない。


　目の前の閃光だけじゃなく、ここにあるすべてを消し潰つぶしてやろうと力を放つ。


「はは」


「おい、もう消えたに！」


　胸の中でなにかが言う。


　だがそれがいまいち心に響ひびかない。


「あはは」


「やめるに！　むぅ、力の暴走がもう、わしの力じゃ打ち消しきれな……」


「あはははは」


『黒ひつきようむ』が校庭を侵蝕し始める。黒い文字が校庭を這いずり回り、さらに周囲へと侵蝕を始め……


　が、そこで、


「美み雷らい、あの馬鹿の頭を蹴り飛ばせ」


「ほいほーい！」


「あいつの頭を消し飛ばす勢いでいけ」


「おっけーいっちゃうぞー！」


　なんて声が、する。


　だがそれもやはりどうでもよくて、大兎はただ、力で世界を侵蝕しよ……


「とりゃー！」


　が、そこで突とつ然ぜん、目の前に女の子の細い足が現れる。


　靴くつの踵の部分に、巨きよ大だいな稲いな妻ずまが帯電していて、それが顔面に思いっきりたたきつけられて、


「ぐあ!?」


　大兎は、のけぞる。


　そのまま黒く染まった目で、自分の頭を蹴った奴やつのほうを見る。


　やはり稲妻のようにビリビリと帯電している髪に、童顔たれ目の少女。宮みや阪さか高校のセーラー服に、なにかの漫まん画がの絵が描えがかれている下着をはいているのが見えるが、しかし、やはりそれが誰だれだかわからない。











[image: ]








　いやそれどころか、なにもかもがどうでもいい。


　だから大兎は言う。


　ただ、言う。


「そうか。おまえから死ぬか」


　手を少女へ向けようとする。


　しかし背後でかすかに殺気がする。


「いや、死ぬのはおまえだ」


　などと言われる。


　だがそれも、気にしない。


　一度くらい殺されたところで、なんの問題もないのだ。自分の中には六つの命がうごめいていて、すぐに再生することができる。


　だからとりあえず、いま、目の前にいる稲妻娘むすめへと手を向け──


　と、そこで、


「死ね」


　と、言われる。


　首がなにか、刃は物もののようなもので一いつ閃せんされる。首が切断して、自分が死んだのがわかる。


　一瞬、目の前が真っ暗に染まり、意識が消し飛び、そして再び首が再生する。


　命が再生する。


　すべてがリセットされる。


　そしてそれと同時に、さっきまで靄もやがかかっていたようになっていた意識も戻もどってきて、


「……あれ!?　俺、いったいここでなにして……」


　が、言葉はそこまで。


　いつの間に現れたのか、目の前にいた悪あく魔ま全開モードの美雷が体をぐるんっと回すのが見える。スカートが翻ひるがえり、パンツが見えてしまう。そしてそのまま回し蹴りがこちらに放たれようとする。


　かなり、速い。


　おまけに足には稲妻が帯電していて、


「え、え、ちょ……」


　はっきりいって、普ふ通つうの人間がそんなのを受けたら上半身ごと吹ふっ飛んでしまいそうなほどの大きな力がそこにはあって。


「ちょ、なんで……」


　と、慌あわてて対応しようとする。手に『黒ひつきようむ』の力を集めて、美雷の稲妻を無効化しようとして。


　しかし、その腕うでが横から放たれた黒い剣けんによって切断されてしまう。


「へ？」


　と横を見る。


　するとそこには月光がいて、


「お、意識が戻ったか馬ば鹿かが。だが一回死ね」


「ちょ、月光おまえ……」


　とそこで、顔面に美雷の稲妻付きの蹴けりが当たる。一瞬、力を頭に集めてなんとか耐たえようとするが、


「あ、無理だ」


　首が、もげた。


　力を頭には集めたが、首には集めていなかったので、強度の違ちがいから、そのまま頭が吹っ飛んでしまった。


　そのまま大兎は景色がくるくる回るのを感じる。


　校庭をころころ転がる。


　止まる。


　どさっと自分の体が倒たおれるが見える。


　その倒れた大兎の体を、勝ち誇ほこった顔で嬉うれしそうに踏ふみつける俺様生徒会長の姿を見つける。


　それに、


「……っておまえさぁ、なんで俺を殺すのよ？」


　すると月光はこちらを見下ろして、言う。


「当然、おまえの顔が嫌きらいだからだ」


「なんだよそれ」


「覚えてないのか？」


「あ？　だからなにを……」


　が、そこで月光は言葉を遮さえぎって、


「おまえは暴走して、この学校ごと破壊しようとした。美雷のことも殺そうとした」


　などと言ってきて。


「おっと」


　大兎は、目を大きく開く。そして美雷のほうを見て、


「そりゃ、ごめん……ってか俺、おまえのこと怪け我がさせ……」


　しかしそれも遮り、月光が言う。


「生首が喋しやべるな。気持ち悪い」
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「だがまあ、よくやった。おまえがいなければ、学校ごと吹っ飛んでいた」


　なんて言われて。


　そこでやっと、思い出す。自分がさっきまでなにをやっていたのかを、思い出す。


　確か空から降ってきた槍やりの威い力りよくが強すぎて、止めきれなくて力を暴走させたのだ。


　で、その力に呑のみ込まれた。


　溢れ出す『黒ひつきようむ』を押さえきれずに、意識が混こん濁だくしてしまって。


　そしてそのときの自分の状態を思い出して、


「やべぇなぁ」


　と、呟つぶやく。


　すると月光はうなずき、


「次は慎しん重ちようにやれ。だが、いまの暴走のタイミングは悪くなかった」


　などと、また褒ほめてきて。


　それに大兎は目で、校庭の真ん中にあいた穴のようなもののほうを見る。槍の中から放たれた閃せん光こうが開けた穴のほうを見る。


　そして、


「あれ、やっぱそんなやばい力だったの？」


　と聞くと、月光もそちらを見て、言う。


「《ロンギヌス閃光》か？」


「あ、それ槍の名前？　さっき、日向も言ってたな。おまえも知ってんの？」


「有名だからな」


「ふぅん。俺は聞いたことないけど」


「馬鹿は知らない話だ」


「へーそうですか」


　と、大兎は体のほうへと意識を送る。すると月光が踏みつけている自分の体が、動く。足を手でつかみ、どける。立ち上がる。


　するとそれを月光の横で見上げていた美雷が、


「ふぉ～、すごーい、首なし、首なしロボ！」


　と、なぜか目をきらきらさせて喜ぶが、いつものことなので無視する。そのまま自分の頭のところまで体を移動させ、手で頭を拾う。首を体に乗せる。


　刹せつ那な、あっさり首と体が接合してしまって。


「って、やっぱ思うけど、あきらか俺、もう高校生じゃ……いや、人間じゃねぇよなぁ」


　なんて、言う。


　首をぐるぐる回して調子を確かく認にんする。すると体の血液が脳のほうへ少し回って、急に意識が明めい瞭りようになってくる。そしてさっきの、ロンギヌスがどうこうといったような言葉に、少しだけ聞き覚えがあるような気がしてきて。


「あ！」


　と、大兎は言った。それから月光のほうを見て、


「ロンギヌスって、あれか？　ロンギヌスの槍とかいう……」


「お、珍めずらしく知ってるのか？」


「なんか、ＲＰＧ系のゲームとかに出てくるのを見たことあるような気が……」


　という言葉の途と中ちゆうで、月光がため息をつき、それからこちらを無視して去って行こうとしたので、大兎は突つっ込む。


「あの、無視すんなって」


「おまえと話すことはもうない。早く持ち場に戻れ」


「んーと」


「次の攻こう撃げきがくる。あと五分で結界が完成するから、それまで屋上を守れ」


　と、命じられる。


　確かにそれはもっともな話で、ここ数日、最大でも十五分以上攻撃の間かん隔かくがあいたことはなかったので、早く戻る必要があった。


　だから大兎は屋上を見上げ、飛び上がろうとして、しかし思いとどまる。


　なぜならこの校庭は教室から丸見えのはずで、つまり、ここから屋上へと一足飛びに跳ちよう躍やくしたりした日には、もう、鉄大兎はカエルの生まれ変わりのバケモノだーみたいな話が盛り上がっちゃったらまずいかな、なんて思って跳とぶのを一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。


　しかしそれを見み越こしてたかのように月光が言う。


「気にせず屋上へ戻れ。さっきもう、廊ろう下かで敵と交戦して、生徒にはバレた」


「うそ？」


「だから教室すべての扉とびらと窓にロックをかけて出れないようにした」


「ええ～」


「第一、首が転がっても生きてるおまえの姿を見せといて、いまさらなにを隠かくす必要がある？」


　なんて言葉に、大兎は月光を見て、それから校舎のほうへと目を向ける。


　すると校舎の窓に、大勢の生徒たちが怯おびえたような顔でこちらを見下ろしている顔が見えて。


　それに大兎は、言う。


「あいつらの記き憶おく、消すの？」


「無事生き残って封ふう印いんが完成できたらな」


「あと何分で完成すんだっけ？」


「四分」


「あ、ちょっと減ったね」


　と、月光を見る。


　すると月光は、少し下がった場所に置かれていたライン引きをつかみ、校庭を回り始めている。


　その背後を美雷がちょろちょろと動き回り、


「ねねね、ゲッコーゲッコー、あたしもあとでライン引いていい？」


「だめだ」


「なんでー！」


「雑ざ魚こにはできない仕事だからだ」


「あたし雑魚くないもん！」


「じゃあクズだ」


「ゲッコーはケチじゃん」


「いいからおまえは南門を守ってろ」


「んとんと、ハスガが交代してくれたー！　あ、あ、ゲッコー知ってる？　泉いずみがねー」


「もう知ってる」


「んとんと、泉が元気になったってー！　だからいまからいってくるね！」


「そうか。じゃあ早くいけ。邪じや魔まだ。消えろ」


「ゲッコー嫌きらぁああああああ……」


　が、その言葉の途中でさらに月光が言う。


「あと、泉のところにいくのはいいが、ちゃんと寝ねろよ。起きたらすぐまた別の仕事が始まるから、ジュースでも飲んで、寝て、体力を回復させろ。ジュースは二本まで。飲んだあとは歯を磨みがけ」


「じゅ、ジュース二本!?　ゲッコー好……」


「早くいけ」


「はぁあああああい！」


　と、美雷が元気よく走り出す。


　それを大兎はぼんやりと見て、それから月光に、言う。


　半眼で、


「な～んか仲いいですね」


「おまえも早く消えろ」


「俺の休きゆう憩けいは？」


「はっ、死んだら回復したろう？　感謝しろ」


「うーん。まあ、いいけど……んじゃ持ち場に戻もどるわ」


　それに月光はうなずいてから、言う。


「なるべく早く結界を作るから、なんとか持ちこたえろ」


「お、珍しく心配してくれて……」


　が、月光はこちらを見ないまま遮って、言う。


「いや、おそらくこれからくる攻撃は、全部《ロンギヌスの槍》だ」


「げ……なんでわかんの？」


「いいから早く戻れ」


「えーあー、その、さっきの攻撃が何発もきたら、俺一人じゃ防ぎ切れな……」


「なんとかしろ。日向も応おう援えんに送ったろう」


「でもあいつ、槍の軌き道どう、街のほうにずらすだけで、それ以上手伝わねぇん……」


「それでもいい。防ぎ切れなかったら、とにかくこの学校を守ることだけ考えろ」


「……なっ」


「ここが終わったら、もう未来はない。結局どうせ、全員二十二日後には死ぬんだ。なら、どうにもならなければおまえも同じことをしろ」


「ンなことできねぇよ」


「ならなんとか防ぎ切れ」


「…………」


「ミスったら、終わりだ。おまえも、俺も、いや、この世界のすべての者が死ぬ。どうだ。ひりひりするだろう？」


　などと、珍しくおどけたように笑えみを浮うかべてくる月光に、


「笑えねぇ～」


　と、大兎も笑う。


　それから空を見上げる。


　また、なにかが近づいてきているような圧力を感じる。その姿は見えないが、なにか、よくないものが近づいてきているのが、わかる。


　それに大兎は、言う。


「あー、またきたな」


「なら早く持ち場に戻れ」


「ほいほい、じゃ、お互たがい頑がん張ばろう」


　しかし無視で、月光はラインを引き続ける。それに大兎はうなずいてから、地面を蹴ける。跳躍して、一気に屋上へと飛び上がる。


　するとやはり日向はごそごそとなにか妖あやしげなことをやっているが、無視して空を見上げる。


　それに背後で日向が言ってくる。


「またきっと、《ロンギヌス閃光》です」


「だからなんでおまえらわかるんだよ」


「あ、兄さんもそう言ってました？」


「うん」


「へぇ。兄さんはやっぱり、頭がいいなぁ」


「おまえが月光を褒ほめるの、すげぇ気持ち悪いんだけど……やっぱおまえら出来てんじゃねぇの？」


「はは」


「いや否定しろよ」


　と振ふり返ると、日向は肩かたをすくめて微笑ほほえむ。


「僕は君にどう思われようと気にならないので」


「あっそ」


「ええ」


「まあいいけど……んで、なんでその、ロンギヌスとかだってわかんの？」


「まあ、少し考えれば簡単な話なんですけどね」


「ってそれ、わかんねぇ俺のことを、暗に馬ば鹿かにしてる？」


「はい」


「はいじゃねぇよ！」


　と、突っ込む。


　そしてそれでもまだ、その、《ロンギヌス閃せん光こう》とかいうのは、やってこない。


　ただ、圧力だけを感じる。遠くから力が迫せまってきているのを感じる。


　そしてそれは、さっきの槍やりからは感じなかったものだ。


　それに大兎は、聞く。


「って、すげぇ圧力なんだけど……これ、さっききたやつより威い力りよく大きい？」


　すると日向が答える。


「いえ、同じものでしょう」


「じゃあなんでこんな威い圧あつ感かんがあんの？」


「隠密魔法ステルスコーテイングを外はずしたからでしょう。一発防がれたので、堂々と攻撃してくるようになった」


「あー、なるほど。あんま堂々としないでほしいなぁ」


「あはは」


「で、もっかい聞くけど、なんでいまきてるのがロンギヌスだってわかんの？」


「簡単な話です」


「なら早く話せよ」


　するとそれに、


「《ロンギヌス閃光》は、《教会》が使う兵器です。つまりついに、世界第二位の魔ま術じゆつ組織である──《教会》が出てきた。なら、そこらの弱小組織の出る幕はもう、ないでしょう？」


　と、ものすごく丁てい寧ねいに日向が説明してくれて。


　しかし《教会》という言葉だけでもう、いまの状じよう況きようがいかに悪いか、大兎にもわかってしまった。


　というよりも、《教会》にだけは、ここの状況を知られたくなかったのだ。


　だからテンペロン・クローリーの欲よくを刺し激げきして、さも《軍》が崩ほう壊かいしていないかのような情報を流させる、という方法でぎりぎりの綱つな渡わたりをしてきたのだが。


　その《教会》が、ついに攻こう撃げきを仕し掛かけてきてしまったのだという。


　そしてそれは、


「すっげぇやべぇんじゃねぇの？」


　と大兎が言うと、日向が笑って、答える。


「ですねぇ。といってもまあ、僕がこの生徒会にきてから、やばくない時間を一度も経験してないけどね」


「ってまぁ、そりゃそうなんだけどさ……でも《教会》に《軍》のことがバレたら……」


　が、日向が遮さえぎる。


「まだバレてないでしょう。あなたが、《ロンギヌス閃光》を消してみせたので。崩壊した《軍》では、とてもじゃないけどそんな真ま似ねはできない」


「お、じゃあ俺が頑張った意味あったのな」


　その言葉に、日向がうなずく。


「ええ。そうですね。そして次の攻撃を防げれば、世界中に情報が流れるでしょう。《軍》はいまも強大な力を保有しており、そして、テンペロン・クローリーに襲おそいかかろうとしている」


　それに大兎は笑う。


「いいな、その情報。完全に立場逆なのに」


　だが続けて日向が言う。


「ですが《教会》だけは止まらない。それどころか《ロンギヌス閃光》を撃うち込まれたにもかかわらず、反撃してこない《軍》に対して、疑ぎ惑わくを持つ。あの、《軍》が崩壊しているかもしれないという情報は、本当なんじゃないか？　本当に《軍》は弱体化してるんじゃないか？」


「あー」


「もしそれが本当ならば、うまくすれば、《軍》とテンペロン・クローリー、両方潰つぶせるチャンスなんじゃないか？」


「ってそりゃ、最悪のシナリオだな」


「ええ、最悪です。だから……」


　そう言って、屋上の床ゆかに、手をつける。ちなみにさっきまで屋上に溢あふれ返っていたバケモノどもは、すでにいない。日向は生いけ贄にえに捧ささげるとか言っていたが。


　と、大兎はしゃがみこんだ日向を見る。


　日向はぶつぶつとなにか呪じゆ文もんのようなものを呟つぶやく。


　すると屋上に波は紋もんのように広がっていた魔ま法ほう陣じんが、急速に収縮し、日向の右みぎ腕うでに巻き付いていく。


　日向の腕は赤く染まる。


　真っ赤に染まる。


　それに大兎は、聞く。


「なにすんの？」


　すると日向が顔を上げ、


「さっき、言ったでしょう？」


　と笑みを浮かべる。


　それに大兎はさっきの言葉を思い出す。


　こいつはさっき、こう言った。





　──世界に向けて、無差別に呪のろいを放つ。





　と。


　そしてそれは、


「《教会》への牽けん制せいのためにすんのか？」


　大兎が聞くと、日向はうなずく。


「ええ……いえ、《教会》だけじゃなく、世界中の組織になめられないように、ですかね」


「なめられないように、か。ってか、おまえ一人で世界中が驚おどろくような呪いを使えちゃうのかよ？」


「まあ、できます。なにせこの呪い、悪魔や妖よう魔まだけじゃなく、僕の命も生け贄に捧げて発動してますし」


「はぁ？」


「ですが結局のところ、次の《ロンギヌス閃光》を止められなければそれも意味がないので、あなたはあなたで、さっきと同じ勢いで命を懸かけてください。僕が見た《預言》でも、ここは命の懸け時ですよ」
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　なんて、言ってくる。


　それに大兎は日向を見つめ、


「うーん」


　と、腕組みして空を見上げる。


　まだ、《ロンギヌス閃光》の姿は見えない。


　だが、見えないのに、空から放たれる圧あつ迫ぱく感かんがあって、


「って俺、さっきよくこんなの止めたな～」


　と、半笑いになる。


　おまけに空からはいま、二方向から《ロンギヌス閃光》が迫ってきているのがわかって。


「おまけに二発かよ」


　と、大兎は顔をしかめる。


　するとそこで、背後から日向が、


「よし、完成した……やるぞアイヴィィ。世界を呪のろう」


「イイデスわよ。これで主あるじのイノチの大半は……」


「ああ、おまえにやるよ」


「あは、アハハハ」


　なんて声が聞こえるが、もう、大兎は振り返らない。


　後ろにいる馬鹿も、ここを命を懸けて死守しようとしているのだ。ならもう、自分がやることも、決まっている。


「……ニャン吉」


　と、自分の中で、常に呪いの暴走を止めてくれている仲間に向かって、大兎は声をかける。


　すると胸からまた、猫ねこが顔だけを出してきて、こちらを見る。


「なんだに？」


「事情、聞いてた？」


「もう逃にげ出したいだに」


　と、ニャン吉が嫌いやそうに顔をしかめて言うので、大兎は笑う。


「付き合わせて悪ぃな」


「だからわしは、あれほど《預言》は読んじゃだめだにって言ったによ」


「言ったなぁ」


「未来なんて見ても、いいことないだに」


「うん」


「未来なんか見たら、余計な重荷を背負うだけだに」


「そうね」


「で、みんな狂くるうに。避さけられない絶望を見て、おかしくなるに」


「だろうなぁ」


　と、大兎は大きくうなずく。


　いまのこの状況だって、そうだ。さっき、止めるのにあれほど苦労した槍が、今度は二本も迫っているのだ。


　それはもう、逃げ出したいほどの絶望だった。


　はっきり言って、止められるはずがない。


　少なくとも正気を保ったまま、あの槍を止められるとは、思えない。


　あれを止めるためには、力を暴走させる必要がある。


　自分の中の、呪いを暴走させる必要がある。


　それも、さっきよりもずっと強く、深く。


　するとそこで、ニャン吉が言う。


「逃げるっていう手も……」


　が、それを遮って大兎は言う。


「ないよ」


「うう」


「だから、手伝ってくれ。俺はあの槍やりを止める」


「むううう」


　と、やはりニャン吉は嫌そうな、泣きそうな顔になって、


「力が暴走すると、わしの回りにウサギがわーわーでてきて、怖こわいんだに」


「知ってる」


「一いつ生しよう懸けん命めいそのウサギを呪って、呪って、呪って、でも際限なく増えていくんだに」


「ああ」


「で、たぶん次で、主は完全に人間じゃなくなるに」


「…………」


「わずかに残ってた最後の部分も、あんな暴走をもう一度したら、なくなるに」


「…………」


　それに、大兎は胸を見る。


　ニャン吉の顔を見る。


　するとニャン吉が言う。


「もう一回聞くに。逃げないにか？」


　そしてそれに、大兎は答える。ニャン吉を見つめて、


「俺にはこの学校に、守るものがいっぱいあんだよ」


　と、答える。


　そしてその、あまりに気き障ざな言葉に、自分で言って自分で笑い出しそうになるが、しかし、


「……むぅ～」


　ニャン吉は、笑わなかった。もう、仕方ないとばかりにため息をついて、それから胸の中に引っ込む。


　そして、声がする。


「そういうことを言う主は……けっこう好きだに」


「あ、そう？」


「でも……」


「ん？」


「次暴走したあと、そういうことを言う主の人格がどこまで残ってるかが、不安だに」


「…………」


　とそこまでで、ニャン吉は、黙だまってしまった。


　しかし体の中で、なにかの封ふう印いんが外れたのが、わかった。


　ニャン吉が、『黒ひつきようむ』を呪うのを、やめたのだ。


　途と端たん、体の中に呪いがめぐり始める。


　呪いを暴走させることによって一番最初に感じるのは、全能感だ。


　感覚が研とぎ澄すまされ、世界のすべてが見えるような気分になる。


　どんなことでも出来るような気がする。


　だがすぐに、それはどうでもよくなる。


　すべてを全のように感じ。


　その後、すべてを無のように感じる。


　無に帰せと。


　なにもかもを無に帰せと。


　有ることを否定する。


　無いことも否定する。


　無だ。


　无むだ。


　畢ひつ竟きよう無むだ。


　さあ、すべてを消せ。


　過去、現在、未来、すべての存在を──


「ギャ、ガ、ガガガ」


　存在を、消せ。


「アガヤギャヤヤヤヤギャ、アアアヤアアアアアアァアァァァァァァッァ」


　大兎は口から咆ほう哮こうを放つ。


　それは人の声ではなかった。


　獣けもののものでもなかった。


　なにか別の、奇き妙みようなものの声。


　周囲に時間が見える。


　周囲に《預言》が見える。


　過去と現在と未来を司つかさどっているものが見える。


　それを両手で斬きり裂さく。


　消し去る。


《預言》はすぐに再構築を始めるが、さらにそれを引き裂く。
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　すると新しいスクデュルが生まれて、再構築される。


　引き裂く。


　すると新しいスクデュルが生まれて、再構築される。


　それを繰くり返してる途と中ちゆうで、心の奥で声がする。


《もう、世話が焼けるなぁ。君がやることはそれじゃないだろ、クロガネタイト》


　それに大兎は、顔を上げる。


　いや、実際には顔は上がらない。もう、自分の体は、自分の意志では動かないのだ。


　ただ、彼は闇やみの中に浮うかんでいて。


　そしてその闇の向こうに、一いつ匹ぴきの兎が佇たたずんでいるのが見える。


　黒い兎。


　人型の、黒い兎。


　その兎が肩かたをすくめて、言った。


《なんか、思ったより会うのが早かったなぁ》


「おまえは……」


《僕は君さ》


「僕は……君？」


　朦もう朧ろうとする意識の中で、大兎はその、目の前の兎の言葉について、考える。


　すると兎が言ってくる。


《まあ、前に逢あったときは君は完全に暴走してたから、いまいち思い出せないかもしれないけどね》


「……暴走」


《いまはぁ、あ～、まあ、いまも暴走はしてるか。でもあのときよりも力の総量が小さいから、少しは僕の言葉が響ひびくんじゃないか？》


「……響く？」


《無理かな。無理なら無理で、いいけど》


　とそこで、兎が手をあげる。


　するとその手には猫がつかまれている。


　猫はぐったりしていて、動かない。


　死んでいるのか。


　眠ねむっているのか。


　それはわからないが。


「それ、は……」


　と、大兎は言う。


　それがひどく気になって、兎に聞く。


　すると兎は笑って答える。


《死んでるかを気にしてるなら、安心していいよ。殺してない。君が嫌いやがることは基本、僕はしないんだ》


「そうなの？」


《そうさ。当たり前だろ。僕は君、君は僕なんだから》


「そうか」


《で、君の理性が吹ふっ飛んじゃったから、ちょっとだけ助けにきた》


「理性が……」


《君がいまやることは、《預言》を斬ることじゃないだろう。それとは別に、やることがあったはずだ》


「やる、こと」


《槍をつかめ。そしたら僕が消してやる》


　刹せつ那な、体が動くのを感じた。


　でもそれは、闇の中に浮かんでいる、ここにある体じゃない。外の体だ。心の外側にある、器うつわが動いたのがわかった。


　するとそれに、兎が言う。


《おおー、すごい。すごい力だ。人間は、怖いよねぇ。こんなものを生み出しちゃう。でも……それでも僕らのほうが……》


　そこで兎の目が、つり上がる。


　口がにやりと開く。


　その口に数本、牙きばが生え出す。


《僕らのほうがより、狂くるった人間に作られてるンだよねぇ……》


　そのまま兎が、ぶるぶると体を震ふるわせる。なにかをこらえているかのように、全身を震わせる。


　するとそこで、兎の手に握にぎられていた猫ねこが、急にぱちっと目を開ける。小さな手を上げ、兎の手に触ふれ、言う。


　──そ、そ、そこまでに、するに……もう、これ以上、は、主あるじが耐たえられ……


《うるさいよ》


　──させな……


《ああ、やっぱりいいや。殺そうこいつ。邪じや魔まだ。もっともっと僕らは力を……》


　──やめるに。


《死ねよ、邪魔者。おまえの居場所は、ここじゃ……》


　が、そこで大兎は、言った。


「殺すなっ」


　と、叫さけんだ。


　するとそれに、黒い兎がこちらを見る。


　にやりと笑う。


《なんだ、やっぱり意識があるんじゃない》


「…………」


《大だい丈じよう夫ぶ。君がやりたくないことは、やらないよ》


「…………」


《だから聞こう。この猫を、君はどうしたい？　もうだいぶ混じったから、君からも新しい意見が出てくるだろう。いま、この猫は僕らが力を生みだすのを邪魔してる。でも、もっと力を出したほうがいいと思わないかな？》


「…………」


《もっともっと力を生み出して、すべてを壊こわしたほうがいいと思わないかな？》


「……思……」


　と、大兎は答えようとした。


　兎に答えようとした。


　猫がこちらをにらみ、なにかを叫ぼうとした。


　だが、そのすべては突とつ然ぜん、消える。


　なにもかもが消える。





　消えて。





　消えて。





　消えて。












　第三章　恋する理由







「……っ！」


　と、声がする。


　必死な声。


「大たい兎とっ！」


　泣きそうな、絶ぜつ叫きようするような女の子の声。


　それに大兎は、薄うすく目を開ける。


　頭が痛い。


　ひどく痛い。


　自分がいままでなにをしていたのか、いまいちわからない。


　ただ、誰だれかに抱だきつかれているようだった。


　華きや奢しやな、でもとても柔やわらかい体をした、誰かに。


　そしてそれが誰なのか、すぐにわかる。


　彼女の感かん触しよくを。


　彼女の匂においを、彼はよく知っているから。


　だから言う。


　目を開き、


「……ヒメア」


　するとやはり、目の前にはヒメアがいる。


　七色にきらめく薄桃ラベンダー色いろの長い髪かみに、涙なみだがたまった真しん紅くの瞳ひとみ。


　白い肌はだに、桃もも色いろの唇くちびる。


　その唇がもう、すぐそばにある。少し顔を動かせばキスできてしまいそうなほど、近くにある。


　それに大兎は、


「ちょ、ヒメ……」


　と言いかけた。


　だがそれに、ヒメアが言う。


「黙だまって」


　彼女はなぜか、少しだけ必死な顔でそう言う。そのまま彼女はさらに強く、体を抱きしめてくる。唇がさらに近づく。いや、大兎の頰ほおに触れてしまう。


「あの……」


「黙ってって言ってるの！」


　また、ヒメアが言う。


　いや、叫ぶ。


　怒おこっているように、叫ぶ。


　それに大兎は、言葉を止める。それからやっと、いま、なにが起きているのかを、確かく認にんしようとする。目を動かす。するといま、自分は校庭の中央あたりに寝ねているようだった。


　さらに自分の周りにはさらに、ヒメア以外の人間が何人もいるようで。


　そちらに目を向ける。


　というか、全員が知ってる顔だ。


　生徒会の、メンバー。


　月げつ光こうが大兎の首に凶剣スペル・エラーを突つき刺さしている。


　ハスガとセルジュが、大兎の右手と左手を地面に押さえつけている。


　さらにヒメアの向こう側では、日向ひなたと美み雷らいが足を押さえているようで。


　そして少し離はなれたところから、黒くろ守すが携けい帯たいで誰かと話しているような声がする。


　それに、


「……これは、いったい……」


　が、そこで月光に、


「おまえは槍やりを止めた。だがまた暴走した。暴れ回ってるのをいま、なんとか止めた。だが、力に呑のみ込まれてもう、おまえは人の姿を保っていない。治ち療りようしてやるから、動くな」


　なんて、言われる。


　それに大兎は月光のほうへ目を向け、


「……人の姿を保ってないって、ンな、まさか……」


　と、今度は横を向こうとする。自分の手を。おそらくはハスガに押さえつけられている、という感触がする、手のほうを見ようとして。


「動かないでっ！」


　と、ヒメアが泣きそうな声で言う。


　そのままさらに唇を押しつけてくる。その感触があまりに柔らかくて、その、なんというか、ちょっと困ったような気分になるが、しかし、あまりにその、ラブな展開とはほど遠い雰ふん囲い気きに、もう一度月光を見上げ、


「……あの、月光」


「なんだ？」


「俺、やばい感じなの？」


「ああ」


「動かないほうがいい？」


「そう言ってるだろうが」


「ってか、あー、じゃあ任せても大丈夫なのか？」


「問題ない。おまえは槍を止めた段階で、仕事は果たした。今度は俺が助けてやる」


「そか。そりゃ、頼たのもしいなぁ」


「だからおまえは、目を閉じてろ」


「うーん」


「槍は止まった。学校に結界は張った。だから安心して、寝ろ」


「んと、この状じよう況きようで……」


　寝れるかな、と、言おうとしたところで、


「私が寝かせてあげる」


　と、ヒメアが手を上げる。大兎の頭のあたりに触ふれる。


　その瞬しゆん間かん、急に意識が遠のき始め、











[image: ]








「あ、寝そう」


　するとヒメアがやはり、泣きそうな顔で、


「わ、私が……私が絶対、大兎を死なせないから」


　なんて言ってきて、やっと自分のおかれた状況のまずさがわかる。


　どうやら自分は、死にかけのようだった。


　十五分以内に七回殺されなければ死なないような体なのに、どういうわけか自分は死にかけのようで。


　もしかして、意識を失ってる間に俺、七回死んだのか？　と聞こうとして、しかしもう、口が開かない。


　眠ねむ気けがひどくて、どんどん、意識が暗くら闇やみの奥へと沈しずんでいってしまう。


　そしてその途と中ちゆうで、思い出す。


　さっきの月光の言葉を、思い出す。


　いま、自分は人の姿をしていないのだという。


　力が暴走して、それに呑み込まれて、人の姿をしていないのだという。


　それが本当だとするともう、自分が持っている情報の中から、いまどういう状況なのかを理解するのは、無理そうだった。


　なら。


　それなら。


「…………」


　みんなを信じて、寝るよ──と、心の中だけでそう呟つぶやいて、彼は眠ねむりに落ちた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　大兎が再び目を覚ますと、そこは病室だった。


　それもそこには、見覚えがある。


　白い天てん井じように、窓のない部屋。


　おそらくここは、宮みや阪さか高校の地下にある、《軍》の治療施し設せつだ。


《預言》を見て、倒たおれてしまった泉いずみが入れられた場所。


　その、病室のベッドに大兎は寝かされていて、


「……んっ」


　と、大兎は体を起こそうとする。


　しかし、なにかが上にのしかかってきていて起き上がれないことに気づく。


　掛かけ布ぶ団とんの下で、誰かが自分にしがみついているようで。


「……って、誰がいんのかはもう、丸わかりだけどねぇ」


　と、苦く笑しようしながら、大兎は布団をめくる。するとやはり、ヒメアが抱きついてきている。目元には涙のあとがあり、ぎゅっと抱きついたまま、眠っている。


　それを大兎は見つめ、


「……あーまた、泣かしちゃったなぁ」


　なんて言って、手を上げる。ヒメアの頭をなでようと、手を上げる。


　そしてその、自分の手を見て、思う。


　肌色で、指が五本ある。


　人間の手に、見える。


　それを見つめ、


「……一応、形は人だよな」


　と、その手を握にぎったり開いたりする。そのまま自分の頰に触れる。


　鼻や、まぶたや、口に触れる。


　やはり前と変わらない形をしているように、思える。


　だが、さっき月光は、こう言っていた。


『おまえは暴走して、人の姿を保ってない』


　つまり、治療されたのだ。


　人の姿に戻もどれるように、ヒメアや月光たちが、頑がん張ばってくれたのだ。


　それにもう一度、自分の手を見る。


　見た目だけはまだ、ぎりぎり人間の姿を保っている、自分の体を確認する。


「でも、中身は……」


　と、言いかけたところで突とつ然ぜん、


「うー」


　という声が、自分の胸のあたりから上がる。ヒメアの声だ。彼女はかわいらしい声で、


「うー」


　と、言う。


　それに大兎は、ヒメアのほうを再び見る。目を閉じて、ぴったりと抱だきついている彼女を見下ろして、


「起きたの？」


　と、聞く。


　すると彼女は抱きついたまま、言う。


「起きてたの」


「あれ、そなの？」


「うん。で、大兎が目を覚ましたから、大兎好きー[image: ]　って叫さけぼうと思ったけど、大兎が私の頭を撫なでてくれようとしたから、いまは撫でられ待ちしてます」


　なんてことを、ヒメアが言ってくる。


　頭を少しだけアピールするように、少しだけ強く胸に押しつけてくる。


　そして言う。


「まだかなー」


「…………」


「早く撫でられたいなー」


「えーと、なんかそういうふうに言われると、恥はずかしくて撫でにくいんだけど」


　という言葉を無視して、再びヒメアが、


「まだかな──────────」


　と、言う。


　そしてそれに、大兎は宙に浮ういたままにしていた自分の手を見る。ぎりぎり人の形をしている自分の手を見つめ、それをヒメアの頭に載のせる。彼女の髪かみは柔やわらかい。彼女の体温が少しだけ伝わってきて、胸の奥がどきどきする。


　ヒメアが言う。


「好きぃ！」


　それに大兎は答える。


「ああ、俺も好きだよ」


「えええええええ!?」


　彼女はそれに、驚おどろいたように顔を上げる。


　頰ほおを真っ赤に染める。


　それを大兎は見つめる。


　姿、形、反応、すべてがかわいらしいヒメアを見つめる。


　胸の奥ではやはり、その彼女のかわいらしさに、反応する部分がある。愛いとおしいと感じる部分。いや、それだけじゃなく、征せい服ふくしたいとか、めちゃくちゃに台無しにしたいとか、それでいて大切にしたいとか、いろいろな、恋こいとか愛とかいうような感情を、自分が持っているのが、わかる。


　しかしそれと同時に、


「…………」


　どこか、自分を遠くから眺ながめているような意識の存在にも、気づく。


　それはいままで感じたことがなかったものだ。


　遠くから自分を見つめ、制せい御ぎよしようとしているような、そんな感情。


　冷たく、暗く、覚めた感覚。


　ヒメアはやはり、顔を真っ赤にしたまま、


「あ、あの、大兎からそんなふうに言ってくれるなん……」


　が、そこで大兎はさらに彼女の髪を撫でていた手で、彼女の頰に触れる。


「あ……」


　と、彼女の言葉が止まる。


　それに大兎は微笑ほほえんで、言う。


「助けてくれて、ありがとう」


　するとヒメアがこちらを見つめ、それから目をうるませて、


「わ、私……」


　しかしそこで彼女は言葉を失い、また抱きついてくる。ぎゅっと抱きついてくる。


　そして、


「心配したんだから！」


　と、震ふるえる声で言う。


　それに大兎は、うなずく。


「わかるよ」


「無茶して」


「仕方なかったんだ」


「今度大兎にあんなことさせたら、月光殺す」


「あはは。ほんとだよなぁ。まあ、あいつはあいつですげぇ頑張ってっけど」


　と笑いながら、大兎は胸に抱きつくヒメアから、顔を上げる。そして再びいまの状じよう況きようを確かく認にんする。


　狭せまい病室。


　いるのはヒメアと自分の、二人だけ。


　だが、いまの状況は、ベッドの上で女の子と二人っきりだよーなんてはしゃいでいられるようなものじゃなかった。


　一秒でも無む駄だにしたら、終わる。


　一手遅おくれただけで、すべてが無駄になる。


　そんな、状況。


　普ふ段だんの自分なら、それにも慌あわてふためいてしまう感情がわき起こりそうなのだが、


「…………」


　やはり、自分の心は波風がたたない。


　大変、という事実に慌てる心と、それを遠くから見つめるような思考がいったりきたりして。


「……ふむ」


　と、彼は小さく呟く。それからヒメアを撫でている手とは反対の手で、自分の胸に触ふれる。そして中にいる仲間に心の中で声をかける。


（……生きてるか？）


　するとそれに、頭の中に声が返ってくる。


　ニャン吉きちの声。


（主あるじはわしを、殺す気か！　と、言いたいに）


（お、生きてんじゃん）


（何度も死にかけたに）


（ごめん）


（あの兎うさぎの奴やつ、全然手加減してくれないに）


（はは）


（それにわしはなんとか生き残ったにが、主の中はもう、メチャクチャに……）


（知ってる）


（…………）


（知ってる）


　と、大兎はもう一度言った。


　するとニャン吉は、黙だまる。


　しかし今度はヒメアが顔を上げて、こちらを見る。涙なみだに濡ぬれたままの、瞳ひとみ。愛おしげにこちらを見つめる、真しん紅くの瞳。


　その、ヒメアが言ってくる。


「大兎」


「ん？」


「私、いまの会話聞こえてるんだよ」


「え？」


　と、それに大兎は、少しだけ慌てる。いまの会話を聞かれてしまったら、ヒメアはきっと余計な心配をするはずで。


　だから、


「あー、その、なんだろ……」


　と、なんとかごまかそうとするが、しかしヒメアはこちらを見つめ、微笑んだまま、


「大兎が人間じゃなくても、好きだからね」


　なんて、言う。


「大兎がどんなに壊こわれても、ずっとそばにいるからね」


　なんて、言う。


　彼女はなぜか、ちょっとだけ嬉うれしそうで。安心しているような顔で。


　それに大兎は、聞く。


「ってか、ヒメア嬉しそうじゃない？」


「え？」


「俺が人間じゃなくなったほうが、嬉しいの？」


　と、大兎が聞くと、それにヒメアはちょっと、イタズラがバレた子供のように小さな舌を出して、


「あ、あの、だって、大兎が人間じゃなくなれば……もう誰だれにも、大兎を取られなくてすむから」


　なんて、言う。


　言ってから彼女は、上うわ目め遣づかいにこちらを見て、


「……あ、あ、でもあの、大兎が人間でいたかったのにって、嫌いやな気分になってたなら……その、ごめんなさい……」


　などと、謝ってくる。


　しかし彼女が謝る理由がわからない。


　というかそもそも彼女自体が人間ではないので、なにに遠えん慮りよしていて、なにに気遣っているのかが、人間のころに手に入れた物事を理解するための物差しでは、理解しきれない。


　ただ、彼女がこちらに、好きだと伝えてきているのだけは、わかる。ずっと一いつ緒しよにいたいと言ってくれているのは、わかっている。


　彼女はいつもその気持ちだけには素す直なおで。


　真っ直すぐで。


　その、彼女の気持ちに、大兎は、


「…………」


　少しだけ、疑問に思う。


　なぜ、彼女はこんなにも自分を、好きでいてくれるのだろう？　と。


　なぜ、彼女は自分を選んだのだろう、と。


　彼女はそもそも、人間が嫌きらいだったはずなのだ。


　なのになぜ、自分を選んだのか？


　もちろん、恋や愛に、理由はないと言われてしまえばそれまでなのだが、しかし、それにしたって自分が選ばれた経けい緯いには、少しくらいは理由があるはずだった。


　そしてそれに大兎は、「それも《預言》を読めば、書いてあるのかな……？」なんて、思う。


　それから大兎は目を、ヒメアから別のほうへと向ける。病室の中にある、空間へと目を向ける。


　瞳に力を入れると、それだけもう、見えるようになってしまっている。


《預言》が。


　空間を埋うめ尽つくしている、文字が。


　模様が。


　未来が。


　過去が。


　そこにはきっと、サイトヒメアが鉄くろがね大兎を好きになった──その、きっかけや理由も、書いてあるはずで。


　大兎は《預言》を眺める。


　世界を埋め尽くしている《預言》を見つめる。


　するとそこで突とつ然ぜん、ずきんっと頭の奥が痛くなったような、気がした。《預言》を読まずに、ぼんやりと表層を眺めていたら急に頭が痛くなり、それからこんな言葉が、再生されてしまう。





《大兎……過去を見るの。未来じゃなく、過去を。あとは、私の分身を……《源書の光サイトヒメア》のことを、よ……ろし…………》





　それはどこかで聞いたことがある、声だった。


　女の子の声。


　優やさしげな女の子の声が、明確な記き憶おくとして頭の中で再現されて。


「……なんだ、いまの」


　と、彼は小さく呟つぶやく。


　その、女の子の声に聞き覚えがあるのだが、しかし、その女の子が誰なのかは、まるでわからなかった。誰かにいまの言葉を言われたことがあるはずなのだが、それが誰に言われたのかを、思い出せない。


　ただ、その声はこう言っていた。


　──過去を見ろ。


　と。


　──未来のことじゃなく、過去を見ろ。


　と。


　そしてそれが、ひどく大切なことのように響ひびく。


　とても重要なことのように、感じられる。


　それがなぜかはわからない。


　わからないが、


「……過去」


　と、大兎は呟く。


　するとヒメアが顔を上げて、


「過去？」


　と聞いてくるので、それに大兎は笑って、言う。


「ねぇヒメア」


「ん？」


「ヒメアって、すごい長く生きてるんだよね？」


「うん」


「それってどれくらいかな」


「んー？」


　と、彼女は首をかしげる。それからほんの少しだけ考えるような顔になって、


「忘れちゃった」


「噓うそばっかり」


「大兎に出で逢あうまでの時間に、意味なんてないもん」


「とかなんとか言って、ほんとは元彼とか……」


「いませーん」


　と、ヒメアが言う。


　それから楽しげに笑って、


「あ、あ、でもいるって言ったほうが嫉しつ妬としてくれるなら、いるって言ってもいいよ？」


「え、嫉妬？」


「うんうん」


「嫉妬か。あー、嫉妬は、するかもなぁ」


「あ、じゃあいたよー！」


「えー」


「うそだけどでもいたよー！」


「どっちよ」


「あはは」


　と、彼女は笑う。


　楽しそうに笑う。


　そのまままた、抱だきついてきて。


「いないよ。大兎だけ。大兎に逢うまでは、ずーっとひとりぼっちだったもん」


「……ほんと？」


「うん。《預言》見ても、いいよ」


　と、彼女は言う。


　嬉しそうに抱きついたまま、そう言う。


　それに、ああ、と、大兎は思う。《預言》には、そういう使い方もあるのだ。なんか、あとちょっとで世界が滅めつ亡ぼうするー、なんて、でっかい話ばっかりに頭がいっぱいになって思いつかなかったけど。


　たとえば彼女が浮うわ気きしてたんじゃないかーと心配になったら、そのときの彼女の《預言》を読めば、全部がわかってしまうわけで。


「なんか、《預言》ってほんと、人生がつまんなくなるなぁ」


　と、大兎が言うと、ヒメアは笑う。


「あ、ほんとに嫉妬したかったの？」


「いや、そうじゃないけど」


「《預言》……《預言》か……私はほとんど読んだことないんだけど……」


　という言葉に、大兎は聞く。


「でも、読めるんだよね？」


「うん」


「読みたくなったときって、ないの？」


　という問いかけに、ヒメアはあっさり答える。


「あるよ」


「あるんだ」


「そりゃ、あるよー」


「どんなとき？」


　するとそれに、ヒメアはこちらを見て、それからなぜか急に、にへらっと笑って、


「んと、あの、初めて大兎が好きって言ってくれたときのことを、もう一回見たいなーって思ったときとかね」


「ってそんな使い方か～」


「あとあと、大兎がぎゅーってしてくれたときのことを見たいなーって思ったり」


　それに大兎は、聞く。


「でも、見なかったの？」


　するとそれに、ヒメアは当然とばかりに言う。


「見ないよ」


「なんで？」


「だって、一度《預言》なんか見たら、未来も見たくなっちゃうし」


「未来、見るのはまずい？」


「だめだと思う」


「それはやっぱ、世界がどうせ滅亡するってわかったら、生きる意味を見失うから？」


　と、聞く。


　しかし彼女はそれに、なにそれ、というような顔でこちらを見て、


「世界がどうなろうが、私は気にならないよ」


「そうなの？」


「他ほかの奴やつらのことなんて、気にならない」


「ふむ。じゃあ、なんで未来を見ないの？」


　と、聞く。


　するとそれに、ヒメアはこちらを見つめ、


「大兎が……」


　と、言う。


「大兎が私を嫌いになってる未来とか……」


　なんて、言う。


「迎むかえに、きてくれなかったら……とか、見えちゃったら、それで私は、終わっちゃうから……」


　と、言った。


　迎えにきてくれなかったら──


　それはきっと、あの、離はなればなれになっていた、九年間のことを言っているのだろう。


　彼女はあのときも、《預言》のことについて知っていたのだ。それを見れば、いつ、自分が封ふう印いんから解放されるかわかるはずなのに、見ないで、我が慢まんしていたのだ。


　もしも見て、大兎が助けにこない、なんて未来が見えたらもう、頑がん張ばれなくなるから。


　そして確かにそれは、頑張れなくなるかもしれない。見たくない、と、思うかもしれない。未来への期待がすべて奪うばわれて、絶望しかないとわかってしまったら、もう、それ以上は動けなくなってしまうかもしれない。


　少なくとも黒守や日向は、そうなってしまったのだという。


《預言》を読んだほとんどの者は、そうなってしまうのだという。


　そしてそれに、大兎は自分に抱きついてきているヒメアを見つめ、


「ってか、ヒメアが見たいの、俺のことばっかりじゃん」


　と突つっ込むと、ヒメアは嬉うれしそうに笑って、言う。


「だって大好きだもん[image: ]」


「だもんって言われてもなぁ」


「大兎も私のことばっかり見たがってよー」


「見ていいの？」


　と、大兎は聞く。


　するとそれに、彼女はまた、少し驚おどろいたように目を開き、こちらを見つめ、


「んと、あの、どういうところが見たいのかな……あのあの、見て、嫌きらいにならないならあの、見てもいいけど、あの……」


　とか、見てよと言ったわりには、急におどおどした態度になる。


　それに大兎は笑う。


　そしてそれから、聞く。


「でも一つ、見たいことはあるよ」


「……なに？」


「ヒメアが、俺を好きになった瞬しゆん間かんの顔を、見たい」


　と、大兎は言った。


　それにヒメアはこちらを見つめ、


「好きになった、瞬間？」


「うん。最初に好きになったのって、いつなんだろ？」


　それに彼女は、


「それは……」


　と説明しようとして、しかしそこで、少しだけ戸と惑まどうような顔になる。そしてそれは、答えにくい、というような感じではなく、まるで、好きになったときの記き憶おくがないような、そんな表情で。


　それに大兎は、言う。


「もしかしてヒメアも、覚えてない？」


「ううん。大兎のことは全部覚えてる……」


「じゃあ、いつかわかる？」


「んーと、えーと」


　と、彼女はやはり、考え込むような顔になる。そしてしばらく考え込んでから、


「なんでだろ……記憶が、あいまいになってる」


　と、彼女は言う。


　そしてそれは、噓を言っているような雰ふん囲い気きでは、なかった。


　その、彼女の顔を見る。


　どうして好きになったのかは覚えてないけれど、でも、とにかく好き、という気持ちを向けてくれている、彼女の顔を見つめ、また、さっきの言葉を思い出す。





　──過去を見るの。未来じゃなく、過去を。





　誰だれのものかわからない、その言葉を思い出す。


　だがそれを、


「…………」


　ヒメアには言わない。


《預言》を見たがっていない彼女には、伝える必要がないことだから。だから、彼はあとで、過去へと目を向けてみようと思う。


　それも、彼女の過去に。


　いや、自分の過去と言ってもいいかもしれない。


　自分と、ヒメアが、初めて出会ったときのこと。


　ヒメアが自分に、好意を持ってくれたときのこと。


「…………」


　いったいなぜ、ヒメアが自分を選んだのか、その原因についての過去を──あとで見て見ようと、そう思う。


　だがいまは、


「起きるか」


　と、大兎は言った。


　するとヒメアがまた、抱だきついてきて、


「もうちょっと」


「だめー」


「あと一分」


「じゃあ、抱きついたままでいいから、起き上がろう」


　と、大兎は体を起こす。さらにヒメアをお姫ひめ様だっこのように抱かかえ、


「よっ」


　と、ベッドから降りる。


「わわっ」


　と、ヒメアは驚いたような声を上げ、それからまた、胸に抱きついてくる。


　それに大兎は苦く笑しようして、


「あ、降りないんだ」


「抱きついたままでいいって言ったもん[image: ]」


「いや、言ったけどさぁ……ってか、こんな状態を見られたら、月光とかにまたぶつぶつ言われそうじゃない？」


「月光なんてどうでもいい」


「まあ、いいけど……ってか、月光たちどこにいるか……」


「知らない」


「もぉ」


　そう言ってから、とりあえず病室を出る。外には《軍》の研究者たちが何人かいる。そして全員が忙いそがしそうに走り回っている。当然だろう。もう、二十二日後には世界が崩ほう壊かいして……


　崩壊……


「って、ヒメア」


「ん？」


「俺、どれくらい意識失ってた？」


　それに彼女は、答える。


「三日」


「おっと。思ってたより寝ねてたな……じゃあもうあと、十九日しかないのかよ」


　と、そう言いかけて、それから急に別のタイムリミットについて、思い出す。


　それはテンペロン・クローリーが総攻こう撃げきをしてくる予定の日のことだ。


　確か、前に生徒会室で会議したときに、泉がテンペロン・クローリーが、九日後にきちゃうんだよー！　とか言っていたはずで。


　で、それから五日経たったところで、大兎は暴走して意識を失ったはずで。


　で、さらにそこから三日経っているのだという。


　つまり、あの会議からもう、八日経っているのだという。


　ということはどういうことかというと、


「明日あした、テンペロン・クローリーがくるんじゃないの？」


　と、大兎はだっこしているヒメアのほうに言う。


　するとそれに、ヒメアが、


「興味な……」


「そこは興味あってもいいでしょ」


　と、大兎は突っ込んで笑う。


　本当に彼女はそれに興味がなさそうで、おかしくなる。それからポケットを探さぐる。いつもならそこに、携けい帯たいが入っているはずなのだが。


「あれ、ないや」


　と、言う。


　するとヒメアがこちらを見て、言う。


「携帯？」


「あ、よくわかったね」


「大兎のこと好きだから[image: ]」


「ほっほー」


　と、軽く流して、大兎は聞く。


「どこにあるか、ヒメア知ってる？」


　すると彼女が教えてくれる。


「んと、《軍》の人間どもが、治ち療りようの邪じや魔まになるからって」


「取り出した？」


「うん」


「どこにあるんだろ」


「月光が持っていったけど……」


「あ～いつ、なに人の携帯勝手に持っていってんだよ」


　と、大兎は顔をしかめる。それから携帯の中に、なにか見られてまずいものがなかったかという思いが一瞬頭をめぐる。


　ブックマークの中に、ちょっとだけいかがわしいサイトがあったような気がするようなするようなするようなってするのかよってね。まあ、そんなことを考えている場合でもないのだが。


　とそこで、


「携帯使うなら、私の使う？」


　と、彼女がスカートのポケットから、月光から支給されている生徒会用の携帯を渡わたしてくる。


「あ～、いや、そうだな。うん。借りていい？」


「いいよ」


「じゃ、借ります」


　と、携帯をもらう。それからアドレス帳を探す。ヒメアの携帯には、月光があらかじめ登録したと思われる、生徒会の面々の番号しか入っていない。その中の、紅くれない月光の名前を押す。


　すると何回かコールが鳴るが、月光が出なくて。


「あれ、あいつ出ねぇや……」


　と言いかけたところで、


『俺だ』


「あ、月光？　俺、いま目が覚め……」


『取り込み中だ。連れん絡らくするまで、生徒会室待機』


「あ？　ちょっ……」


　が、そこで通話は、切れた。プープーと切れたことをあらわす音が鳴る。


　それに大兎は携帯を見つめ、それからヒメアを見て、


「あいつ、いっつも取り込み中だよな」


　と、肩かたをすくめた。












　第四章　魔女の王







　場所は少し、移る。


　そこは学校ではない。


　月げつ光こうの、自宅だ。


　部屋に取りに帰る必要がある書類があって、月光は一度、《道み程ち》を開いて自宅に帰っていた。


　生徒会室からの《道み程ち》は直接自室ではなく、まずキッチンへと開いた。喉のどが渇かわいたからだ。


　そのまま彼は、自宅のキッチンに入る。


　キッチンは、暗い。


　いや、この家全体が暗い。


　なにせもう、三日ここには帰ってきていないのだ。電気はすべて消してある。


　時刻はもう、夜七時を回っている。空は曇くもっていたから、今日は月明かりもない。


　だから手探りでスイッチを探さなければならないほどに、家の中は暗くて、


「……廊ろう下かの電気くらいは、つけておけばよかったな」


　なんて言いながら、彼は手を伸のばして、電気のスイッチを入れる。すると家の中が明るくなる。彼はそのまま冷蔵庫の扉とびらを開く。コーラを取り出す。開ける。飲む。


　すると炭酸が喉を通り、


「……はぁ」


　少しだけ爽そう快かい感かんがある。


　だがそれも一いつ瞬しゆんだけだ。コーラを飲むときはいつも思うが、最初の一口が一番美お味いしい。二口目からはその味がぐっと落ちるように感じる。


　その理由がなぜなのかはわからないが、


「…………」


　まあ、だからといって、それについて真しん剣けんに考えようと思わない。そうじゃなくても今日は──いや、ここのところずっと忙しくて、疲つかれ果てているのだ。


　泉いずみが倒たおれ。


　それでもそれを心配している暇ひまなく必死に学校に結界を張り。


　結界作成に成功したと思ったら馬ば鹿か大たい兎とが暴走して意識を失い。


　しかしそれでも立ち止まる暇なく、今度は世界中との情報戦をしていたら、あっという間に八日経たってしまった。


　もう、明日にはテンペロン・クローリーが攻せめてくる日になってしまっている。


　それに月光は、


「……ああくそ、疲れたな」


　コーラをもう一口飲む。やはり一口目ほどの感動は、ない。


　コーラをキッチンテーブルに置く。流しのところに腰こしをあてて、少しだけ休む。いや、頭を整理して、いまの状じよう況きようを確かく認にんしていく。


　とりあえずこの三日で行った情報戦は、比ひ較かく的てきうまくいっているはずだった。


　黒くろ守すと日向ひなたの頑がん張ばりによって、世界中の魔ま術じゆつ結社への攻撃も行われ、《軍》がついにすべての魔術組織を潰つぶそうと、世界戦争を起こそうとしている、なんてデマまで流すことに成功していた。


　さらに《教会》へは、現在《軍》はテンペロン・クローリーと交戦中で、協力してくれたらテンペロン・クローリーが持つ縄なわ張ばりを半分持っていっていい、なんて提案を持ちかけることにも、成功した。


　現在《教会》からの返答待ちの状態だが、しかし、別に《教会》がそれを受け入れようが受け入れまいが、そんなことはどうでもよかった。


　いまの《軍》の状態を《教会》が少しでも誤解してくれたのならば、それで十分だ。


　さらにテンペロン・クローリーも、今回のことでかなりの損害を受けたはずだった。


　すでに崩ほう壊かい状態の《軍》とは違ちがい、テンペロン・クローリーの組織は、世界中に広がっている。


　そしてそのすべてが、三日前の《軍》と同じように、世界中の組織から攻撃を受けたはずなのだ。


　さらに《教会》が、《ロンギヌス閃せん光こう》をテンペロン・クローリーの本ほん拠きよ地ちであるドイツに撃うち込んだ、という情報も入ってきている。


　つまり、この八日間で、圧あつ倒とう的てきな強さを誇ほこるテンペロン・クローリーに睨にらまれてしまってどうにもできない宮みや阪さか高校──という構図からは、だいぶ外はずれることができたはずだった。


　テンペロン・クローリーも世界中から受けた誤解を解き、さらに、《軍》に睨みをきかせながら、《教会》にも対応しなければならない、という状況におかれたはずで。


　そしてその、ほんの少しだけ有利な状況を手に入れたところで、月光たちはテンペロン・クローリーへ、書簡を送っていた。


　書簡の内容をざっと説明すると、こうだ。





　おまえらの持っている、《軍》は崩壊しているのでは？　という情報は、デマだ。


《軍》は現在も稼か働どう中であり、《ロンギヌス閃光》すら防ぐことができる。《教会》への報復攻こう撃げきについてもすでに検討されている。


　しかしいまは、しない。


　なぜなら我らの組織はいま──いや、この世界のすべてはいま、危急の事態にさらされており、他組織と争っている暇がないからだ。


　その危急の事態とは、《預言》についてだ。


《軍》が解読した最も新しい《預言》のスクデュルによると、すべての理ことわりの滅めつ亡ぼうが二十日後まで短縮されてしまっていることが判明した。


　そして現在《軍》はそれに必死に対処しようとしており、そのせいで《軍》の力が弱っているように見えたかもしれない。


　が、おまえらテンペロン・クローリーとこれ以上争っている暇はない。


　もしもこれ以上争いを続けようとするならば、おまえらを皆みな殺ごろしにしてから《預言》への対処を続けることになる。


　もしも潰されたくなければ、攻撃をやめて、協力しろ。どちらにせよ、世界は二十日後には崩壊する。


　だがこれ以上争うつもりなら、おまえらの世界は、明後日あさつてには終わる。


　それでもいいなら、争いを続けろ。


　嫌いやなら、和平の使者を寄こせ。





　と、そんな内容の書簡を送った。書いたのは黒守なので口調や文面はだいぶ違うが、まあ、そんなような内容だった。


　送ったのは昨日。


　しかし、返事はこない。


「まあ、期待もしてなかったが」


　と、彼は一人笑う。


　だが結局、この数日でできたことは、敵からの攻撃を防ぐこと。


　敵の目をくらますこと。


　それ、だけだった。


　肝かん心じんの《預言》に対たい抗こうする手段を探さぐる、なんてことにはまるで着手できないまま、あっさり八日もの時間を失ってしまって。


「……これは本当に、馬鹿大兎の案を採用する必要があるかもな」


　なんて、月光は言う。


　大兎の案というのは、テンペロン・クローリーが襲おそってくるまでは宮阪高校に止とどまり頑張るだけ頑張って、そして《預言》に対抗する手段を探っているうちに知らぬ間に《軍》や自分たちの力が強化されて、テンペロン・クローリーを追い返せるだけの力がつくんじゃないか、などという楽観的な案だ。


　そしてもしもだめだったら、《聖地》を使って逃にげればいい、という案。


　だが結論からいえば、ここに止まっていると世界中の攻撃にさらされてしまって、《預言》に対処するどころの騒さわぎではないような状態に追い込まれてしまっていた。


　もちろん、いいことがまったくなかったわけでもないが。


　たとえば《教会》が出てきて、しかしその攻撃を防ぎ切れたことは、世界中の組織に対して、《軍》がいまだ影えい響きよう力を持って存在している、ということの証明になった。


　いまなら《預言》についての声明を出せば、いくつかの組織は信じてくれるかもしれない。それどころか、《教会》だって耳くらいは傾かたむけてくれる可能性は、ある。


　だが、いまさらそれを伝えてどうする？　という考えもある。


「……《軍》がどうにもできなかった問題を、二番、三番手にどうにかしろっていうのもな」


　なにより、運命を他人に任せる、という発想が癇かんに障さわる。それでいまの状況が好転するとは、とても思えない。


　となるともう、ここで踏ふみとどまる意味がないようにも、思えた。とにかく、ここにいると他組織からの干かん渉しようを受けずにいることが、できないのだ。


　なにせここが《軍》の本拠地だとバレていて、そして《軍》がいま、弱体化しているかもしれない、という情報が流れてしまっているのだから。


　だから、


「……移動するか？」


　と、彼は呟つぶやく。


　だが、移動してもできることは同じなんじゃないか？　とか、あらゆる世界や、異次元へと《道み程ち》を繫つなぐことができる《聖地》を捨てて、《預言》に対抗することができるか？


　というような考えが頭をめぐる。


　だが、なにをどうしたところでいまは《預言》に対抗する方法など思いついていないわけで。


　それどころか明日。


　テンペロン・クローリーからの総攻撃があれば、それを防ぐ方法も考えついていなくて。


「……ああ、まったく」


　彼はうんざりした気分でとりあえずもう一口、コーラを飲む。炭酸が抜ぬけ始めてしまっていて、甘ったるい。それに彼は一瞬顔をしかめてから、首を振ふる。


　そして考え込んだり、悩なやんだりするのは意味がない、と、自分に言い聞かせる。


　そうじゃなくても、なにをどうすれば問題が解決するのか、誰だれにもわからないのだ。


　あの、日向すら答えを見つけられずに、おかしくなってしまうような問題なのだ。


　それをちょっと悩んだくらいで解決できるとは、彼は思っていなかった。


　だから、


「……よし。とりあえず書類を持って、学校に戻もどるか」


　と、呟く。


　コーラを一気にぐいっと飲み干し、ゴミ箱に捨てる。キッチンを出る。階段をのぼり、二階の自室へといこうとする。


　するとその途と中ちゆうで、ポケットの中の携けい帯たいが震ふるえる。


「ん」


　携帯に手を伸のばし、取り出す。


　画面には鉄くろがね大兎の文字。


　それに月光は笑みを浮うかべ、


「あいつ、目を覚ましたか」


　と、呟く。


　大兎が目を覚ましたことは、朗報だった。あいつの中にある力は、かなり深くまで《預言》を読めるようで、今後《預言》に対抗していくためには絶対に必要な力だった。


　なにより、《軍》を崩壊させたのは、あいつなのだ。なら、あいつには責任を取ってもらう必要がある。


「といって、《軍》を潰すようにけしかけたのは、俺だが……」


　と、彼は薄うすく笑う。そのまま階段をのぼりながら、携帯に出る。


「俺だ」


　そのまま、自室の扉とびらを開く。


　すると部屋の中が、明るい。


　すべての部屋の電気を消してきていたはずなのに、月光の部屋の電気はついていて。


　さらに部屋の中に、一人の少女がいる。


　見覚えのある、少女。


　銀色の長い髪かみに、気の強そうな瞳ひとみ。テンペロン・クローリーの制服を着込み、日本刀を腰こしにさしている──という、妙みようにアンバランスな格好をした、少女。


　そしてそいつの名前を、月光は知っている。


　リーネ・アルトマンだ。


　二年前、月光が凶剣スペル・エラーを超こえる武具を探すために世界中を回っていたときに遭そう遇ぐうした、テンペロン・クローリーに所属している魔ま女じよだ。


　その魔女が、こちらを見るなりにやりと笑う。腰の刀に手をかける。


　それに月光も反応する。


　右手で凶剣スペル・エラーを引き抜き、放つ。


　リーネの日本刀と、月光の凶剣スペル・エラーがあたり、ギィンっと甲かん高だかい音が響ひびく。リーネは両りよう腕うでと、全身の体重を刀に乗せてきているので、片手で対応した月光は、少しだけ押し負ける。


「くっ」


　と、うめく。


　それと同時に、携帯の向こう側では、


『あ、月光？　俺、いま目が覚め……』


　などと、馬ば鹿かがおはようコールなどをしてこようとして、月光は顔をしかめる。そのまま大兎の言葉を遮さえぎって、


「取り込み中だ。連れん絡らくするまで、生徒会室待機」


『あ？　ちょっ……』


　が、そこで通話を、切った。


　というよりも、そんなことをしてられる状じよう況きようじゃ、なかった。携帯をポケットに戻そうとして、しかし、リーネが二ノ太た刀ちを放ってきたので、それができない。


　なので月光は、自分がいまのぼってきた階段の下へと、携帯を投げる。いま携帯をこいつに奪うばわれるわけにはいかないのだ。携帯の中には、プロテクトがかかっているとはいえ、重要な情報がいくつも入っている。テンペロン・クローリーなら、その内容をあっさり解読するだろう。だから、階段の下に、捨てる。


　そのまま左腕を跳はね下ろし、右手に持った剣けんを振るうための反動に使う。凶剣スペル・エラーがリーネの刀にぶつかる。


　今度は、押し負けない。


　月光は全体重をかけて、リーネの剣をたたき伏ふせる。笑えみを浮かべる。


「おまえの負けだ、銀ぎん髪ぱつ女」


　が、それにリーネは笑い、


「負けるのは、あんたよ。Verbrennun燃えて!!」


　と、リーネは叫さけぶ。


　ドイツ語だ。


　刹せつ那な、刀からぶわっと青白い炎ほのおが放たれようとするが、


「祓はらえ凶剣スペル・エラー」


　月光も剣に命じる。凶剣スペル・エラーが一瞬黒くきらめき、その炎を消し飛ばしてまう。


　しかしさらに彼は止まらない。


「呪のろえ凶剣スペル・エラー」


　と、呟く。


　すると剣から生まれた黒い呪いが、リーネの刀へと移ろうとして。


「わわっ」


　しかし彼女は、すぐにそれに反応する。剣を引き、一歩下がる。月光の部屋の中に戻る。


　それに月光は、ますます不ふ機き嫌げんそうな顔になる。


「ちぃ、反応がいいな」


　思ってたよりも、力が拮きつ抗こうしている。そしてそれでは、まずいのだ。


　いま、月光たちとテンペロン・クローリーは戦争状態であり、当然ここにきているのはこの、リーネとかいう魔女だけじゃないはずで。


「俺は、馬鹿か……待ち伏ぶせされた」


　いま、宮阪高校には強力な結界を張っている。それは《教会》でもなかなか手を出せないくらいの強大な結界だった。


　当然、テンペロン・クローリーにとってもそれは鬱うつ陶とうしい問題のはずで。


　月光はうめくように言う。


　それから体勢を整える。一度攻こう撃げきしようとしてくるリーネに向かって、剣を放つ構えをする。


　するとリーネは、


「むっ」


　と、攻撃の手を止める。月光の攻撃を受ける構えになる。その動きが速く、なめらかで──


「くそ、二年前に会ったときとは、段だん違ちがいの面めん倒どうさだな」


　と、言う。


　するとなぜかリーネは嬉うれしそうに笑い、


「あは、私の強さにびっくりし……」


　が、それ以上は言わせない。凶剣スペル・エラーを放つ。一直線に、リーネに向かって放つ──ように見せかけて、途中で止まる。


「へ？」


　と、リーネが驚おどろいたような声を上げるが、無視して部屋の扉のノブをつかむ。


　扉を閉める。


　リーネの姿が、見えなくなる。


「ちょっ」


　という声が部屋から聞こえてくるが、やはり無視して凶剣スペル・エラーで扉の鍵かぎを斬きり裂さき、


「扉を呪え、凶剣スペル・エラー」


　と、開かなくする。扉に触ふれた者に呪いが感う染つるよう、命令を出す。


　それから笑みを浮かべ、


「だが、すぐに調子に乗る馬鹿そうなところは変わらないな。このアホが」


　と、言う。


　すると部屋から、


「馬鹿にするなぁああああああああ！」


　なんて声が聞こえるが、やはり無視する。


　アホを相手にしている時間はないのだ。月光は床ゆかを蹴けって、廊ろう下かから階段へと向かう。そのまま一気に飛び降りようとして、止まる。


　階段の下には、さらに敵がいる。


　十一、二歳くらいの、少女の姿。


　黒くろ髪かみ。


　白い肌はだ。


　覇は気きや感情と言ったものが感じられない、真しん紅くの瞳。


　その瞳がこちらを見上げていて。


「……ほら、待ち伏せだ」


　月光は顔を歪ゆがめる。


　そしておそらくあの少女は、人間じゃないはずだった。まあ、真っ赤な瞳をした人間がいても困るが、それはさておくとしても、あいつは悪魔のはずだった。


　テンペロン・クローリーの魔女たちは、上位魔女になると全員、悪魔と契けい約やくしているという。


　そしてリーネは《軍》への攻撃を任されるような人材で──


　さらに、泉を襲おそったき、子供のような見た目の悪魔を連れていたという情報も入っている。


　つまり、


「一人じゃ対処しきれんな」


　月光はそう、呟つぶやく。


　それからさっき階段から投げた携けい帯たいを、探す。すると悪魔の足あし下もとから二歩ほど左に行った場所に、落ちているのを発見する。


　そしてそれを見て、


「よし、まずは……」


　携帯を回収し、美み雷らいを呼びながらキッチンに開いた《道み程ち》へと逃にげ──


　とそこで、悪魔の少女が、月光の視線に気づく。


　少女の瞳が、足下へと落ちる。携帯を発見する。


「くそが」


　月光はそれに、飛び出す。凶剣スペル・エラーを掲かかげる。


　しかし少女は気にせず、携帯へととことこ移動する。


　しゃがむ。


　拾う。


「おー、私はこれを知ってるぞ。リーネがよく使ってるやつだろ。知ってる」


　と、なぜか知ってるアピールで自じ慢まんげに携帯をこちらに掲げてくる。


　それに月光は、思う。


「ああ、脳みそが美雷と同じタイプか」


　刹那、背後で音がする。


　リーネが刀で、扉ではなく、壁かべを斬り裂きぶち抜ぬいてきて、


「ちょっとペルティ、馬鹿な自慢してないで、そいつを止めなさい！」


　と、叫ぶ。


　するとペルティと呼ばれた悪魔少女がリーネのほうを見上げ、さらに携帯を掲げ、


「私はこれを知って……」


　などと言おうとしているのに、月光は一気に階段から飛び降りて、剣を放つ。


　するとペルティはそれに反応する。感情のない瞳ひとみで剣先を見つめ、


「ん」


　と、言う。そのまま剣をつかもうとする。


　触さわったら、終わりだ。


　呪って、動きを止め──


　しかしそれにリーネが叫ぶ。


「その剣に触るな！」


「む？」


　手が、下がる。


「ちぃっ」


　月光は舌打ちをし、そのままペルティの胸を狙ねらう。しかしそれも、


「よっ」


　と、ペルティはあっさりよけてしまう。


　さらに剣を撥はね上げ、首を狙う。


　よけられる。


　肩かたを狙う。


　よけられる。


　もう、信じられないほど動きが速い。


　美雷よりは遅おそいが、しかし、それでも人間で反応しきれるレベルじゃない。


　正せい攻こう法ほうでぶつかれば、１０００％負ける相手だ。


　それは相手にもわかったようで、ペルティが笑みを浮うかべる。


「おまえ、遅……」


　が、それに月光は、目を大きく見開く。衝しよう撃げきの表情で、ペルティの背後を、見る。


　そして、彼は言う。


「ど、どういうことだ。リーネがもう一人いる!?」


　瞬しゆん間かん、ペルティも目を丸くして、


「え？」


　と、後ろを見る。


　やはり美雷と脳みそが同じ構造のようだった。


「アホが」


　と笑って、月光がペルティの携帯を持つ手を凶剣スペル・エラーで狙う。


　また、背後でリーネが叫さけぶ。


「ペルティ、前向いて！　騙だまされるな！」


　それにペルティの首が、くるんっとこちらを向く。


「おまえ、騙したのか」


　などと言ってくるが、もう遅い。


　凶剣スペル・エラーが、携帯を握にぎっているペルティの手に当たろうとする。


　ペルティがとっさに、携帯を離はなす。


　凶剣スペル・エラーが携帯に当たる。


　そして、選せん択たくを迫せまられる。


　携帯を斬るか、斬らないか。


　斬れば助けは呼べない。だが、携帯の中の情報をテンペロン・クローリーに奪うばわれる心配は消える。


　斬らなければ、この二人を相手に携帯を回収し、さらに応おう援えんを呼ぶ必要が……


「無理か。祓はらえ、凶剣スペル・エラー」


　携帯を、消し飛ばした。


　そのままさらに、ペルティに向かって剣けんを振ふり上げる。


　ペルティは上体をそらしてあっさり剣をよけてしまうが、別にそれでいい。


　月光は階段を蹴って、ペルティの頭の上を飛び越こえる。キッチン側の廊下へと着地する。そのまま走って逃げても追いつかれるので、振り返って剣を構えながら、後ろ向きに下がる。


　するとリーネが、


「そいつを逃がさないで、ペルティ」


　と、悪魔に命じる。


　それにペルティは大きくうなずき、言う。


「命令されたくない」


「ちょっと！」


「ご褒ほう美びは？」


「ジュース買ってあげるから！」


「チョコもだ」


「全部買うって！」


「よし、いいだろう。なら……」


　と、口を開く。ア─────────────と、甲かん高だかい声を上げ始める。


　そしてそれで、ペルティがなにをしようとしているのか、わかる。


　というかもう、泉からこいつの能力については、聞いているのだ。


　こいつが持っている能力で、すでに判明しているのは、二つ。





　口から力を吐はき出すブレス。


　掌てのひらでものをたたくと、20％の確率で強大な破は壊かいの力が発動する能力。





　そして後者の能力は警けい戒かいする必要があるはずだった。20％の確率でしか発動しない、というリスクを取ってまで使おうとするからには、その能力には、リスクを補ってあまりあるだけの威い力りよくがあるはずだった。


　つまり、月光でも防げない可能性も、ある。


　だが。


「ブレスは問題ない」


　と、剣を構える。


　もし問題があるとすれば、ブレスを凶剣スペル・エラーで防いでいる間に、リーネが攻こう撃げきしてくる可能性だが、しかし、廊ろう下かは狭せまい。ブレスの隙すき間まを縫ぬって攻撃してきたとしても──


「……狙い撃うちだ」


　と、凶剣スペル・エラーを持っているのとは反対の手を、ポケットに突つっ込む。中のナイフをつかむ。そのナイフには呪じゆ詛そと毒が塗ぬりつけられている。


　その間にも下がり続けている。


　ペルティの口の前に球状の黒い霧きりが生まれる。そこから感じる圧力は相当なもので、


「家が吹ふっ飛ぶな、これは」


　と、月光は笑いそうになる。


　そのままキッチンが見えるところまで、下がる。


　そしてまた、選択だ。


　剣の構えを解いて、敵に背を向けてキッチンの《道み程ち》のほうへ一気に逃げるか、それとも剣を構えたまま、後ずさりし続けるか。


　それはもう、判断を一つ間ま違ちがえれば死んでしまう、というような、究極の選択だった。


　なにせ自分は、ただの人間なのだ。


　大兎のように生き返ったり、美雷のように五階から落ちても傷一つつかないような体は持っていない。


　だから、


「正しい選択を……」


　と、呟つぶやきかけて、しかし言葉を止める。


　なぜなら目の端はしに、さらに人ひと影かげが映ったから。


　それはキッチンに開いた、《道み程ち》の横。


　そこに、宮阪高校のセーラー服を着た少女がいるのが見えた。


　ポニーテールに、タレ目なのに強気そうに見える瞳。無む駄だに元気そうな表情に、小こ柄がらな体。


　美雷だ。


　どういうわけか美雷がキッチンにいて。


「あ、私喉のど渇かわいてるから、ドクターペッパー飲も～っと！」


　などと、言う。


　ちなみにジュースは一日二本まで、という約束の二本は、今日、すでに使い切っているはずなのだが、美雷は躊ちゆう躇ちよせずに冷蔵庫のほうへと向かう。


　扉とびらを開いてドクターペッパーを取り出す。それを胸に抱かかえて、


「えへへ」


　と嬉うれしそうな顔でこちらを振り向く。


　そこで初めて、そこに月光がいるのに気づく。


「あ！」


　と、衝撃の顔で、背中の後ろにドクターペッパーを隠かくす。


「あ、あのあの、これはね、あのね、いま飲もうとしてるんじゃなくてね！」


　などと言ってくるが、月光はそれに、笑う。キッチンへ跳とぼうとしていた体の緊きん張ちようを、解く。


　そのまま目の前のリーネと、ペルティを見み据すえ──


「おい美雷、こっちにこい」


「えとえと、あの、ほんとに飲む気は……」


「いいからこい！　ジュースは飲んでいい！」


「え[image: ]」


「早く！」


「は、はい！」


　と、こっちにトテトテ走ってくる。


　それと同時に、ペルティのブレスが完成する。ア──────────と叫んで、黒い霧がこちらに放たれる。


　さらにリーネが跳ぶ。床ゆかを蹴けり、ブレスの隙間を縫うようにこちらへ迫ってこようとする。


　それに月光はナイフを放つ。


　リーネは笑みを浮かべ、さらに跳ぶ。壁かべを蹴り、さらに天てん井じようを蹴ってナイフをよけて日本刀を掲かかげる。


「あは、こっちの攻撃は二つ。あんたの剣は一本。これは私の、勝っ……」


　が、そこで月光は笑って、


「いや、俺の勝ちだ」


　と、すぐ横まできていた美雷の、セーラー服の襟えりをつかむ。そのまま彼女の体をぐいっとこちらに引き寄せる。


「え、え、なに!?」


　と、戸と惑まどう美雷を無視して、彼女に唇くちびるを近づける。


「えええええ、あの、いきなり、えええええええ[image: ]」


　などと、例によって例のごとく美雷は顔を真っ赤にするが、月光はそれにうんざりと、


「いい加減に、慣れろ！」


　と言って、彼女の首にキスをする。


　するとなぜかそれに、リーネのほうまで、


「え、なにそれ、噓うそ……」


　とか顔を赤らめるが、それもどうでもいい。


　とにかくそれで、美雷の封ふう印いんが、解ける。彼女のポニーテールが弾はじけ、髪かみが稲いな妻ずま状に舞まい飛ぶ。


　それから、


「呪のろいが、解けっっっって、わわわわわ、敵がいる!?」


　といまさら美雷が叫ぶ。


　さらにリーネがそれを見て、


「うそ、悪あく魔ま……なんであんた、魔女でもないのに悪魔と契けい約やく……」


　が、やはり無視して月光は美雷に指示を出す。


「おまえは天井。俺は正面をやる」


　月光は凶剣スペル・エラーをブレスへと向ける。


　すると美雷は、


「ほいほい」


　と、なんの躊躇も、迷いもなく、あっさり指示に従う。動きもペルティより、さらに速い。


　そしてそれを、あとで少しだけ褒ほめてやろうと、月光は思う。


　だがいまは、


「祓はらえ凶剣スペル・エラー」


　と、月光は一歩前へ出て、剣でブレスを斬きり裂さく。


　それにリーネも指示を出す。


「く、ペルティ、援えん護ご！　月光の動きを止め……」


　が、それに月光は笑って、言う。


「その判断は、ミスだ」


「え？」


　と、リーネが言う。


　そこで美雷がジャンプする。拳こぶしに稲妻を集めて、


「ドカ───ンっ!!」


　なんて、叫さけぶ。


　稲妻が帯電した拳がリーネへ向かう。


　それをリーネが、叫ぶ。


「くぅ、稲妻を斬り裂け、『鬼き殺やみみ』」


　日本刀で美雷の拳を受ける。


　刹せつ那な、稲妻が爆ばく裂れつする。日本刀からなんらかの能力が放たれるが、美雷の稲妻を相そう殺さいし切れずに、


「なっ」


　日本刀は、リーネの手を、離はなれてしまう。さらに天井のほうへと吹っ飛とび、天井を抜ぬけて、上の階に消えてしまう。


「やばっ」


　と、リーネが言ったときにはもう遅おそい。月光の剣けんが、とんっとリーネの胸に刺ささる。


　場所は心臓だ。


「あ……」


　と、リーネが驚おどろきの顔でこちらを見る。


　それからすぐに、あきらめの顔になる。


　当然だ。


　心臓を剣で刺されて、普ふ通つうの人間は生きていられるわけがない。そしてテンペロン・クローリーは、人間がベースの魔女の組織のはずだった。


　つまり、


「俺の勝ちだ」


　と、言う。


　するとそこで、ペルティが、


「お、お、おまえは……」


　と、さっきまでまるで感情がない表情をしていたのに、衝しよう撃げきを受けたように目を大きく開いていて。


　しかしなぜか、それよりもさらに美雷が目を大きく開き、


「こ、こ、殺したのゲッコー!?」


「なんで敵より驚く」


「だって」


　が、それを遮さえぎって、月光は言う。


「殺してない。俺の剣は、俺が斬りたいものしか斬らない」


　と、言う。


　それからペルティのほうを見る。ペルティは拳を握にぎり、こちらに飛びかかってこようとしている。


　通常、悪魔は契約主が死んだ場合、契約が終わったと判断して無駄に怒おこったりはしないものなのだが、ペルティとかいうこの少女は怒っているようで。


「ふむ。きちんと手なずけてるようだな。だがそれだけ手なずけられてるのなら、話は簡単だ」


「おまえ、殺……」


　と、震ふるえるような声で言おうとするペルティに、月光は言う。


「いや、だめだ。そこを動くな。動けばリーネを殺す」


「なっ……」


「まだ俺はリーネを殺していない。だが、おまえが動けば殺す。喋しやべっても殺す。俺が気に入らない態度だと思っても殺す。状じよう況きようは理解したか？」


　という問いに、ペルティはうなずこうとして、やめる。


　口を開こうとして、やめる。


　その二つともが禁止されたからだ。


　そして、どうしていいかわからないという目でオロオロとこちらを見つめてきて。


「よし、それでいい。そのままおまえは、オロオロしてろ」


　と、月光はうなずく。それから壁に凶剣スペル・エラーで縫ぬい付けているリーネのほうを、見る。


　リーネはこちらをにらみ、


「……なんで……殺さない？」


　なんてことを聞いてくる。だがそれは、こっちのセリフだった。


　だから月光は聞き返す。


「おまえこそ、なぜ二人だけできた？」


「…………」


「俺は間抜けにも一人で家に帰った。で、おまえらテンペロン・クローリーは、俺を待ち伏ぶせしてたんじゃないのか？　もしここに他ほかの魔女も連れてきていれば、俺を殺すのは簡単だったはずだ」


「…………」


「だが、戦ってる途と中ちゆうで、気づいた。おまえは仲間を連れてきていない。さて、これはいったい、どういうことだ？」


　そう、聞く。


　するとそれに、リーネはやはり、怒ったような、それでいてなぜか、照れたような表情になる。


　そして。


「……おまえに………月光に………」


　と、言う。だが、月光に──という言葉のあとの声が小さくて、聞こえない。


　それに月光は首をかしげ、


「聞こえない」


　と、言う。
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　するとリーネはますます顔をしかめる。なぜか顔を赤くする。そして、


「死んで、ほしくなくて……」


　なんて、言ってきて。


　なぜかこいつは心配するような、それでいて困ったような顔でそう言って。


　それに月光は、答える。リーネを見上げ、


「なぜ俺が死ぬ？　雑ざ魚この分際で俺の死を預言するなど、いったいおまえは何様だ？」


「な、何様って……」


「だいたいなぜ、おまえが俺の心配をする？」


　まずもって、それがわからなかった。


　そもそも、この女との接点は、ほとんどないはずなのだ。


　そしてそれに、また、リーネは口ごもる。顔を赤らめる。


　その、リーネの顔を見て、少し、


「…………」


　少しだけ、月光はリーネに初めて会ったときのことを、頭の隅すみから思い出した。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　それは、二年前のことだった。


　まだ月光が十四歳だったころのこと。


　当時彼はずっと、独ひとりで世界を廻めぐっていた。


　力を手に入れるために。


　日向に馬ば鹿かにされたまま終わらないだけの力を手に入れるために、世界中を回っていた。


　そして魔ま術じゆつや体術の大系を盗ぬすむために、ありとあらゆる組織に所属するふりをしていた。


　確かあのころは、レイ・マン魔術祖法所という、構成人数六百人ほどの、小さな魔術結社に入っていたはずだ。


　場所はドイツだった。


　そこで学んだ魔術に関しての知識はのちのちにも役に立つものが多かったが、しかし、いかんせん組織としての力は、そこにはなかった。


　そしてある日、レイ・マン魔術祖法所は、揉もめてはいけない相手と、揉めてしまうことになる。


　世界第三位の魔術組織、テンペロン・クローリーと、揉めてしまったのだ。


　どういう経けい緯いでそうなったかは、末まつ端たんの構成員でしかなかった月光は、知らない。ただ、上層部の誰だれかが、テンペロン・クローリーの誰かの怒いかりを買ったとか、おそらくそんな話だった。


　とにかくそこで学んだ一番重要な教えは、小さな組織では大きな組織を相手どった場合、どうにもできない、ということだ。だから月光はその後、世界第一位の魔術組織であったはずの《軍》に接せつ触しよくし、所属することになるのだが、それはまあ、リーネとは関係のない話だ。


　とにかく月光が所属していた組織は、テンペロン・クローリーの怒りを買った。


　そして翌日には五百人が殺されてしまった。


　月光はすぐに逃にげることにした。そもそも、レイ・マン魔術祖法所への忠誠心など、なかったのだ。それどころか、学べること、盗めることがなくなったら、内部資料を奪うばい、それを他組織に売って金にかえてから逃げるつもりだった。


　それが少し、早まっただけだ。


　だが、テンペロン・クローリーからの追手がかかった。


　代表であるレイ・マンが殺され、幹部も数人殺されてしまって散り散りに逃げようとする構成員に対して、さらに追撃の命令がかかり。


　そして追ってきたリーネ・アルトマンという名の魔女と会うことになる。


　おまけにその、リーネという名の馬ば鹿か魔女は、自分がなにをしているのかも、知らなかった。


　どういう経緯でいまの状況が起き、誰を追っているのかすら、わかっていなかった。


　だから、初めて月光の前に姿を現したとき、彼女はこんなことを言った。


　自信満々の顔で日本刀を掲かかげ、


「見つけたぁあああああああ！　この、裏切り者どもめ、逃げられると思ったか！」


　なんて、言った。


　そしてその言葉の意味が、月光にはわからなかった。まず、自分はテンペロン・クローリーの人間では、ないのだ。だからテンペロン・クローリーを裏切れるわけがないのだが。


　しかしリーネは、やはり偉えらそうに、言う。


「二級魔女首席のこのリーネ・アルトマン様が、ずばっとあんたたちを捕つかまえちゃうから、覚かく悟ごしなさい！」


　ちなみにそのとき、月光は他の構成員、五人と逃げていた。別に一いつ緒しよに逃げるつもりもなかったのだが、たまたま成り行きでそうなっていて、そのせいで見つかってしまったのかもしれない。


　そしてその、月光を含ふくめた六人を相手に、リーネは自信満々で攻こう撃げきをしかけてきたのだが。


　しかし、その動きは、遅おそかった。


　少なくとも月光よりは、弱く見えた。もちろん世界第二位の魔術組織に所属していて、さらに二級魔女首席──と名乗るだけの動きはしていたが、しかし、それでも当時の月光よりは、弱そうだった。


　まあ、だがそれは仕方がない。


　天才と凡ぼん人じんでは、年ねん齢れいが似通っていたとしても、差は出てしまうだろう。


　おまけに、月光が一緒に逃げていた構成員の中には幹部だった人間が一人いて、そいつは当時の月光よりも、力があった。


　だからもう、なんの問題も起きないはずだった。


　月光たちはリーネを撃退し、また、逃げればいいのだ。


　だいたい、こんなのを寄こすくらいだから、テンペロン・クローリーも真しん剣けんに追ってきてはいないのだろう。おそらくは、二級魔女の教育のために、実戦の経験を積ませているとか、そんなことじゃないかと月光は思った。


　と、そんな推理をしている間にも、リーネが襲おそいかかってきてしまう。無む駄だに長い日本刀を抜ぬき、月光たちへと攻撃を仕し掛かけてきて。


　月光は、


「馬鹿だな、こいつは」


　と、思う。


　敵の実力もはかれないのか？


　と。


　リーネが威い勢せいよくしていられたのは、一いつ瞬しゆんだけだった。


　月光を除いて五人いた構成員たちは、それにあっさり対応してしまう。リーネは殴なぐられ、捕まってしまって。


　リーネはそれに必死に抵てい抗こうしようとしたが、実力に差がありすぎた。


　そして、一人が言った。


「こいつ、どうする？」


　さらにもう一人が言った。


「こいつらが、俺らの仲間を殺したんだ」


　さらに言った。


「仕返ししよう」


「そうだ、仕返ししよう」


「こいつをめちゃくちゃにしてやろう」


　などと、ひどくつまらないことを言い出した。


　そしてそれも、月光には興味のないことだった。自分には関係のないことだ。


　馬鹿どもが、なにをしようと彼には関係ない話だった。


　第一、ここでそんなことをしている暇ひまは、ないのだ。


　もしもテンペロン・クローリーが本気で追ってきたら、簡単に殺されてしまうのだから。


　だから、すぐに逃げる必要がある。


　馬鹿なことをしてないで、逃げる必要がある。


　だから、月光はその場を立ち去ることにした。


　そもそも、頭の悪い奴やつは嫌きらいなのだ。


　状じよう況きようを読めずに欲よく望ぼうに流される人間は嫌いだし、相手の力量を図らずに、偉そうな顔で襲ってくる奴も、嫌いだ。


　だから月光は、そこを立ち去──


「や、やめて！」


「やっちまえ。やって、それから殺しちまえ」


「やめ……」


「見せしめにするんだ。俺たちだって、俺たちだってクズじゃないってことを……」


「嫌いやぁあああああああああ！」


「ほら、服破れ……」


「お、お願い、やめ……やめてぇえええええ」


　なんて、悲鳴が響ひびく。


　そしてそこで、月光は、


「ああ、くそ……うんざりだ」


　と、ため息をついた。そのまま腰こしの剣を引き抜いた。そして、リーネの上にのしかかり、服の胸の部分を引き裂さきかけている男の背中に凶剣スペル・エラーを刺さした。


「動きを呪のろえ、凶剣スペル・エラー」


　と呟つぶやく。


　それで男は動かなくなる。


　それから地面に倒たおれて、涙なみだでぐしゃぐしゃになっている馬鹿魔女の顔を見下ろす。


　馬鹿魔女は驚おどろいた顔をしている。


　なにが起きたのか、わからないという顔をしてるが、月光はそれに、


「さっさと起きろ馬鹿が。そして援えん護ごしろ。敵に俺より強い奴がいる。俺一人じゃ対応しきれん」


　と、言う。


　それにリーネは、


「な、なんで……」


　と、なにか言いかけるが、もう、聞いている暇がない。


「裏切ったな！」


　と、他ほかの構成員が言ってくる。


　今度は本当に、裏切り者になってしまった。


　だが、月光はそれに笑えみを浮うかべ、


「そもそも俺は、女を襲うようなクズどもの仲間じゃない」


　と、剣を振ふるう。


　だがそれに、少し離はなれた場所にいた幹部が魔ま法ほうをぶつけてくる。剣の軌き道どうが変わって、敵に当たらない。


　さらにもう一人がナイフを投げてくる。それが左ひだり肩かたに刺さる。


「ぐぁ」


　と月光はうめく。それから凶剣スペル・エラーで自分の肩を斬きり、


「毒を無効化しろ、凶剣スペル・エラー」


　と、命じる。


　すると毒が消える。


　しかし、傷は消えない。左ひだり腕うでに力が入らない。肩からは血が溢あふれ出ている。だが、敵はさらに襲いかかってこようとして。


「まったく、馬ば鹿かは俺か……」


　と、うめく。


　やはり、助けるべきじゃなかったと、少しだけ後こう悔かいする。


　それから、いまだ地面に倒れたままショックを受けたような顔をしているリーネへ手を伸のばし、


「馬鹿女、逃げるぞ！」


　手をつかむ。立たせる。そのまま、その場から逃げる。


　構成員たちは追ってこようとしたが、それを幹部だった男が、


「追うな。あっちはテンペロン・クローリーの追手がいる方向だ」


　と、制する。


　正しい判断だ。


　月光はそっちを選んで、逃げたのだから。


　さらに幹部が言ってくる。こちらをにらみ、


「それに紅くれない月光。おまえのことは、絶対に許さないからな！」


「…………」


「裏切り者は、絶対に許さない」


「…………」


「もしおまえがその出血で生き残れたとしても、俺はおまえを探して、必ず殺す！」


　と、言う。


　そしてそれに月光は振り返り、笑みを浮かべて、


「雑ざ魚こには無理だ」


　と、言った。


　それから、さっき凶剣スペル・エラーで突ついて動きを止めた構成員に向かって、


「呪のろいを解呪する！」


　と、叫さけぶ。


　すると構成員にかかった呪いが、解ける。動けるようになる。


　それに幹部が驚いたような顔になる。


　その顔に向かって、月光は言った。


「だが、世話になった。おまえらもなんとか生き延びろ」


　それで、幹部の顔から怒いかりが消えたように見えたが、しかし、そんなことはどうでもよかった。


　とにかく月光は、リーネを連れて、逃にげた。だが途と中ちゆうからはあまり記き憶おくがない。出血がひどすぎて、途中で意識を失ってしまったのだ。


　完全に、馬鹿な選せん択たくをした。


　敵の女を守って、死ぬ。


　死ななくてもテンペロン・クローリーに捕つかまる。


　いや、まあ、テンペロン・クローリーに入れるのは、いいかもしれない。あそこは《軍》、《教会》と並ぶ、世界第三位の魔術組織なのだ。その中ちゆう枢すうは男子禁制なので入ることはできないが、しかし、今回は貸しを作ったので、接せつ触しよくできるかもしれない。


「……生き残れれば、だが」


　と、呟いたところで、月光は意識を失った。


　するとリーネが、


「ちょ、ちょっと！」


　と、叫んだのが聞こえたような気がした。


「死なないでよ！」


　と、必死に怒ど鳴なってきているような気がしたが、しかし、彼は意識を失った。








　それからどれくらい経たったか。


　月光は、どこかの宿で目を覚ました。


「…………」


　目を開く。するとカーテン越ごしに強い光が部屋に入ってきているのが、わかる。


　時刻は朝か、昼か。


　自分はベッドに寝ねかされている。肩には包帯。どうやら手当されているようで。


「ふむ」


　と、体を起こす。


　すると部屋には、あの馬鹿魔女がいる。ベッドと机があるだけの、狭せまい部屋。


　その机で、リーネは魔導書を読んでいる。その本の背表紙を見ると、月光も読んだことがあるものだった。それはかなり難しい魔術についての構造書のはずで。それが読めるのなら、彼女はそれなりに優ゆう秀しゆうなのだろう。


　その本へと月光は目を向け、それから、


「……で？　ここはテンペロン・クローリーか？」


　と、聞いた。


　するとリーネは顔を上げ、こちらを見る。


「あ、起きたんだ」


「質問に答えろ。ここはどこだ？」


　それにリーネは肩をすくめて、答える。


「見ればわかるでしょう？」


　もちろん、わかる。


　宿だ。それも、バックパッカーが泊とまりそうな、安宿。だがなぜ、ここに自分がいるのかが、わからない。テンペロン・クローリーの縄なわ張ばり地域の宿なのか、それとも違ちがうのか。


　もしくは、テンペロン・クローリーの拘こう束そく施し設せつは、どういうわけかこういうデザインになっているのか？


　月光は部屋を見回し、それから聞く。


「まさか俺を、テンペロン・クローリーから匿かくまったのか？」


　するとそれに、リーネはなぜか、少しだけ唇くちびるをとがらせて、


「…………」


　しかし、答えない。


　ただ、ほんの少しだけ頰ほおを赤く染めてこちらを見つめ、


「た、助けてもらったから、お礼を……」


　などと、言う。


　そしてそれに月光はあっさりうなずいて、


「ああ、そうか。恩を感じたか。当然だな。犬ですら一宿一飯の恩義は忘れないという。だがおまえは俺に命を救われた。これは一生かけて返してもいいほど大きな恩……」


「なんで犬と比べるのよ！」


「豚ぶたがいいか？」


「豚ってどういうことよおおおおおお！」


　と、うるさく叫ぶ。その声が頭に響ひびく。月光は顔をしかめて、耳を押さえる。


　するとリーネが、


「あ、あ、まだ肩痛む？」


　と心配そうに言ってきて、月光は答える。


「あきらかに耳を押さえたろうが」


「あ、ああ、そうか」


　などと、彼女はうろたえながら、落ち着く。本当にこちらを心配しているようで、どうやらテンペロン・クローリーに捕まって、殺されてしまう、という心配はないようだった。


　それに月光は、安あん堵どの息をつく。


　あの状じよう況きようで選択をミスして生き残ることができたのは、運がよかったとしか思えない。


　だから、


「次はあんな馬鹿なことは控ひかえよう」


　と、呟つぶやく。


　それが聞こえなかったのか、リーネは、


「え？」


　と聞き返してくるが、それを月光は無視する。それからもう一度部屋を見回す。出口の位置。窓の位置。窓の外の日の高さ。凶剣スペル・エラーの、位置。


　凶剣スペル・エラーは月光のすぐそば、ベッドに立てかけられている。


　武器が奪うばわれてないのを見て、本格的に自分の安全を確信する。


　とそこで、リーネが聞いてくる。


「……ねえ……なんであなたは、私を助けてくれたの？」


「…………」


「ちょっと！」


「興味ない。少し黙だまれ」


　と、月光は自分の肩を動かす。まだ、痛みが強い。体もぐったりしている。出血しすぎたのだろう。どれくらいここで寝ていたのかはわからないが、すぐには動けなそうだった。もう一日くらいは、休む必要がある。だが、いまの状況を確かく認にんしきらずに、ここで休むわけにも──


　とそこで、うるさい魔ま女じよがさらに続けてくる。


「あなた、テンペロン・クローリーを裏切った、敵なんでしょう？　なのになんで、私を助けてくれたの？」


「…………」


「ねえってば」


　と、うるさいので、月光は鬱うつ陶とうしげにリーネを見て、答える。


「うるさいなおまえは。それに答えれば、黙るか？」


「えと、うん」


「なら教えてやる。まず、俺たちはテンペロン・クローリーの人間じゃない。だからそもそも、裏切ることもできない。おまえにどういう命令がいっていたのかは知らないが、俺たちはレイ・マン魔術祖法所の人間だった。で、どういうわけか上層部がテンペロン・クローリーの怒りを買って、攻こう撃げきを受けた」


　そう、説明する。


　するとやはり、この女は自分たちがやっていたことを理解していなかったらしく、驚おどろいた顔で、


「そんな……私、そんな話聞いてない」


「そうか。だがそれが事実だ」


「え、でもでも、それにしたってあなたが私を助けるのはおかしいと思うんだけど。だってあなた、テンペロン・クローリーに襲おそわれた組織の人間だったんでしょう？　なのになんで、仲間を裏切ってまで私を……」


　が、それも遮さえぎって、月光は答える。


「所属はしていたが、俺はそもそもレイ・マンの魔術大系を盗ぬすむつもりで潜せん入にゆうしていただけで、仲間じゃなかった」


「へ？　じゃあ、あなたは他ほかの組織の……？」


　と聞かれるが、しかしそれにも月光は首を振ふる。


「いいや。どこにも所属していない。そもそも俺は人に使われるのが嫌きらいだ」


　と、言う。


　それにリーネが、目を丸くする。こちらを驚いたような顔で見つめ、


「あの、レイ・マン魔術祖法所って、そりゃテンペロン・クローリーなんかと比べたら全然小さいけど、後うしろ盾だてなしで簡単に潜入できる場所じゃ……」


　が、それも月光は遮る。


「凡ぼん人じんは無理だろうな。だがあいにく俺は天才だ」


「へ？」


「天才だ」


　と、月光は言いきる。


　それにリーネはまた、呆ぼう然ぜんとしたような顔でこちらを見る。それから、言う。


「……あなた、私とほとんど変わらないくらいの年ねん齢れいだよね？　私、十三歳なんだけど……」


「俺は十四だ。年上だな。神とあがめていいぞ」


「…………」


　それに、やはりリーネは未知のものを見るような目でこちらをしばらく見つめてくる。だがもう月光はそれに興味がない。どちらにせよすぐには動けなさそうなので、ベッドに再び横になる。


　するとリーネが言う。


「え、なんで急に横になったの？」


「血が足りないから、一度寝る」


「あ、あ、そうか……」


「そうだ。だからうるさくするなガキ」


「ガキって、一歳しか違わないじゃない！」


「一つ違えばウジ虫と太陽くらいに違う。ちなみに俺が太陽だ」


　と言って、それからその、太陽という言葉に、なぜか頭の中で日向の名前が浮うかぶ。顔が浮かぶ。薄うす笑えみが浮かぶ。


　それに月光は顔をしかめる。


　例え方を間ま違ちがえた。


　太陽じゃなく、月と言えばよかった。


　だが、その思考にも、うめきたくなる。


　自分はしょせん、日の光を受けて初めて輝かがやく、月か──と。能力の差は名前からしてついてるのかと、自じ嘲ちよう気味に笑いたくなる。


　だがそこで、リーネが言う。


「……あの、寝る前に答えて欲しいんだけど」


「…………」


「っていうか、質問にまだ、答えてないと思うんだけど」


「…………」


「さっきのあなたの説明じゃ、結局なんで私を助けてくれたのか、わかんないんだけど」


「…………」


「だって、どちらにせよあなたは私を助ける必要はなかった。テンペロン・クローリーの裏切り者じゃない。レイ・マンの仲間でもない。でもそれでも、襲われてる私を助ける必要は、なかった」


「…………」


「それも、肩かたに傷まで負って。私が手当をしなかったら、死ぬ可能性まであった」


「…………」


「なのになんで……なんで、私を助けてくれたの？」


　と、聞いてくる。


　そしてそれに、月光は顔を上げないまま。リーネのほうを見ないまま、こう答えた。


「……こんなにうるさいなら、助けなければよかったと後こう悔かいしてるところだ」


　そしてそのまま、月光は目を閉じてしまう。日差しは強いが、一気に眠ねむ気けが襲ってくる。


　まだ、傷は深いのだ。休養を取る必要が──


　とそこで、


「……あは、なにそれ」


　と、嬉うれしそうな声がする。


「……月光、っていうんだよね、あなた……紅月光」


　なんて声がする。


　しかしもう、彼は答えない。


　眠りに落ちる。深い眠りに落ちる。


　そして起きたり、目覚めたりがそのまま、数日続いた。宿の主あるじによると、この部屋はリーネが借りているらしかった。宿代は日本円にして二千五百円くらい。本当に、子供のお小こ遣づかいレベルだ。


　そして早朝と夕方に一時間ずつ、リーネは現れた。魔女養成所の授業の合間にきているのだという。


　それからくだらない質問をいくつかしてきて、しかし月光は答えない、というのが続いた。


　彼女が聞きたがるのは、なぜ一人なのか？　なぜ強くなろうとしているのか？　そんな話ばかりだった。


　おまけに彼女は勝手に自分の話をするようになった。自分は捨て子だということ。いつも持っている日本刀と一いつ緒しよに、テンペロン・クローリーに捨てられたのだ、ということ。


　そこで強くなって。誰だれよりも強い魔女になって、両親に自分がここで生きている、ということを伝えたいと思って、頑がん張ばっているのだということ。


　いまは二級魔女だが首席で、いつかは一級魔女になって、悪魔と契けい約やくするつもりだということ。


　月光はそれに、こう答えた。


「はっ、ありがちな話だな」


　本気でそう思った。


　別に世の中、不幸な話はいくらでも転がっているのだ。生まれてきてすぐに死ぬ者もいる。重い病にかかる者もいる。


　親に捨てられる者、虐ぎやく待たいを受ける者、両親を目の前で悪魔に喰くわれる者だっている。


　だからってそれを人に話す気にはならない。不幸だから、なんだ？　他人には関係のない話だ。


　そして、そう思ったから、月光はありがちだと言った。


　するとリーネもそれに、


「うん。ありがちな話だね」


　と、笑う。


「でも、話したら楽になった」


　などと、言う。


「こんな話、他人にしたの初めてなんだけど……」


　と、照れるようにリーネは言った。


　それから彼女は、恥はずかしそうな顔でこう言った。


「ねえ、今度は月光の話も聞かせてよ」


「興味ない」


「ひどーい！　私ばっかりいっぱい話して」


「おまえが勝手にしたことだろう」


　それに彼女はちょっと、寂さびしそうな顔になる。不満そうに唇くちびるをとがらせて、


「もう、いっつも興味ない興味ないって言うんだもんなぁ」


　と、呟つぶやく。


　それからちょっと怖こわがるような顔で、


「月光は……私に、あの、全然興味、ないのかな……？」


　などと言う。


　興味がないのか？


　その言葉で頭に浮かぶのはまた、日向のことだった。日向が自分を殺しにくる。もうすぐ殺しにくる。そのときに、自分はどう対応できるだろう？


　結局力の差がうまらずに、殺されるのか。


　それとも日向の顔を、驚きに歪ゆがめることができるのか？


　そればかりが自分の頭の中をしめていることを、あらためて再確かく認にんする。


　だが、少なくとも、


「ガキに興味はない」


　と、月光は言った。


　するとそれにリーネは頰ほおを膨ふくらませ、


「だから一歳しか違わないじゃんって！」


「なんだ？　俺に興味もたれたいのか？」


「え？　あ、あのあの、んと、そんなふうに言われると……」


「自意識過か剰じよう女が」


「もおおお！」


　そう言って、リーネはまた、笑った。


　それから時間がきた。


　リーネは毎日、同じ時間に帰っていく。訓練があるのだという。首席の座を維い持じするのはそれなりに大変なのだという。


「また明日あしたくるね」


　と彼女が言う。


「別に呼んでない」


　と月光は答える。


　それにリーネはまた笑う。


　嬉しそうに笑う。


　そして部屋を出て行く。


　その、彼女の後ろ姿を確認してから、彼は身み支じ度たくをする。結局ここで、二週間ほど過ごしてしまった。だが、傷こそ治っていないが、体調はだいぶ回復した。これ以上ここにいる必要はない。


　月光にも、訓練があるのだ。


　日向がくる日までに、力をため込む必要があるのだ。


　だから宿を出た。別に手紙や、書き置きなどは残さなかった。なにも言わずにいなくなったことを彼女がどう思うか、などということも、気にしなかった。


　命を助けてやったのだ。ならそれで、十分のはずだ。





　そしてそれから二年。


　この、宮みや阪さか市で再会するまで、二年の月日があいた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　月光は、凶剣スペル・エラーで心臓を突つき刺さしている、彼女の姿を見る。あれから見た目が少し変わった。まず髪かみが伸のびた。少しだけ大人っぽくなった。胸は成長していないように見える。無む駄だに負けん気が強そうな、馬ば鹿かそうな顔も同じだ。


　その顔を見上げ、月光は言った。


「……俺は二年前も、呼んでないと言ったが？」


　するとそれに、一いつ瞬しゆんリーネが嬉しそうな顔になる。


「お、覚えて……」


「興味ないな」


「あは、全然変わってない」


　と、彼女は笑う。


　そしてそれに、月光はうなずいて、言う。


「ああ、そうだな。まるで変わらず、今回もまた、敵同士だ」


　それに彼女の表情が曇くもる。


　するとそこで、後ろから声がする。


「ねねねねねね」


　美雷の声だ。


「ねねねねねゲッコー！　誰これ誰だれ？　知り合い？」


　それにリーネの目が、美雷のほうへと落ちる。少しだけ不ふ機き嫌げんそうな顔になるが、気にせず月光は美雷のほうを見る。


　美雷はくりくりした目でこちらを見上げている。


　その目を見て、月光は言う。


「美雷」


「う？」


「とりあえずコーラを持ってこい。喉のど渇かわいた」


「えとえと」


「おまえも飲んでいいぞ」


「やったぁあああああああ！」


　と、左手に持っていたドクターペッパーを掲かかげる。それに月光は顔をしかめ、


「炭酸は振ふるなと言ってるだろうが！」


「あ、あ、えと、炭酸は振りません！」


　と、美雷は缶かんを胸に抱かかえる。あんなに振ったらもう手て遅おくれだと思うが。


「まあ、いい。早くコーラを持ってこい」


「ほいほーい！」


「三本持ってこい」


「ゲッコーそんな飲むの!?」


「いいから」


「あ、みんなの分か！」


　と、美雷がこくこくうなずいてキッチンへと戻もどっていく。


　それを確認してから再び、リーネを見る。すると彼女はさっきよりもさらに、不機嫌そうな顔で唇をとがらせ、キッチンのほうを見ている。それからこちらを見下ろし、


「……ねぇ月光」


「呼び捨てにするな」


「あの娘こ、悪魔だよね？」


「そうだ」


「もしかして、あの、月光って、あの娘ことその……つ、付き合ってたりする？」


　なんて、言う。


　その、あまりに見当外はずれな質問に、


「あ？」


　と、月光は思わずリーネをにらむ。


　すると彼女は慌あわてて、


「いやあの、その、えと、いまのはそういうことじゃなくてね」


「ああ？」


「あの、えっと……む～」


　また、彼女は顔を真っ赤にしたまま、視線をそらす。


　そしてそれに、月光はもう、なにがなんだかわからなくなる。


　なぜならあきらかに、いまはそんな状じよう況きようではないのだ。


　月光たちはテンペロン・クローリーに対して交こう渉しようの手紙を送っているはずなのだ。そしてそこには、《預言》について書かれている。


　あとたった十九日で、世界が消しよう滅めつするのだ。


　なのにこいつは、くだらない色いろ恋こいの話をするためにわざわざここにきたのだろうか？





　いや、もしくは──


　月光は、リーネを見上げて、言う。


「なるほど。テンペロン・クローリーは、俺たちが送った書簡は、無視するつもりなんだな」


　するとそれに、リーネは目を細める。こちらを見つめ、


「書簡っていうのは、あと十九日で世界が消滅するとかいう、戯たわ言ごと？」


　と、つまりはそういうことのようだった。いや、そうなることは初めからわかっていたのだ。テンペロン・クローリーは、《軍》が言うことを信じない。


　もし十九日後に滅めつ亡ぼうがあるとしても、《軍》に出し抜ぬかれる可能性や、騙だまされる可能性が怖こわくて、協力できない。


　で、結局──


「そうか。おまえらは明日、宣言通り全面戦争を仕し掛かけてくるわけだな」


　と、月光は言う。


　それにリーネは、うなずく。そして、


「だから、あなたを助けにきた」


　などと言う。


「私たちの主あるじは、《軍》の崩ほう壊かいをほぼ、確信している。あなたたちがなんて言おうと、《軍》が崩壊している、という証しよう拠こが、いくつも出てきてる」


「…………」


「そしてきっと、私たちの総攻こう撃げきを受けたら月光は殺されちゃう。だから私はあなたを助けにきた。あなたが私に、してくれたみたいに」


「…………」


「一いつ緒しよに、逃にげよう？　ここにいたら月光は……」


　が、それに月光は、笑う。剣けんをリーネの胸から、引き抜く。


　そして、


「逃げる？　十九日後に世界が消えるのに、いったいどこへ逃げる？」


　それに、壁かべに縫ぬい付けられていたリーネの体が、廊ろう下かに落ちてくる。


　刹せつ那な、廊下の向こう側にいたペルティが、


「リーネ！」


　と動こうとして、しかし、それをリーネが手で制す。


「私は大だい丈じよう夫ぶ。だから動かないで、ペルティ」


「むぅ？」


　ペルティが、そんな声を漏もらす。


　そこにさらに、もう一いつ匹ぴきの悪あ魔ほが戻ってくる。両手に四本の缶を抱えて、


「もちきれなーい！」


　などと、言う。それに月光は、廊下の向こうのペルティとリーネを交こう互ごに指さし、


「あいつらにやれ」


　と、言う。


　それに美雷がコーラを投げる。


　ペルティは受け取り、そのコーラを見る。それからリーネのほうへ掲げ、


「これ知ってるぞ。喉のどが辛からいやつだろ」


　しかしそれを無視して、リーネはコーラを手に、言う。


「まさか、あの書簡に書いてる内容は、ほんとなの？」


　その問いに答えるのは、難しかった。


　噓うそと、真実、両方があそこには書かれているから。


　まず噓の部分は、《軍》は崩壊していない、という部分だ。


　実際には、ほとんど機能していない。


　そしてだからこそ、その情報を意図的にテンペロン・クローリーに流したのだ。テンペロン・クローリーの欲よくを刺し激げきして、世界に対して《軍》の崩壊の情報が漏れないよう動いてもらうために。


　その上、どういうわけか自分たちにだけ大量に《軍》が崩壊しているという情報が流れてくる、ということに、テンペロン・クローリーが疑念を抱いだくよう月光たちは情報の出し方を操作し、こいつらはそれに引っかかっていた。


　最初から全力でたたきにきていれば、月光たちはなすすべもなく崩壊していた。だが、テンペロン・クローリーは、罠わなじゃないかと警けい戒かいして、すぐには動けなかった。


　おまけにわざわざ回りくどく宣戦布告までして、こちらの様子をうかがってきた。


　そしてこの九日間で、すべての情報が集まったのだろう。


　おそらく《軍》は崩壊している。


　情報の漏れ方は、あきらかにテンペロン・クローリーを混乱させるように流れてきているが、しかしそれは罠ではなく、情報操作でしかテンペロン・クローリーと戦えないほどに、《軍》は弱ってしまっている──ということがバレたのだ。


　そして明日、テンペロン・クローリーは襲おそってくる。


　月光たちにはそれを防ぐ力がない。


「…………」


　つまり、いよいよ大兎の案を採用することになる。《道み程ち》をくぐり、宮阪高校を捨てて別の場所で《預言》に対たい抗こうする。


「じり貧だな……」


　と、彼は自じ嘲ちよう気味に言う。


　そしてそのまま踵きびすを返す。キッチンの、《道み程ち》へと向かおうとする。


　するとリーネが後ろから、


「ど、どこいくの？」


　などと聞いてくる。


　それに月光は答える。


「学校だ」


「でも、学校はテンペロン・クローリーが……」


「襲ってくるんだろう？　問題ない。《軍》は崩壊していない」


「噓ばっかり」


「噓じゃない」


「だいたい、あなたは組織に所属するのが、嫌きらいなんじゃなかったの？　で、《軍》も崩壊させた。鉄くろがね大兎を暴走させて、《軍》は壊かい滅めつ的な打撃を受けた」


　と、そんなところまで情報は漏れているらしい。おまけにこいつは、余計なことを覚えている。


　月光は振り返る。


　コーラを両手でつかんで、深刻な顔をしている彼女に、言う。


「おまえの言う通りだ。俺は命令されるのが嫌いだ」


「じゃあ、やっぱり……」


「そしておまえらの持ってる疑いも、正しい。確かに《軍》は崩壊してる。だが《預言》の話は本当だ。破は滅めつは十九日後に繰くり上がった。いま、それの対処を必死にしている」


「……そんな、そんな戯たわ言ごとを、いきなり信じろって言われても……」


「信じる必要はない。その期待もしていない。だが、おまえらの主に状況は伝えろ。世界は終わる。だが、それを止めてやる。邪じや魔まをするな、と」


　そしてそのまま、月光はその場を立ち去ろうとする。


　それにリーネが、


「ちょ、待ってよ！　い、いきなり私にそんなこと言われても……」


　などと言うが、無視する。


　美雷が横で、


「あ、あ、帰るの？」


　と聞いてくるので、月光はうなずく。


「ああ、帰る。無む駄だな時間を過ごした」


　それにさらにリーネが、


「ちょっと待ってって！　ほんとに明日、全軍であなたのところに攻撃を仕掛けるのよ！」


「…………」


「そしたら月光、絶対に死んじゃうんだよ!?」


　という言葉に、月光は肩かたをすくめて、


「どうせなにもしなければすぐに全員死ぬ。それが明日に早まったところで、驚おどろきもしないな」


　と、笑う。


　そしてそのまま帰ろうとする。


　だが、そこで、


「ふぅん。なーんか、リーネの想おもい人はおもしろい話し方をするわねぇ」


　なんて声が、する。


　声の出所はわからない。まるで頭の中に直接語りかけられるような、声。いや、それは家全体が振しん動どうして放たれているような声で。


「なんだ？」


　と、月光は振ふり向く。


　するとリビングの、ソファの向こうに、いつの間にか一人の少女が立っているのが、見えた。


　背の低い、少女。


　年の頃ころは十三、四くらいだろうか？　おそらくはリーネと、同い年くらい。黒い髪かみ。黒い瞳ひとみ。ころころと楽しそうな顔。


　彼女はこちらを見て、


「あは」


　と、無む邪じや気きな顔で笑う。


　そしてそこで、


「だ、だめ……月光、逃げ……」


　リーネがそう、言いかけたところで言葉が止まる。
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　と同時に、少女の姿が、消える。


　文字通り、見えなくなる。


　そして背後で、


「ぐぁっ」


　と、リーネのうめくような声がする。それに月光は振り返る。


　すると背後に、さっきの少女がいる。リーネの首をつかんで壁に押しつけている。ぐいぐいと締しめ付けるように押しつけている。


「あ、うあ……」


　リーネが苦しそうに、うめく。少女の指が細い首にくいこみ、潰つぶそうとする。


「やめろ」


　そう言って、月光は動こうとした。剣けんを少女に向かって放とうとした。


　だが、その前にペルティが、動く。


「リーネを──」


　放せ！　そう言おうとして、しかしその前に、少女がそっと手を振る。


「邪魔をするな、悪魔」


　とだけ、言う。その手が、ペルティの額にふわりと当たる。


　刹那、


「うあっ」


　という悲鳴とともに、ペルティの首が後方へ跳はねる。体が後ろへ吹ふっ飛ぶ。そしてそのまま廊下を抜ぬけ、玄げん関かんを突つき破って、姿が見えなくなる。


　それに美雷が、


「うわ、すっごおおおおおい！」


　などと言う。


　だが、凄すごいなんてレベルじゃなかった。あんなのをくらったら、人間は一いち撃げきで死んでしまう。いや、悪魔だってただではすまないだろう。


　リーネが吹っ飛んだペルティのほうを見る。泣きそうな顔で見る。だが、声は出ない。首を絞しめられたまま、声を出すことができない。


　そしてそれに、


「…………」


　月光は剣を、止める。


　どうやら目の前の少女は、リーネを殺すつもりはないようだった。殺す気なら、とっくにそうしている。いや、それは月光に対してもそうだった。


　彼女の動きで月光を殺そうと思えば、とっくにそうできていたはずだ。


　だが、それをしない。


　ただ、楽しそうに、嬉うれしそうにこちらに目を向けてくる。


　その無邪気な瞳には、殺気がこもっている。威い圧あつするような色がある。


　そしてそれに、月光は動けなくなってしまいそうに──


「……くそ、洗脳の魔術か!?」


　横にいた美雷の体が、がくがく震ふるえる。床ゆかに膝ひざをつく。


「あ、あ、私は……」


　などと言い出す。


　だがそこで、月光はとっさに、


「祓はらえ、凶剣スペル・エラー！」


　剣を振るう。


　少女が放ってきた洗脳の魔術を、祓う。


　それで威い圧あつ感かんが消える。


　殺気が消える。


　体の自由が戻もどってくる。


「あれっ……あれ、私いま、なにしてたんだろ」


　などと美雷が言うが、もう無視する。


　それに構っていられるほど、月光には余よ裕ゆうがなかった。なにせいま、目の前にいるのはとんでもないバケモノなのだ。


　見た目はかわいらしい、人間の少女のような姿をしているのに、その力はとても人間のものには見えなくて。


　月光は、少女をにらむ。


「……何者だ？」


　すると少女はにこにこと言う。


「さてさて、誰だれでしょう？」


「少なくとも、人間じゃないな」


　それにまた、少女は笑う。楽しそうに笑う。


「一応、アンナっていう、人間の名前がついてるんだけどね～」


　などと言う。


　そしてその、アンナという名前に月光は思わず顔を歪ゆがめそうになる。


　その名前を、知っていたから。


　それは、《軍》の中の資料を閲えつ覧らんしているときに出てきた名前だった。


《魔女たちの園テンペロン・クローリー》に所属している魔女たちの中でも、最も大きな力を持った、女王の名前。


　この数千年、ずっとテンペロン・クローリーに君臨し続けているといわれている、バケモノの名前だ。


　それに月光は、言った。


「何千年も生きている老害が、人だと？　馬ば鹿かも休み休み言え」


　するとそれに、アンナはまた笑う。


「ああ、私のこと知ってるんだ」


「俺を誰だと思ってる？」


「誰？」


「天才だ」


「あはぁ……やっぱりおもしろいわねぇ……東の天てん魔まが選んだ鴉からすは」


　と、そんなことまで知っているらしい。


　それに月光は、少女を見つめる。剣を下ろす。そして言う。


「《天魔》を知ってるのか？」


　するとアンナが答える。


「じゃあさっきのあなたの言葉を、そのまま返しましょう。私を誰だと思ってるの？」


「…………」


「まあでも、東の魔については噂うわさしか知らないけれど。私が近しくしていたのは、北の魔だから」


　それに月光は、目を細める。西の魔、北の魔、南の魔が、よってたかって東の魔を襲おそって殺したのは、ついこの間のことのはずだった。


　だが、東の魔が一番大きな力を持っており、深くまで《預言》が読めていたのだという。


　つまり、


「二流は二流と知り合いだというのを、証明しにきたのか？」


　と、月光が言うと、アンナは笑う。


「あはは。本当にあなたはおもしろいなぁ」


「俺はおまえと話してもおもしろくないが」


「そう？」


「ああ」


「でも、聞きたいことがたくさんあるでしょう？」


「ないな」


「またまた」


「ない。というよりも、おまえが俺に話があるんだろう？　十九日後のことを俺たちから聞いて、震えたか？」


「…………」


「で、助かる方法を教えてほしいと、《軍》に懇こん願がんしにきたか？」


　という言葉に、アンナはこちらを、見つめてくる。


　まっすぐ見つめてくる。


　その目はまるで、値ね踏ぶみしているような、月光の価値や、中身を計っているような目で。


　そしてアンナは、


「いえ、私がここにきたのは、たった一人で《預言》に挑いどんでる馬鹿の顔を見にきたのよ」


　などと言う。それに月光はなにかを言おうとするが、しかしそれを遮さえぎって、


「もう、《軍》のことについての調べは終わってる。《軍》は崩ほう壊かいしてる。私たちの攻こう撃げきを防ぐことは、あなたたちにはできない」


　アンナはそう言う。


　それに月光は、


「……ああ……それは事実だな」


　と、あっさりうなずいた。


　するとアンナもうなずき、


「じゃあ、あなたたちは終わりじゃない」


　と言う。


　それに月光は答える。


「なら、攻撃してくればいい。俺たちを殺せ。そんなことをしても、どうせ十九日後にはおまえらも死ぬ。それでいいなら、殺せ」


　するとアンナはこちらを馬鹿にするように笑って、言う。


「その言いようだと、まるであなたを生かしたら破は滅めつを防げるみたいに聞こえ……」


　が、月光は遮って、自信満々に言う。


「ああ、防げる」


「…………」


　それで、アンナは黙だまる。


　その彼女に向かって、月光は言う。


「俺を生かせば、すべての問題が解決する。だからもう、邪じや魔まするな」


「…………」


「話は以上か？　なら俺はいくぞ。老害の余生につきあうほど、俺は暇ひまじゃない」


　と、踵きびすを返そうとする。


　だがそこで、アンナがまた、笑う。そして、


「いやー、《預言》でこのシーン見てたけど、ほんとにこんな馬鹿なこと言い出す奴やつが、いるんだ……」


　などと言ってくる。


　どうやらこいつはもう、この状じよう況きようを《預言》で見ているようだった。


　それからこちらを見つめ、聞いてくる。


「あなた、いまの言葉、本気で言ってるの？」


　その問いに、月光は言う。


「《預言》を塗ぬり替かえて、破滅を防ぐという話か？」


「ええ」


「当然だ」


「当然か。《預言》を書き換かえられた人間なんていままで存在してないのに、どうしてそんな自信満々に言えるんだろ」


　という馬鹿な問いに、月光は答える。


「天才だからだ」


　するとアンナはうなずき、


「つまり馬鹿ってことね」


　と、言う。


　それに、月光はにやりと笑う。腰こしの剣けんをくるんっと回し、腰の鞘さやに収めて、


「……少なくとも、くだらないことを賢さかしげに考えて、恐きよう怖ふで前に進めない奴らよりはマシだろう？」


　するとそれに、アンナは微笑ほほえむ。それから首を絞しめつけていたリーネのほうを見て、言う。


「まあ、男は馬鹿なほうが魅み力りよく的よねぇ……ねぇリーネ、私この子のこと、気に入っちゃった。私にくれない？」


　なんて言う。


　それにリーネの顔が困ったように歪むが、しかし月光は答える。


「はっ、老人には興味がない」


　それにアンナはこちらを向く。手を広げ、自分の体を見るようにして、


「あれぇ、私細さい胞ぼうの動きを止めてるから、肉体の年ねん齢れいは若いはずなん……」


　と、言いかけ、それからなぜか、彼女は月光の横にいる、美雷のほうを見る。じろじろと小さな美雷を見下ろし、


「ああ、そうか、あなたロリコン……」


「殺すぞ！」


　と、月光が怒ど鳴なると、横から美雷が聞いてくる。


「ねねねね、ゲッコー、結局いま、どうなってるの？」


　だがそれは、月光にもわからなかった。


　この、アンナとかいう少女の言葉の真意は、まるで見えなかった。こいつがいったい、ここになにしにきたのかが、わからない。


　だからその疑問を、そのまま聞いた。


「いったいおまえは、なにをしにきた？」


　するとアンナは答える。


「状況を話しに」


「なんの？」


「いまのよ」


「だからなんのだ？」


　それに、アンナは答える。


「私が見た《預言》では、テンペロン・クローリーはあと三日で消しよう滅めつする」


「あ？」


　と、あまりに急な話に月光はそんな声を上げるが、アンナは気にせず続ける。


「敵が誰だれなのかはわからないんだけど、よくわからない奴らに攻撃されて、テンペロン・クローリーはぼろぼろになる。で、さらに私は殺される。そしたらきっと、テンペロン・クローリーは消滅するわ」


　と、それにリーネの目が大きく開く。どうやら初耳だったようで、驚おどろいたような顔をしている。


　さらにアンナが言う。こちらを見つめ、


「あなたのその、顔。私たちがどうなるか、読んでないの？」


　と聞いてくる。


　それに月光は、答える。


「《預言》は……」


　するとすぐにアンナはうなずく。


「ええ、他人の《預言》を読むのは、ひどく難しい。私の力を以もってしても、私の周辺の出来事しか見えない。おまけに私が殺される《預言》が見えたのは、つい昨日のことだし……たぶんなにかのルートが分ぶん岐きしたんでしょうけど」


　などと言う。そのまま彼女はこちらを見つめ、


「でも、私たちは、滅ほろぶ。少なくとも私は死ぬ──」


「なっ」


　と、首を絞められたままのリーネが声を上げるが、やはり無視してアンナは言う。


「だから十九日後のことは私、見れないのよねぇ。死んでるから、未来の予言が、読めない」


「…………」


「さらに私が飼ってる魔女たちでは、《軍》や《天てん魔ま》ほど深いスクデュルまで読める者がいない。いま、うちの子たちに《預言》を読ませても、三日後にテンペロン・クローリーが攻撃を受ける未来を見ることすらできなかった。つまり正しい未来が見えてない」


「…………」


「だから、確かく認にんにきたのよ。本当に《預言》には、十九日後の滅めつ亡ぼうが書かれているのか──」


　そしてその問いに、月光はアンナを見る。


　するとその、月光の瞳ひとみを見ただけで、アンナはうなずく。


「……ああ、やっぱり本当なのね」


「…………」


「それは、困ったなぁ」


「だから邪魔するなと言っている」


　それに、アンナはリーネを放す。するとリーネが廊ろう下かに落ちる。


「がはっ、うあ、あ」


　首を絞められていたのに、咳せき込む。


　だがやはり無視で、アンナが言う。


「じゃあ、邪魔をしないで、協力しましょう。私たちテンペロン・クローリーはいまから全面的に、あなたの傘さん下かに入る。うちの魔女たちを使ってくれるかしら？」


　それにリーネが顔を上げて、言う。


「ちょ、女王陛下、それは……」


　が、アンナはそれに微笑んで、リーネを見下ろす。そして、笑う。


「なぁに？　大好きな月光くんの奴ど隷れいになるのが、あなたの夢だったんでしょう？」


　途と端たん、リーネが顔を真っ赤にして、


「な、な、なにを言ってるんですか!?」


　と叫さけぶ。


　続いてなぜか美雷が、


「え、え、あの子、ゲッコーのこと好きなの？　そうなの？」


　と、驚いたように反応する。珍めずらしくちょっとうろたえたような顔になる。


　だが、完全に驚くことを間ま違ちがえている。いま、目の前ではとんでもない出来事が起きているのだ。


　あまりに急展開すぎて、ついていけなくなりそうなほどの提案が持ちかけられていて、それについて月光は、考えなければならない。


　この、目の前の状況が、罠わなか、それとも違うのかを。


「…………」


　が、それにもアンナは先回りする。


「別にすぐに決断しなくていいわよ。結論は、明日あしたでいい。でも三日は待たない。三日たったら、テンペロン・クローリーは襲おそわれて消滅しちゃうから」


「…………」


「だからその前に、決めて。うちの魔女たちを引き取って保護するか、それとも断るか」


　その提案に、月光は聞く。


「もし断ったら、どうする？」


「あは、度量の小さい男だなぁって思ってあげる」


「ちゃんと答えろ」


　それに、アンナはこちらを見て、言う。


「別にそれでも、いい。どちらにせよテンペロン・クローリーは解散するから。それでも私のところに残っちゃう魔女たちは、一いつ緒しよに襲われて死んじゃうんだけどね……」


　と、少し悲しそうな顔で、彼女はそう言う。どうやらこいつは、本気で月光の傘下に入る提案をしてきているようだった。


　この顔が、演技じゃなければ、だが。


　月光はさらに、聞く。


「罠じゃない証しよう拠こは？」


「ちょっと、質問ばっかりしないであなたも自分の《預言》を読みなさいよ。あなたの見てる《預言》には、なんて書いてあるの？　テンペロン・クローリーの魔女たちは、出てこないの？」


　という問いに、月光は顔をしかめる。


　なぜなら自分が見た《預言》には、テンペロン・クローリーの魔女たちは、まるで出てこなかったから。


　彼が見た《預言》はずっと、破は滅めつに怯おびえて、必死に対応しようとしているものばかりで。


　いや、それは日向や、黒守が見たものも、そうだったはずだ。テンペロン・クローリーについては、まるで出てこなかった。


　それに《預言》は、自分が見たい場所を、自由に見れるわけではないのだ。だから、明日から数日間の情報には、アクセスできていなかった。


　破滅がくるまで自分が生きている、ということはわかっているのだが。


　なぜなら破滅を、月光は宮阪高校の中で迎むかえる、という映像は見ているから、明日に行われるはずだった、テンペロン・クローリーからの襲しゆう撃げきは、なにかしらの方法でしのいでいた、ということはわかっていて。


「…………」


　そしておそらくは、いま、その襲撃を防いだ方法が、目の前に展開されているのだろう。


　アンナは《預言》を読んでいて、自分たちの組織が誰かに襲撃され、崩ほう壊かいすることを知った。で、その前に月光に助けを求め、魔女たちを引き取ってくれと頼たのみにきた。


　で、無事に宮阪高校は壊かい滅めつすることなく、いまから三日間を乗り切る──と。


　月光はその《預言》が読めていなかったが、未来が続いていたのは、そういう展開だったのだ。


　だが、魔女を受け入れたのかどうなのかは、わからなかった。少なくともその《預言》は読んでいないのだ。おまけに、月光が見た未来には、魔女はまるで出てこない。


　それはつまり──


　とそこで、アンネが眉まゆ根ねをひそめて、


「これは、本当に困った。あなたの《預言》に魔女が出てこないとすると──私たちは皆みな殺ごろしにされるのかしら……」


　それに月光は、聞く。


「おまえの《預言》では、俺はなんと答えた？　おまえらを受け入れたのか？」


　するとアンナは困ったように言う。


「……それが、テンペロン・クローリーの消滅が出てくるスクデュルは、私じゃ入るのがぎりぎりの深さで、いまいちはっきり見れてないのよねぇ」


「この無能が」


「あ、それ言われたのははっきり見たんだけどねぇ」


　と、アンナは笑う。


　だがまるで楽しくない。


　いまの話では、リーネを含ふくむ、魔女たちは皆殺しになるのだ。いままでは自分たちがテンペロン・クローリーに襲われて殺される心配をしていたのに、急に立場が変わってしまった。


　とそこで、月光は美雷のほうを見て、言う。


「おい美雷」


「なにー？」


「携けい帯たいを貸せ」


「えと、えと、んと」


　と、彼女はスカートのポケットをまさぐる。まさぐる。まさぐりながらだんだん顔色を青くして、


「あ、あの、えと、ちゃんと携帯持ってよーって思ったんだけど……ゲッコーの言いつけ守ろうと思ったんだけど……あの、生徒会室に忘れ……」


「ああ、もういい」


　と、ため息をつく。


　日向に連れん絡らくして、あいつが見たテンペロン・クローリーについての《預言》を聞こうと思ったのだが、しかし、聞いたところで無む駄だだろうと、思い直す。


　テンペロン・クローリーがこんな交こう渉しようを持ちかけてくると知っていれば、日向はあんなに必死に、テンペロン・クローリー対策をしないはずだ。つまり、あいつにもすべての状じよう況きようは、見えていないのだ。


　そしてそれは、


「…………」


　いま、ここでテンペロン・クローリーの力を受け入れ、それを日向には伝えないとすれば、どうなる？


　こそこそと月光に喰くわれようと画策しているあの馬ば鹿かへの牽けん制せいになるんじゃないか？　なんてことを、考える。


　どちらにせよ、いまはどんな勢力の助けも、必要だった。


　なにせ《預言》を塗ぬり替かえる必要があるのだ。


　誰だれも手を出すことができなかった《預言》を──


　あの、世界第一位の魔ま術じゆつ組織だった《軍》ですらどうにもできなかった《預言》を、あとたった十九日でなんとかしなければならないのだ。


　なら、いまここで、こいつらの申し出は受けるべきだ。


　それになにより、


「…………」


　と、月光は目を細める。それからリーネを見下ろして、思う。


　こいつらは、放ほうっておけば死んでしまうかもしれないのだ。誰かに襲われて、壊滅してしまうかもしれないのだ。


　テンペロン・クローリーほどの組織を潰つぶせる奴やつらというのがいったい、何者なのかはわからないが、しかしとにかく。


「…………」


　放っておけば、こいつらは死ぬ。


《預言》にはそう、書かれているのだという。なら、助ける必要がある。一つでも《預言》に逆らうことに成功すれば、なにかが変わるかもしれないから。


　だから、


「……いいだろう。おまえらを救ってやる」


　と、月光は言う。


　するとアンナは少しだけ安あん堵どしたような顔で、


「そう。それはよかった。これで死ぬ前に抱かかえてた心配を、一つ減らすことが……」


　が、それを月光は遮さえぎる。


　アンナを見つめ、


「いや、おまえも死なさない。《預言》におまえが死ぬと書かれているのなら、まずはおまえの保護を行う」


「へ？」


「《預言》ではおまえはどこで死んだ？　ドイツか？　なら、いまからおまえを異界に送る。誰も侵しん入にゆうできない、遠い遠い異界へ、監かん禁きんする。とりあえず三日、そこでおとなしくしていろ。そうしたら一つ、《預言》を裏切れる。ついてこい」


　と、月光は言う。踵きびすを返す。キッチンへと向かう。


　それに、アンナが言う。


「まさか、私も守るっていうの？」


「当然だ」


「私より、弱いくせに？」


「んぁ？　勝負してみるか？」


　と、月光は腰こしの剣けんに手をかける。


　正直、勝てる気はしない。さっきのこいつの動きは、異常だった。日向が使うアイヴィィや、力を暴走させた大兎レベルの強さだ。


　だがそれでも、


「さあこいよ。殴なぐって奴ど隷れいにしてやる。で、気が済んだら俺に従え。俺は決して、手て駒ごまの死を許さない」


　と、月光は言う。


　そしてそれに、アンナはしばらくこちらを見つめ、それから床ゆかに座ったままのリーネを見下ろし、


「これは……あんたや《東の魔》が、惚ほれ込むわけだ……」


　などと言う。


　だがそれを無視して月光は歩き出す。キッチンへ入り、開きっぱなしの《道み程ち》をくぐって、生徒会室へと入る。


　一いつ瞬しゆんだけ、心の奥に疑念が浮うかぶ。


　もしもアンナの言ってることがすべて噓うそなら、終わりだな、と、思う。


　いま、宮阪高校に張っている結界は、外側からの攻こう撃げきには強いが、内側に入られてしまうと、ひどく弱いのだ。


　しかしいま、敵の中でも最も凶きよう悪あくな力を持った相手を、生徒会室へと引き入れようとしている。もしもこいつが噓つきで──というよりも、たいていの場合、ほとんどの奴らが噓つきだが──それでもこいつが言っていることがすべて、月光を騙だますための演技だったのなら、ここで終わる。


　なにもかもが終わる。


　だが、月光は、


「…………」


《道み程ち》を、閉じない。


　生徒会室へと入り、アンナが入ってくるのを、待つ。


　いま、生徒会室には誰もいなかった。大兎には、生徒会室で待機するように言ってあったはずなのだが、


「あの馬鹿が、まるで言うことをきかんな」


　と、はき捨てるように、言う。


　大兎がいればまだ、アンナが突とつ然ぜん態度を豹ひよう変へんさせて襲おそってきても、対応することもできたのだが。


　しかし、それもできない。


「もどったぁ～！」


　と、声がする。


　美雷がまるで緊きん張ちよう感かんのない顔で生徒会室へと戻もどってくる。それから机を指さし、


「あ、あ、それそれ！」


　と言う。


　その指でさしたほうを見ると、テーブルの上に美雷に渡わたしてあるはずの携帯が置かれていて。彼女はほらあったでしょ？　と言わんばかりの顔で、


「んねー！」


「ねーじゃないっ！」


　と、月光は怒ど鳴なる。


　すると美雷はびくっと震ふるえ、それから携帯をつかみ、


「はいこれ～」


　と、いまさら携帯を貸そうとしてくる。それに月光は、どうしようか考える。日向や黒守に連絡するか、それともしばらくは、テンペロン・クローリー問題が終結したことを、伏ふせるか。


　伏せる意味は、あるはずだった。少なくとも、ここにいる者たちの間だけでアンナを異界に送ったことを伏せておけば、その、三日後にくるという正体不明の敵に、アンナの居場所がばれる可能性は減るはずだった。


　まあ、


「あいつが俺を信じて、ここにくれば、だが」


　と、《道み程ち》の向こうを見る。


《道み程ち》は自宅のキッチンに繫つながっている。


　そしてそこに、アンナが姿を現す。《道み程ち》をぐるりと見回し、それからこちらに、入ってくる。


　そして言う。


「ああ、すごい。もう崩ほう壊かいしちゃってるとはいえ、《軍》の中ちゆう枢すうにくるだなんて」


　それに月光は聞いた。


「リーネは？」


「あの子には、連絡役を任せた。テンペロン・クローリーは解散して、主要なメンバーにはあなたの軍門に降くだるよう、伝えさせる」


「そうか」


「ええ」


「じゃあ、もういけ。おまえを隔かく離りする」


「って、どこへ……」


　が、月光は言う。


「閉じろ。開け」


　それで生徒会室の壁かべに開いた次元の歪ゆがみが閉じ、それからすぐに開く。


　開いたさきは、月光が知る限り最もこの世界から遠い、さらに閉へい鎖さされた空間だった。そこはかつて、《軍》の実験に使われていた場所。


　外部からの侵入を決して許さない場所。


　月光は開いた先を見る。


　すると歪みの先には、海があった。さらに海の家があった。


　例の、月光たちが夏休みを過ごした場所だ。


　それをアンナは見て、


「なにこれ」


　と、言う。


　それに月光は答える。


「海だ」


「見ればわかるけど……」


「言っとくが、地球じゃな……」


「わかるわよ、見れば。なによこれって言ったのは、なにこの気持ち悪い世界ってこと。信じられないくらい、結界が張り巡めぐらされてる」


　それに月光は、答える。


「崩壊した《軍》が残した、遺物の一つだ。さあもうさっさといけ。オレは忙いそがしいんだ」


　というと、アンナはこちらを振ふり返り、


「一いつ緒しよにいかない？　リーネに怒おこられちゃうような、楽しいことしてあげるわよ？」


　などと言ってくる。


　それに月光はうんざりしたような顔で、


「興味な……」


　と、言いかけたところで、美雷が興きよう味み津しん々しんな顔で叫さけぶ。


「楽しいことってなにー！」


　などと言って、それにアンナが言う。


「あなたが毎日、月光くんとしてることよ」


「なになに？」


「あれ、それにも心当たりない？　ええと、じゃあ、ちょっときて」


　なんて、言う。それに美雷がひょこひょこアンナのそばにいく。するとアンナが美雷の耳元になにかこそこそ言う。


　瞬間、


「そ、そんなことしてないもぉおおおおおおおん！」


　美雷が大声で叫ぶ。


　そのままこちらを見る。


　顔が真っ赤になる。


　はうはう言ったり、ウーウー言い始め、最後には、


「うわああああああ！」


　と耳を押さえて部屋を飛び出していく。


　それに月光はあきれたようにアンナを見て、言う。


「おまえはいったい、なにが目的なんだ？」


　するとアンナは笑う。


「あは、だって《預言》じゃ私、死んじゃうから、だからこの世の終わりに少しぐらい楽しんでもいいかなぁって思って。どう？　相手してくれない？」


「興味ないと言ってる。それにおまえは死なない」
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「そうかな」


「ああ。俺が死なせない」


　と、月光は言う。


　すると楽しげにアンナはこちら見つめ、


「そうかぁ」


　と、うなずく。それから、


「じゃ、三日たったら相手してもらおうかなぁ」


「いいから早くいけ」


「あははは、照れちゃって、子供はかわいいなぁ」


　なんてへらへら笑いながら、三千年は生きているといわれている魔ま女じよは、次元の歪みをくぐる。海のほうへといく。


　それを確かく認にんしてから、


「……そこでおとなしくしてろ。一日一回は様子を見にいってやる」


「じゃあそのときに少し……」


「うるさい。閉じろ」


「あは♪」


　とそこで、《道み程ち》が閉じる。


　異次元の向こうに、アンナの声が消える。


　と、同時に、


「あれ、月光いたのかよ」


　なんて声が、背後でする。


　大兎の声だ。


　月光はそれを振り返る。すると生徒会室の入り口に大兎と、その腕うでにからみつくようにして嬉うれしそうな顔をしている、色ぼけ魔女がいる。


　それを見て、月光はうんざりと呟つぶやく。


「今日は魔女だらけだな……」


「んぁ？　どゆこと？」


　と大兎が聞いてくるが、月光は無視する。そのままいつもの自分の席に座り、


「はぁ、疲つかれた」


　とため息をつく。


　そしてさらに、


「おーおー、月光ぽん、戻ったんだ。ところでさっき美雷ちんとすれ違ちがったんだけど、すっごい顔真っ赤だったよ？」


　なんて言いながら、金きん髪ぱつミニスカート女の泉が現れる。さらに泉は楽しげに、


「もーしーかーしーてー、な──んか月光ぽん、エッチぃこととかしちゃったりなんかしちゃったのかなー？　泉おじさんにそのへんをちょっと話してみなされ。さあみなされ」


　などと言ってくるが、うるさいので無視する。


　するとそこでさらに、日向やセルジュ、ハスガもわらわらと集まってきて。


　そこで大兎が、


「お、なんか一気にみんな集まったなぁ……じゃ、始める？」


　などと言う。


　そしてなにを始めるのかはもう、月光にもわかっている。明日、襲おそってくるはずだったテンペロン・クローリーに対してどうするかを、話し合うのだ。


　というよりも、いまのままではどうにもならないはずだった。いまの《軍》が崩壊してしまっている状じよう況きようでは、テンペロン・クローリーの総攻こう撃げきにはとてもじゃないが、耐たえられないはずで。


　そこでハスガが言う。


「やっぱ、大兎の案を採用するしかないんじゃねぇか？」


　それに大兎が、


「ええと、俺の案って、なんだっけ？」


　などと言う。こいつは今日まで暴走して死にかけていたので、記き憶おくがないようだった。


　それに泉が、ちょっとだけ心配したような顔で大兎に聞く。


「あの、大兎っち」


「ん？」


「体大だい丈じよう夫ぶ？」


「あー、どうかな。元気は元気なんだけど……えーと、左ひだり腕うでが重い気がする」


　なんて、ちょっとだけ深刻そうな顔で言う。


　ちなみに大兎の左腕にはヒメアが抱だきついてしまっているから重いのだが。


　それに泉と、セルジュ、ハスガが、そちらを見て、笑う。


「…………」


　そして、そんなどうでもいい光景を月光は見つめ、それから伝える。


「テンペロン・クローリーについては、俺のほうで対処が終わった。もう心配いらない」


　瞬間、ハスガが驚おどろいたような顔で、


「はぁ？　対処が終わったって、いったい……」


　が、それに月光は、答える。なるべく説明が短く、簡潔になるように言う。そうじゃなくても、時間はないのだ。直近のテンペロン・クローリー問題はなくなったとはいえ、十九日後には世界は消える。さらに、テンペロン・クローリーも何者かに襲われる可能性がある。その何者かから、守ってやる必要がある。


　だから、月光は簡単に言った。


「奴やつらも《預言》を見たらしい。十九日後について、知っていた。さらに俺たちが送った書簡の内容も、独自のルートで確認したそうだ。今後は俺たちに、全面的に協力すると言ってき……」


「って、なんでそんな重要な情報、俺らに速く教えないんだよ！」


　と、ハスガが怒ど鳴なる。


　そしてそのハスガのほうを見て、月光は言う。


「さっき電話があったばかりだ」


「え、あ、さっき？　っていつだよ」


「五分前か」


「あ、ああ、そうか」


「そうだ」


「じゃあしょうがないか」


「ああ、しょうがない。なのに怒鳴ってしまってすみませんでしたと言え」


「ああ!?」


「まあ馬ば鹿かに付き合っていても仕方ないから、話を進めるが」


「っておまえ、殺すぞ！」


　と怒鳴ってくるが、月光は無視する。


　するとセルジュが言ってくる。こちらに手を上げて、


「えーと、全面的に協力ってことは、とりあえず僕、西アリア女学院に作られてるテンペロン・クローリーの拠きよ点てんに、挨あい拶さつにいったほうがいいってことでしょうか？」


　という言葉に、月光は言う。


「おまえはだめだ」


「えー、久しぶりに西アリアの子たちと遊ぼうと思ったのに」


　などと馬鹿なことを言うナンパエルフは放ほうっておいて、月光は命じる。


「大兎とサイトヒメア、それに泉にいかせる。なんでも奴らは三日後に敵に襲われて崩ほう壊かいする、という《預言》を見たそうだ。だから同盟を提案してきた。きちんと保護できるように、話し合ってこい」


　と、言う。


　そしてそれに、日向が反応する。


「敵？　って、《教会》のこと？」


「違うらしい」


「いまのこの世界で、《教会》以外にテンペロン・クローリーをどうにかできるような組織は考えられないんだけど」


　それに月光は日向を見て、言う。


「正体不明の敵に、潰つぶされる《預言》を見たと言っていた」


「誰だれが？」


「エキドナの娘むすめだ」


　と、月光は答える。


　それが、アンナの別名だった。


　三千年前、魔女たちの生みの親であるエキドナという化物から直接魔術を伝えられたのがアンナだ、というのが、テンペロン・クローリーの成り立ちということになっているのだが。


　しかしそれも、いまはどうでもいい。


　日向の眉まゆが少しだけ上がる。


「兄さんは、アンナとしゃべったのか」


「ああ」


「なんだって？」


「いま、言ったとおりだ」


「で、まさかそのまま信じたわけじゃないよね？」


　という言葉に、月光は言う。


「おまえが言いたいことはわかる。罠わなじゃないか？　なんでそんなに簡単に信じるんだ？　もしくは、洗脳の魔術をかけられたんじゃないか？　そんなところだろう？　だがそのへんはもういい。解決してる」


「だけど」


「それでも心配なら、おまえがお得意の、《預言》を見ろよ。未来で、俺はテンペロン・クローリーに、殺されたか？」


「…………」


「おまえの見た《預言》では、俺は殺されないまま、十九日後まで生きてたんだろう？　それが答えだ。テンペロン・クローリー問題はもう、解決した。だが、今度は保護する必要が出てきた。《軍》が崩壊したいま、奴らの戦力は有用だ。今後利用していくためにも、奴らを守る」


　と、言う。


　そしてそれに、日向はしばらく考えるような顔になってから、言う。


「……わかった。でもすごいな。テンペロン・クローリーを止めたのは、兄さんだったのか」


「俺はいつも凄すごいからな」


「ははは」


　と、日向が渇かわいた笑い声を漏もらす。


　それにさらに泉が、


「ははは」


　と、日向のまねをしたような声で楽しげに笑ってきて、月光は顔をしかめる。


　だがとにかく、話は進んだ。状況も進んだ。さらに《預言》に対たい抗こうするような行動も、とることができた。


　アンナはドイツで殺される。


　だが、それを守り切れればまた、《預言》は塗ぬり替かえられ、分ぶん岐きすることになる。もちろんそれが、十九日後の破は滅めつの回かい避ひにつながるかはわからないが。
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　とにかく、


「状況は、そうなった。テンペロン・クローリーを保護するぞ。他ほかになにか言いたいことはあるか？」


　と、言う。


　するとそれに、大兎と泉が同時に手を上げる。


　月光はそれを見て、


「却きやつ下か」


『ってなんでぇええええ！』


　と、二人が叫さけぶ。


　それを遮さえぎって、


「もしくは、有益な話じゃなければ殺す」


　と、月光が言うと、それに大兎と泉が顔を見合わせ、どっちから話す？　というようなアイコンタクトをする。


　すると泉が、


「あー、私はそのぉ、ちょっと暗い話かもだから、大兎っちが先でいいよ」


　などと、言う。


　瞬しゆん間かん、なぜかヒメアが反応したのが、目に入る。大兎にしか興味のないイロボケ魔ま女じよが、珍めずらしく他人を心配するような目でちらりと泉のほうを見たのに気づいて、


「…………」


　月光は目で、泉のほうを見ようとする。


　しかしそこで、大兎が言う。


「あ、でも俺も、あとでいいや。ってか、けっこう重要な話だから、黒守先生も揃そろってからのほうがいいし」


　という言葉に、月光は聞く。


「重要な話？」


「うん」


「いったい、なんの話だ？」


　と、聞く。


　するとそれに、大兎が答える。


「いや、まあ、話せばちょっと長くなるんだけどさ」


「ふむ」


「エデルカの主あるじからもらった情報のこととか、あと、頭の中に残ってる、妙みような女の子の声の、アドバイスとか……でもま、それも黒守先生がきてからで」


　と、大兎は言った。


　それに月光は、うなずく。確かに、以前にエデルカの主から大兎がもらったという力や情報の話は、なかなか有益な話になりそうだった。なら、それは黒守がそろってからでもいいかもしれない。


　だから月光は、泉のほうを向いて、聞いた。


「じゃあおまえは……」


　が、彼女はそれを遮って、両手を上げる。


「じゃあ私も黒守先生が戻もどってから～」


「うん？　そんなに重要な話なのか？」


「んーと、何度も話すことでも、ないしねぇ」


　と、泉はまた、へらへら笑う。しかしなぜかそれが、ちょっとだけ悲しげな顔に見える。


　そしてそれに、


「ふむ。まあいいが……美雷もいないしな。じゃあ二人を呼ぶか」


　と、月光は美雷と黒守を呼ぼうとする。だがいま、彼が持っている携けい帯たいは美雷から借りたものなので、


「……ああ、くそ。美雷は携帯を持ってないのか」


　そう呟つぶやく。つまりあの馬鹿にはいま、連れん絡らくがつかない、ということになる。まあ、といっても話し合いに美雷が必要とも思えないが。


　月光は携帯から、黒守の名前を探す。押す。するとすぐに繫つながる。


「俺だ」


　というと、携帯の向こうから黒守が答える。


『はい、なんでしょう？』


「緊きん急きゆう会議をする。生徒会室にこい」


『ああ、わかりました。何時までにいきましょうか？』


「いますぐだ」


『すぐ？　わかりました。じゃあ、五分ほどしたら……』


「二分でこい」


　と言って、月光は携帯を切った。


　それから美雷の携帯をくるんっと手の中で回す。


　もう一度泉のほうを見る。


　彼女はやはり、にこにこ笑っている。


　その彼女に、言う。


「二分でくるそうだ」


「そかー」


「美雷も呼ぶか？」


　と、言う。彼女がなにを話したいのかがいまいち見えないので、美雷が必要かどうかを、聞く。


　すると泉はにっこり笑ってこちらを見て、言う。


「んと、美雷ちゃんには、聞かせなくてもいいかな」


「そうか」


「うん」


「よし」


　と、月光はうなずく。そしてほんの少しだけ泉のほうを見つめ、それから、


「…………」


　黙だまる。


　そして生徒会室にかけられている時計を見る。


　時刻は、七時十五分。


　世界の滅めつ亡ぼうまでは、十九日。


　テンペロン・クローリー襲しゆう撃げき問題はなんとか乗り切ったが、しかしもう、この八日間は、全員がいつ死んでもおかしくないほどの綱つな渡わたりが続いていて。


　しかし、一人も欠けることなく、なんとか乗り切れていて──


「…………」


　おまえらがいなきゃ、ここまでくるのも無理だったな、などと、らしくない言葉が頭に浮うかんでしまって。


「……ああ、疲つかれてるな」


　と、月光は頭を押さえた。


　美雷はまだ、戻らない。


　黒守もこない。


　泉がポテトチップスを食べ始め、セルジュとハスガが雑談を始め。


　色ぼけと大兎がいちゃつき始める。


　日向はやはり、友達がいない。


　そしてそれを月光は見つめ──ほんの少し前の、《預言》のことをまだ、知らなかったころの生徒会室のような光景を見つめ。


「…………」


　しかしそれに彼はもう、なにも言わなかった。












　プロローグ　ダンスダンスダンス







　海と、砂すな浜はま。


　それに海の家。


　その世界にあるのは、それだけだった。


　異常なまでにそれ以外、なにもない世界。


　自然による音や、気配といったものがまるで存在しない。


　そしてその、なにもない世界にアンナは一人で立っている。


　つまらなそうに海を眺ながめながら、


「三日……ここに一人で三日ね」


　と、呟く。


「すっごい、退たい屈くつ」


　と、笑う。


　それからさっきの、リーネが恋こいしている男のことについて、思い出す。


　あきらかに実力が足りていないくせに、おまけに余よ裕ゆうがなくて誰だれよりも必死なくせに、まるで《預言》に屈くつしようとしない月げつ光こうとかいう名の男を思い出す。


「あの子、おもしろかったなぁ。なんであんなに天あまの邪じや鬼くになれるんだろ」


　アンナはそう言って、けらけら笑う。


　それから空を見上げる。


　太陽は動いていない。おそらくここは、時間も止まっている。


「《軍》の、実験場だったのかな」


　これに似た場所を、アンナもテンペロン・クローリーの中に、持っていた。


　完全な閉へい鎖さ空間。


　罪人を監かん禁きんするときに、よく使った。


　確かにここなら、誰にも襲おそわれることはないだろう。というよりも、仕組み上、特定の入り口からしかここは出入りができないようになっているのだ。そしてその入り口を潰つぶしてしまうと、おそらくはもう、ここから出ることはできなくなってしまう。


　つまりここに三日いれば、《預言》を覆くつがえすことができる可能性が──


「…………」


　と、そこまで考えたところで、しかし、アンナは思考を止める。


　なぜなら、気配を感じたから。


　閉鎖空間では決して感じるはずのない、気配。いや、殺気のようなものを、感じてしまった。


　それにアンナは、振ふり返る。


　するとそこには、いつの間にか数十人の魔ま導どう兵へいがいる。そしてそのローブと甲かつ冑ちゆうのような戦せん闘とう服を着ている姿は、どうやら《教会》に所属している魔導兵たちのようだった。その戦闘服を、以前に少しだけ《教会》と小こ競ぜり合いをしたときに、アンナは見たことがあった。


　だからそれに、彼女は笑えみを浮かべ、


「あらあら、なにそれ。なんでこの閉鎖空間に、《教会》の兵がいるのかしら？」


　と、言う。


　そしてその間にも、敵兵の数はどんどん、増えている。どうやら砂浜の真ん中に次元の歪ゆがみがあるようで、そこからどんどん、こちらに魔導兵たちが入ってきているみたいだった。


　その、《教会》の魔導兵の姿を見つめ、


「……でも、やっぱり私を殺しにくるのは、《教会》の奴やつらだったのかぁ……まあ、ねぇ、テンペロン・クローリーに対たい抗こうできるような組織って、《軍》が崩ほう壊かいしたいま、《教会》以外にないもんねぇ」


　と、言う。


　するとそこで、魔導兵たちが一いつ斉せいに魔法を唱え始める。その魔法の発動速度は、遅おそい。使おうとしている魔法も、弱い。


　それにアンナは笑い、


「でも、あんたたちレベルに殺されるほど、私は甘くないのよねぇ。まあ、あなたたち《教会》も《預言》を見てるだろうから、私を殺せるのが三日後になっちゃうって、わかってるだろうけど……でも、こういう展開か。結局ここで戦闘が始まって、三日後に私は……」


　殺されるんだ……


　と、思う。


　せっかく月光が《預言》を覆すためにここに匿かくまってくれたのに、結局《預言》は、裏切れなかった、と、思う。


　だがそこで突とつ然ぜん、声がする。


「いえいえ、あなたはここで、すぐに死にますよ」


　なんて声が、砂浜の真ん中にあいた次元の穴から、聞こえてくる。


　そしてそこから、一人の男が姿を現す。


　その男を、アンナは見る。


「…………」


　そいつは、ひどくふざけた姿をした男だった。


　まるで昔のイタリアマフィアがかぶっていそうな帽ぼう子しに、丸眼鏡。ストライプの入ったスーツに、赤いタイ。白い手て袋ぶくろ、という姿。


　それにアンナは、聞く。


「で、あんたが《教会》からきた、私を殺すための刺し客かく？」


　するとそれに、男は微笑ほほえむ。


「《教会》？　なんですそれ？　《教会》なんて組織、もうとっくにありませんよ。僕が潰して、呑のみ込みました」


　と、言う。


　そしてそれにアンナは目を、大きく見開く。いま、目の前の男が言った言葉の意味がわからなくて、思わず聞き返してしまう。


「《教会》が……ない？」


「ええ」


「おまえが潰したって……なんの冗じよう談だんよそれ」


「冗談じゃないんですけどねぇ」


「……いったい、おまえは何者だ？」


　その問いに、男は胸に手を当て、ほんの少しだけこちらに礼をしてから、言った。


「黒くろ守すっていいます。黒守・フィリエ……」


「名前を聞いてるんじゃない！　所属を……おまえの、所属を言え」


　と、聞くと、それに黒守と名乗った男はにやにや笑いながら、答えた。


「もちろん、《軍》ですよ。というか、僕の名前は、知ってるでしょう？　《軍》の黒守です」


　そしてその言葉に、アンナは、


「そんな……」


　彼女は、震ふるえた。


「《軍》は……《軍》は崩壊したはずじゃ……」


　が、それにも黒守は笑う。まるでこちらを小こ馬ば鹿かにするかのように、笑う。


　そして、言う。


「《軍》が崩壊ですって？　またまたそちらこそご冗談を……いったい、そんなデタラメ誰が言ってました？」


「…………」


「って、あ、そうだそうだ、思い出した。それ、僕が流した情報でした。噓うそを言ってすみません。でも、あなたほどの人が、そんな戯たわ言ごとよく信じましたねぇ。たった一いつ匹ぴきの化け兎うさぎが暴れたくらいで、世界第一位の魔術組織が本当に崩壊したと、まさか信じたんですか？」


「…………」


「《教会》ですらまるで歯が立たない、この世でもっとも大きな魔術組織が、どうにかなると本当に思ったんですか？」


「…………」


「ああそれと、魔女たちもありがとうございます。《教会》に続いてテンペロン・クローリーまで呑み込んで、我らが《軍》はさらに大きくなりました。もう、誰にも邪じや魔まされないほどに。誰も手が出せないほどに。あ、安心してください。あなたの魔女たちは大切に、大切に、実験材料に使わせてもらいますから」


「……き、貴様……」


　が、そこで黒守が、動く。


　その動きがまるで見えない。


　次の瞬しゆん間かんには、胸に黒守の腕うでが、突つき刺ささってしまっている。心臓が、つかまれてしまう。


「がはっ……」


　と、みっともない声が、口から漏もれる。心臓が握にぎり潰される。血が口から溢あふれ出し、あっさり命が失われていくのが、わかる。


　アンナはそれに、震えながら、


「く、くそ……そんな……いったいこれは、どういうことだ……わ、私は……私は、こんな《預言》は見てな……」


「あ、それとこれも言ってませんでしたが、《預言》ってあれ、僕ら《軍》が、異界の愚おろかで、哀あわれな魔女を誘ゆう惑わくして作らせたものですよ」


「な……」


「だから《預言》を読んだからって、僕らを出し抜ぬくことは無理です。なにせ、《預言》のほとんどは僕らが管理してるんですから」


「…………」


「ああああ、そして、そしてもうすぐ完成します。ああ、長かった。すごく長かった。でも、僕の夢は……」


　が、そこで携けい帯たいの着信音が、鳴る。それに黒守が、反応する。心臓をつかんでいるのとは反対の手でポケットをまさぐり、


「ああ、ちょっと失礼。月光君から電話です」


　などと言う。そのまま、出る。


「はい、なんでしょう」


　と、いうところで、アンナは叫さけぼうとした。月光がこいつと、グルだったのか、それとも月光も騙だまされているのか、それはわからない。だがそれでも、リーネを救おうとした、あの男に。


　今日、会ったばかりのはずの自分すら助けようとした、あの男に、この黒守のことを。《軍》のことを伝えようと、叫ぼうとした。


　だが、黒守はそれに、アンナの胸から腕を抜き、血まみれの手で、口を押さえつけてくる。


「んあ……ん」


　顔が、潰つぶれてしまいそうなほどの強さで、押さえられてしまう。


　そしてそのまま黒守は、


「ああ、わかりました。何時までにいきましょうか？」


　優やさしい声こわ音ねのまま、言う。


　それにアンナは、叫ぼうとする。悲鳴を上げようとする。


　だが、声は出ない。


　もう、心臓が潰されてしまっているのだ。魔法でなんとか血液を循じゆん環かんさせて延命しているが、それももうすぐ、止まってしまう。


　その前に。


　その前になんとか、月光にいまの、この状じよう況きようを伝え……


「すぐ？　わかりました。じゃあ、五分ほどしたら……」


　しかしそこで、電話は終わってしまったようだった。それから黒守がこちらを見下ろして、


「なんか、二分でこいって言われちゃったので、もう殺しますね」


　なんて、言う。


　そのまま口から手が離はなれる。それにアンナは、


「うわぁあああああああああああああ！」


　絶ぜつ叫きようした。その声に、魔術を乗せた。自分の命が吹ふっ飛んでしまうほど大きな、魔法を乗せた。


　声が、誰だれかに届くように。


　誰か、まだ《軍》と戦えるだけの力と、意志を持っている者に届くように。


　だがそれに、


「うるさいよ」


　と、黒守が言う。言った瞬間に魔術が発動したのが、わかる。そしてそれは、見たことのない魔法だった。見たことがないほどに禍まが々まがしい魔法だった。


　そしてあっさり、アンナの魔術は、かき消されてしまう。


　命も消しよう耗もうして、消えようとする。


　アンナはそれに怯おびえた顔で黒守を見上げ、


「いったい……いったいおまえは、何者なんだ？」


　そう、聞いた。


　するとそれに、黒守は首をかしげ、


「その質問にはさっき答えましたが……しいていえば、人間ですよ。ただの、人間」


　が、聞こえたのはそこまでだった。


　黒守が彼女の顔をのぞきこんで、にっこり笑う。


「……あ、死んだね」


　と、言う。


　そしてそこで、アンナの意識は、消えた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　その、死体を黒守は見下ろす。


　それから振ふり返る。


「……アンナの死体は、持ち帰れ。彼女の体にちょうどいいだろうし、研究しよう」


　と、部下に命じる。


　それから砂すな浜はまを歩いていき、次元の歪ゆがみを抜ける。抜けた先は、宮みや阪さか高校の、生徒会室のすぐそばの廊ろう下かだ。


　そのまま彼は、生徒会室へと向かおうとして、気づく。


　自分の右手にしている白い手て袋ぶくろが、血まみれなのに、気づく。


　それに、
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「ああ、これはいけない」


　と言って、彼は手袋を外はずして、新しいものをつける。それから血まみれの手袋を胸ポケットに隠かくしてから、


「やあやあみなさん、おそろいで。ところでテンペロン・クローリーの襲しゆう撃げきがもう、明日あしたなんだけど、どうしましょうかねぇ？」


　とにこやかに笑いながら、生徒会室へと入っていった。














　あとがき







　はい。


『いつか天てん魔まの黒ウサギ』も、ついに十巻であります。


　最近の移り変わりが早いこの業界で、十巻というのは長編シリーズらしく、ここまで続けさせていただけた、というのを、みなさんに本当に感謝しております。


　といいながらも、このシリーズはなにげに最初から十巻構成で作っていたのですがー！





　が────！





　読んだ方はもうわかっていると思いますが、全然終わってませんね！


　大クライマックス中です。


　この巻でいろんなことをどかんっとひっくり返して、終わりまではあと二冊ほどを予定しております。


　でも、それでもラストまでもう、あと二冊！


　書ききれなくてこけても三冊で終わる、という計画で現在全体プロットが進んでおります。なのでみなさま、最後までお付き合いのほど、よろしくお願いします！


　大たい兎とやヒメア、月げつ光こうや美み雷らい、いつ天世界のみんなを応おう援えんしてください！





　と、いうわけでー。


　作品の話がすんだところで、あれです。今巻は死ぬほどあとがきスペースがあるそうです。


　じゃあ、作品の裏話とか書こうかなーって思ったのですが、今回は思いっきり設定をひっくり返す展開をやったので、ネタバレしちゃいそうなのでやめておきます。


　じゃあじゃあ、なにを話そうかなーと。





　でも最近の僕はといえば、仕事もせず、打ち合わせも五件もすっとばして毎日ずーっと寝ねていたので、話題がありません。


　なのでなんで寝てたのかーな話とか書こうかな、と思います。


　まず、駐ちゆう車しや場じように車を止めていたら、目の前のミニバンがなぜか思いっきりバックしてきて、ぶつかられました！


　うえー、まじかーと、警察呼んだりして、まあ、でもそんなたいしたことなかったので、体は大だい丈じよう夫ぶでーすということで一件落着したのですが、しかしその日の夜中！


　急に気持ち悪くなって、吐はくこと二時間！


　救急車で運ばれて、言いました。


「きょ、今日事故にあって……そのせいですかね？　ムチウチでしょうか？」


　するとお医者さんが言いました。


「んー、でも高熱出てるから、ウィルス腸ちよう炎えんだと思うよー」


「え───!?　僕、去年のいまごろも腸炎になったんですけど、なんでなんですかー！」


「知らないよそんなことー」


　と、ぶっ倒たおれた翌日。


　車をぶつけてきた相手の保険会社さんから電話がありました。


「あ、鏡かがみさんのお電話ですか？」


「……はいそうですぅ～……」


「す、すごい元気がないですね」


「ちょっと、事故の晩、吐きまして、いま病院で……」


「ま、まさかムチウチですか!?」


「……いえ、腸炎だそうです……」


「あ！　ああ！　そうですか！　お大事にしてください！」


　もしもムチウチなら仕事を休んだ日の分お金もらえる休業費用がでるそうなのですが、腸炎にはそんなものはでません。なので保険の方はめっちゃ喜んでいましたー（笑）





　と、いうわけで、なんか事故なのか腸炎なのか、どこが話の焦しよう点てんかわからないままぶっ倒れて、あっという間に四日経過しました。


　で、わかったこと。


　富ふ士じ見みの編集部って、めちゃくちゃ優やさしいです！


　まず担当山やまちゃむが、あとがきと著者校正の〆しめ切きりを限界まで延ばしてくれまして、さらに前担当キャサリンが、現担当山ちゃむに、


「ツイッターみたけど、鏡さん大変だよー☆　事故にあったみたいだよー☆」


「知ってます～★　いま全力で〆切サポートしてますー★　あと打ち合わせもバラしてますー★」


　なんて会話がかわされて。


　さらに二月に体調を崩くずしていたという偉えらい方が、


「お互たがい体に気をつけようぜ─────！」


　とメールをくれて。


　ツイッターではみんなに心配されちゃって！


　で、みなさんのおかげで今日も元気に生きております！


　こんなに心配してもらったご恩は、やはり作品で返さねばーと、ふんどし締しめ直しているところです。いつ天のクライマックスを、もっともっとおもしろく書けるよう頑がん張ばりますので、みなさまよろしくお願いします。





　と、書いたところでたぶん、まだあと半分あとがきがあります。


　なにか話題あるかなー。





　あ、じゃあ話題１。


　もうすぐ、作家バンドの年一回のライブがあります。富士見と電でん撃げきとＭＦの作家さん混合バンドなのですがー。


　腸炎後に練習に顔を出したら、驚おどろいた顔でこう言われました。


「……え、生きてたの!?」


　いったいどんな情報が流れてたの？（笑）





　話題２


　とある小説科がある学校へ、講師としてお呼ばれしました。最近はものすごくハイテクで、東京で講義したのですが、大おお阪さかにも中ちゆう継けいで講義が流れる、なんてことになっておりました。


　ちなみに昔、八、九年ほど前、僕がまだ新人だったころにも一度講師としてお呼ばれしたことがあって、講義しながらそのころのこととか思い出したりしました。


　で、そこで事前に質問とか受けたのですが。


　どんな努力をしていますか？


　とか、


　どうしたらプロ作家としてやっていけますか？


　とか、


　モチベーションを保つ方法を教えてください。


　とか。


　そんな質問を前に、いやでもそれ、真しん剣けんに考えれば考えるほど難しいよなぁと前日とかに他の作家さんとネットゲームをしてるときに悩なやんでみんなにも相談してみたのですが、そこで出たみんなからの答え。


作家１「いやいや逆に俺にモチベーションを保つ方法を教えてほしい！　〆切守れねぇ！」


作家２「俺も逆にもっと努力できる方法を教えてほしい！」


某ぼう大先せん輩ぱい作家Ａさん「あああ、俺のモチベーションがもっと高ければ、いま、目の前にある原げん稿こうが白紙じゃないはずなんだが！」


僕「と、昨日まで僕も思っていたのですが、なんと僕、珍めずらしく昨日原稿あがっちゃった☆」


Ａ「裏切りものおおおおお！」


僕「いやーでも、原稿あがってない作家なんて作家じゃないですよねー☆」


Ａ「こいつわぁあああああ！　って、ちょっとそんな考え込まされるような質問しかないの？　今日俺夜寝れなくなっちゃうよ！　もっとこう、『ラノベ作家になったら僕、モテモテになっちゃったりしますかぁああ！』とか、そういうふざけた質問はないのか！」


　なんて言い出して、まるで参考にならないのでもうみんなに聞くのはやめて、僕は言いました。


僕「Ａさんはモテモテになる方法を知ってるんですか？」


先輩作家さん「知らん！　むしろ俺に教えろ！」


僕「えー」


　とか馬ば鹿か話ばなししながら、夜中までたまにゲームやってます（笑）





　話題３


　悩みがあります。夜、決まった時間に寝れないのです。というか、専業で小説を書く仕事をしている方はほとんどそうだと思うのですが、昼夜が毎日のように逆転しまくります。


　でも最近それを打開する方法を見つけてしまいました！


　夜寝れないのは、お風ふ呂ろ入ったあととかに、パソコン開いてちょっと仕事しちゃったりするからだと思い、最近、パソコンを開くのを、やめてみました。なんでも強い光が目から入ると眠ねむれなくなってしまうらしく、なので、暗めの光で、夜、ベッドの横においておいた、昔読むのを挫ざ折せつした難しめの本を読むようにする──という手順を踏ふんでみることにしてみたのです。


　これでばっちりです。


　まず強い光を見てません。


　さらに、難しくて眠くなるような小説をチョイスです。


　これで眠れないはずがありません。


　じゃ、そろそろ僕は寝ます。


　ベッドの横の小説を開きます。


　うおー、やっぱ難しい～。けど、眠くなるまで頑張って読むことにします。すると案の定、だんだん眠くなります。しかし読み進めていくうちに、その小説がどんどんおもしろい展開になってきて、おいマジかよなんだこのおもしろい本はぁあああああああとなって、はい、朝でした～。





　夜ちゃんと寝たい（笑）





　と、今回はほんとに近きん況きようを書きまくってページを埋うめた気がする！





　えーと、あともう少しページがありますが、そこは宣伝とかを挟はさませてもらいまーす。





　コミック版『いつか天てん魔まの黒ウサギ５』が、四月九日に発売しております！　こちらもスーパークライマックスなので、ぜひぜひよろしくお願いします！





　ほいで、えー、六月に、僕が展開している別シリーズ、伝勇伝シリーズの外伝『堕おちた黒い勇者の伝説７』が発売になります。





　さらにその翌月、七月には、『紅くれない月げつ光こうの生徒会室５』が発売ですってあれー、なんか連続刊行のにおいがする。腸炎で弱っている僕に、連続刊行が襲おそいかかってくるにおいが！





「うーへーへー★　十分休んだ鏡さんの活かつ躍やくにご期待ください★　原稿があがらない作家は、作家じゃないですからねー★」


　ってそっからもってくるの!?


　と、担当山やまちゃむが言っているので間ま違ちがいなく発売されると思います。よろしくお願いします。たしか『紅月光の生徒会室』では、生徒会の面々がわーきゃー言いながら温泉にいく話を書き下ろしで書くはずです。


　この長編とのテンションの違ちがいはなんなんだろう！（笑）





　それと、『いつか天魔の黒ウサギ』のイラストを担当してくれている榎か宮みや祐ゆうさんが、『ノーゲーム・ノーライフ』（ＭＦ文庫Ｊ）という作品で、なんか作家デビューされるそうです。絵も描けて小説も書けるなんて、すごいー！　そしてようこそ、小説〆切地獄へ～。絵と小説、どっちも〆切抱えたら死んじゃうんじゃないか────。応援してます！　こっちも『いつか天魔の黒ウサギ10』と同月発売なのでチェックしてみて下さい。


　と、そんなこんなを書いたところでー。


　今回は、このへんで！


　じゃあ、再さ来らい月げつも、よろしくお願いしまーす！





　鏡貴也のツイッター　https://twitter.com/kagamitakaya/


　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/




鏡かがみ　貴たか也や












いつか天てん魔まの黒くろウサギ10


校こう庭ていで笑わらう魔ま女じよ





鏡かがみ　貴たか也や
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